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　──携けい帯たい電でん話わの着信音が鳴っている。

（誰だれだろう……こんな早朝に）

　薄うす目めを開けて、星ほし野の凜りんはベッドの横のナイトテーブルをまさぐった。

　しかし電話が見当たらない。どうやら玄げん関かんに置いたままのデイパックの中で鳴っているらしいと気づき、のろのろと体を起こす。

　ゆうべは実験で遅おそくなり、アパートに帰宅するなり倒たおれるように眠ねむってしまった。お腹なかがぐうっと音を立てて鳴り、そういえば昨日の午後、実験の合間に急いで食べたサンドイッチ以降何も食べていないことを思い出す。

　凜がベッドから下りる前に、着信音は鳴りやんだ。大きなあくびをしてから、目覚まし時計に視線を向ける。

　午前八時──早朝というほどでもないが、誰かに電話をかけるには少々早い時間だ。

　もしかしたら緊きん急きゆうの用件かもしれないと思い、ブランケットをはねのけてよろよろと玄関へ向かう。本やノート、モバイルがぎっしり詰つまったデイパックをかきまわしていると、再び着信音が鳴り始めた。

（……蘭らんか）

　電話は、四つ年下の妹の蘭からだった。宵よいっ張ぱりの蘭がこんなに朝早くに電話してくるなんて、実に珍めずらしいことだ。

『凜？　私よ。ごめんね、起こしちゃったかしら』

　凜がまだ声を発しないうちに、蘭が勢いよくまくし立てる。おっとりした性格の凜と違ちがって、蘭は昔からせっかちなのだ。

「いいよ……ちょうど起きようと思ってたところだから」

『あのね、驚おどろかないで聞いて欲しいんだけど』

「……ええと……聞くのは構わないけど、驚くなっていうのは約束できないかも」

　用心深く答えると、電話の向こうで蘭がくすくす笑うのが聞こえた。

『訂てい正せい。驚くのは構わないわ。ただ、頭ごなしに反対しないで欲しいの』

「…………」

　蘭の言葉に、嫌いやな予感がこみ上げてくる。

　蘭は現在、ペンシルベニア州の大学で経営学を学んでいる。やはり夢を諦あきらめられなくて大学をやめたいとか、そういう話だろうか。

『ウェズリーのことなんだけど』

　蘭の口から飛び出したのは、入学直後からつき合い始めたという彼氏の名前だった。

　大学をやめる話ではないことに少々ほっとしつつ、今度は男女交際のトラブルのあれこれが頭をよぎる。

（まさか、妊にん娠しんしたとか……）

　そうではないことを願いつつ、さりげなく「ああ、ウェズリーがどうかしたのか？」と水を向ける。

『こないだ彼の両親に会った話、したよね』

「ああ、聞いた。歓かん迎げいしてくれたんだろう？」

　つき合い始めてから判明したのだが、ウェズリーはかなりいいところのお坊ぼつちゃんだったらしい。父親はニューヨークの大手投資会社のＣＥＯで、不動産業やホテルチェーンの経営なども手がけており、アメリカの経済界では有名な一族とのことだった。

『ええ、歓迎してくれた。ディナーもとても和なごやかな雰ふん囲い気きでね。けど、ああいう上流社会の人たちって本音と建前を使い分けるんだってことを思い知らされたわ』

「どういうこと？」

『私たち、先週婚こん約やくしたの。そしたら態度が豹ひよう変へんよ。あくまでもにこやかに、けど、断固として許さないって感じで』

　婚約という言葉に、凜は目をぱちくりさせた。

「何言ってるんだ……蘭はまだ十九だろう」

『そうよ。婚約も結けつ婚こんもできる年ねん齢れいよ』

「ちょっと待って、父さんと母さんは知ってるの？」

『ええ、反対されるのはわかってたから、メールでね。案の定すぐに電話がかかってきて、すごい剣けん幕まくで猛もう反はん対たいされたわ』

　その情景を想像して、凜はため息とともに天てん井じようを見上げた。

　大人しい優等生だった自分と違い、蘭は昔から型破りなところがある。大学には行かずに女優になりたいと言い出したときも、それはそれは熾し烈れつな親おや子こ喧げん嘩かの毎日だった。

「なんで婚約する前に相談してくれなかったんだ……」

『だって、凜も反対するでしょ？　家族にも親友にもことごとく止められて、私たちもう反対されることにうんざりなの。言っとくけど、説教は聞き飽あきてるからお断りだからね』

　次し第だいに刺とげ々とげしくなってきた口調に、凜はスマートフォンを持ち直した。

　こういうときの蘭は、何を言っても聞く耳を持たない。あくまでも穏おだやかに、味方をするふりをしてじわじわと説得していくしかないだろう。

「わかった。説教はしない。それで、僕に電話してきたのはどういう用件？」

『私たち、駆かけ落ちしたの』

「…………」

　駆け落ち、という言葉がにわかに理解できなくて、しばし黙だまり込んでしまう。

『聞いてる？　あのね、私たち、駆け落ちしたの！』

　弾はずむような声で、蘭が衝しよう撃げきの告白をくり返す。

「……聞いてるよ……」

　対照的に、凜が絞しぼり出したのは茫ぼう然ぜん自じ失しつという形容がぴったりの気の抜ぬけた声だ。

『落ち着いたら今後のことを連れん絡らくするから、それまでパパとママには黙っててくれないかな。なんか訊きかれたら、ウェズリーと別れて落ち込んでて、友達と傷心旅行に出かけてるとでも言っておいて』

「そんな無む茶ちやな！　いい？　落ち着いてよく考えるんだ。周囲に反対されるってことは、それなりに理由があるからだと思わないか？　ふたりともまだ若いんだし、一時の感情で突つっ走るような真ま似ねは……」

　さすがに黙っていられなくなり、なんとか蘭を説得しようと凜は言葉を探した。

　しかし浮うかれて舞まい上がっている蘭が聞き入れるはずもなく、凜の言葉を無視して続ける。

『これからウェズリーとふたりで今後のことを話し合うの。しばらくスマホの電源切っとくけど心配しないで。あと、絶対警察に通報とかしないでよ。そんなことしたら一生許さないからね』

「蘭！」

　ぷつりと通話が切れて、凜は茫然と立ち尽つくした。

　まるで悪い夢でも見ているような気分だった。婚約だけでもどうかと思うのに、駆け落ちだなんて非現実的すぎる。

　まったく、自分は二十三にもなって恋れん愛あい経験ゼロだというのに、この手のことに関しては妹に先を越こされっぱなしだ……。

（……いやいや、僕のことはどうでもいい）

　脱だつ線せんしかけた思考を振ふり払はらい、今何をすべきか考える。唇くちびるに指を当てて、凜は部屋の中をぐるぐるとまわり始めた。

（蘭の言うことに従うわけじゃないけど、両親にはまだ黙っておいたほうがいいな）

　ロサンゼルスに住む両親には、解決のめどがついてから連絡したほうがいい。父はともかく、母はパニックに陥おちいってかえって事態を悪化させてしまいそうだ。

（ウェズリーの両親には……まあ僕が言わなくてもウェズリーから聞いてるだろうけど……）

　もしかしたら、ウェズリーも蘭と同じように両親には隠かくしているかもしれない。だとしたら、下手に自分がしゃしゃり出て事を荒あら立だてるような真似は避さけたほうがいいだろう。

　ウェズリーが打ち明けるとしたら誰だろう。親友か、それとも……。

「……そうだ！　たしかお兄さんがいるんだ！」

　立ち止まって、凜はぽんと手を打った。

　何かの折おりに、蘭が言っていた。ウェズリーには年の離はなれた兄がいて、グループの子会社のひとつを任されているらしい。文武両道の優ゆう秀しゆうな兄にコンプレックスを抱いだきつつも、絶大な信しん頼らいを寄せているとかなんとか……。

　ウェズリーが誰かに打ち明けているとしたら、蘭同様兄である可能性が高い。蘭の言葉の端はし々ばしからウェズリーが世間知らずで依い存そん心の強い性格であることが窺うかがえるが、今後のことも兄に相談しているのではないか。

　くるりと踵きびすを返し、窓まど際ぎわのデスクに向かう。

　パソコンの電源を入れ、凜は検けん索さく窓まどに〝ヴァンダーウォール・ホールディングス〟と打ち込んだ。







　凜が住むコネチカット州のヘブンポートからニューヨークまで、鉄道で約九十分。

　終点から地下鉄に乗り換かえてマンハッタンへ向かう。ミッドタウンで降りて地上に出た凜は、憂ゆう鬱うつな気分で眉まゆ根ねを寄せた。

　ＬＡ生まれのＬＡ育ちでありながら、凜は都会が苦手だ。幸い通っているイエーガー大学はのんびりした田舎いなか町にあり、環かん境きようや治安がとてもいい。ニューヨークが近いことを蘭はうらやましがっているが、よほどの用事がない限り近づかないことにしている。

（最後にニューヨークに来たのは、二年前の植物学会のときだったっけ……）

　スーツ姿のビジネスマンたちに交じって、ヴァンダーウォール・ホールディングス本社ビルを目指す。

　通りすがりのガラス張りのビルに己おのれの姿が映り、凜は苦く笑しようした。一いつ張ちよう羅らのスーツを着てきたというのに、ビジネスマンの群れに迷い込んだ高校生にしか見えない。

　色白のなめらかな肌はだ、すっきりと整った輪りん郭かく、切れ長の大きな瞳ひとみ──中性的で繊せん細さいな顔立ちは、実じつ年ねん齢れいより若く見られてしまう。

　身長は百七十三センチあって決して小こ柄がらではないが、体つきは細くて頼たよりない。骨格が華きや奢しやな上に瘦やせているので、モデル体型の蘭でさえ「凜と並ぶと太って見える」と言って一いつ緒しよに写真に収まることを嫌いやがるほどだ。

　やがて前方に本社ビルが見えてきて、緊きん張ちよう感かんが高まっていく。

（受付で門もん前ぜん払ばらいされなきゃいいけど……）

　この容姿のせいで、どれだけ子供扱あつかいされたことか。何度も悔くやしい思いをしてきたので、凜はローティーンの頃ころから礼れい儀ぎ正しく大人びた態度を取るよう心がけてきた。

　きちんとした言こと葉ば遣づかい、ＴＰＯをわきまえた振る舞いは、見た目の幼さを補ってくれる。

　しかし、大だい企き業ぎようにアポなしで乗り込むのは初めてだ。しかも相手はＣＥＯの御おん曹ぞう司し、用件も用件だけに、今になって少々怖おじ気づいてくる。

（……いや、ここで僕が頑がん張ばらないと！）

　マンハッタンの一等地にそびえ立つビルを見上げ、深呼吸をする。

　ここに来るまでの間、何度も頭の中でセリフを練習してきた。失礼がないように念入りにシャワーも浴びてきたし、伸のびすぎていた前まえ髪がみも切ってきた。

（大だい丈じよう夫ぶ、別に無理難題をふっかけに来たわけじゃない。お兄さんだって、きっとウェズリーの無計画な駆け落ちを心配しているはずだ）

　しゃんと背筋を伸ばし、少しでも堂々とした大人に見えるよう、大おお股またでエントランスへ向かう。

　広々としたロビーには、従業員や来客が忙いそがしそうに行き交かっていた。黒みがかった御み影かげ石いしの床ゆかはぴかぴかに磨みがかれており、現代アートの彫ちよう刻こくが吹ふき抜けの天井に向かってそびえ立っている。

　いかにもニューヨークで成功した会社の、自信に満ちた空間だ。さりげなく趣しゆ味みの良さを主張しつつ、来客に威い圧あつ感かんを与あたえることも忘れていない。

「こんにちは」

　受付カウンターの女性に、ぎこちなく微ほほ笑えみかける。

「いらっしゃいませ」

　黒くろ縁ぶちの眼鏡をかけた受付嬢じようも、いかにも事務的な作り笑え顔がおで応こたえてくれた。

「あの……プレストン・ヴァンダーウォール氏にお会いしたいのですが」

　堂々とした態度で言ったつもりだが、声が尻しりすぼみになってしまった。案の定、彼女の笑顔が怪け訝げんそうな表情へ変わっていく。

「お約束はいただいておりますでしょうか」

　口調は丁てい寧ねいだが、ひどくよそよそしい。多分、アポなしで押しかけてくる連中にうんざりしているのだろう。

「いえ。けど、会っていただけるはずです。僕はリン・ホシノ。弟さんのことでお話ししたいことがあると伝えてください」

　用意してきたセリフを一気にまくし立てる。こういう場合、押しの強さも必要だ。

　受付の女性は、凜の言葉を信じていいかどうか迷っているようだった。何か言いかけた唇を半開きにしたまま、じっとこちらを凝ぎよう視しする。

「お願いします。緊きん急きゆう事態なんです」

　彼女の目をまっすぐ見つめ、凜は懇こん願がんした。

　僕を取り次いでくれなかったらあとでヴァンダーウォール氏に叱しかられますよ、というセリフも用意してきたのだが、そこまで強気に出られるほど度胸がなかった。

「……少々お待ちください」

　凜の必死な目つきに根負けしたのか、彼女がデスクの上の内線電話に手を伸ばす。

「リン・ホシノという方が、ヴァンダーウォール氏に面会を求めています。弟さんのことでお話があるとか……」

　電話の相手はヴァンダーウォール氏本人ではなく、秘書かアシスタントのようだ。まったく、こういう大企業では本人と話すのにいったい何人の壁かべを乗り越えなくてはならないのだろう。

　いったん通話を切り、再び電話で何やらやりとりし……数分経たってから、ようやく彼女がこちらに向き直った。

「五分だけお会いになるそうです。こちらでお待ちください」

「ありがとうございます」

　ほっとして、凜は表情をほころばせた。

　普ふ通つうだったら五分だけ時間を作ってやったぞと言わんばかりの態度にかちんと来るところだが、今回は相手が相手だ。アポなしで押しかけて大企業の御曹司との面会に漕こぎ着けることができただけで上等だろう。

　しかし、それから受付の前で三十分以上待たされ……ようやく受付の女性に呼ばれた頃には、早くも凜は疲ひ労ろう感かんでぐったりとしていた。







　高層階のフロアに降り立った凜は、目をぱちくりさせた。

（うわ……なんか別世界）

　エレベーターホールの中央にはモダンなデザインの花か瓶びんが置かれ、見たこともない珍めずらしい花が前衛的に活いけられている。

　どうやら一いつ般ぱん社員の働くフロアではなく、役員などの専用フロアのようだ。ガラス張りの壁の向こうの応接室や会議室は無人で、ロビーと違ちがってしんと静せい寂じやくに包まれている。

「こちらです」

　ロビーまで迎むかえに来たスーツ姿の男性が、慇いん懃ぎんな態度で凜を誘ゆう導どうする。

　秘書か部下か、あるいは警備の担当者かもしれない。スーツの下は鍛きたえ上げられた屈くつ強きようそうな体であることが窺える。

（ヴァンダーウォール氏にとって、僕は不ふ審しん者同然だろうしな……）

　エレベーターに乗る前には、金属探知機によるボディチェックも受けた。昨今の事情を鑑かんがみると、身元のはっきりしない客に対する扱いとしては妥だ当とうなところなのだろう。

　毎日このような緊張感に張り詰つめたオフィスで働くなんて、想像しただけでストレスで胃が痛くなりそうだ──。

「どうぞ」

　男性が廊ろう下かの突つき当たりのドアを開け、凜を招き入れる。

　すぐにヴァンダーウォール氏のオフィスがあるわけではなく、そこは前室だった。年配の秘書らしき女性が立ち上がり、ロビーの受付嬢よりは幾いく分ぶん親しみのこもった笑みを向けてくれる。

「こんにちは、ミスター・ホシノ。こちらへどうぞ」

「こんにちは……あの、無理を言ってすみません」

　彼女が軽く頷うなずき、前室の続きの短い廊下を歩く。

　ガラス張りのドアが見えてきて、凜は緊張が高まるのを感じた。

「ミスター・ホシノがいらっしゃいました」

　ドアを軽くノックし、秘書がオフィスの主に告げる。

「──ああ」

　低くて無ぶ愛あい想そうな響ひびきの声が、いかにも面めん倒どうくさそうに返事をする。

　自分が歓かん迎げいされていないことがはっきりと伝わってきて、凜は早くも気持ちがくじけそうになってしまった。

「初めまして、リン・ホシノです。お忙しいところ、お時間を作ってくださってどうもありがとうございます」

　一歩中に入り、少しでも場の空気をやわらげようと、精せい一いつ杯ぱい愛想よく挨あい拶さつをする。

　──摩ま天てん楼ろうを見下ろす眺ながめのいいオフィスの中央には、大きなデスクが置かれていた。

　素す晴ばらしい景色を背に、デスクの前に座った大おお柄がらな男性が、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情で書類を睨にらみつけている。

「掛かけたまえ」

　命令口調の言葉を口にする間だけ、その男性──プレストン・ヴァンダーウォールは、ちらりと凜に目を向けた。

　灰色に近い、淡あわい青灰色の瞳ひとみと視線がぶつかる。

　ほんの一いつ瞬しゆんの出来事だが、凜をすくみ上がらせるには充じゆう分ぶんだった。

「……失礼します」

　言いながら、デスクの前の革かわ張ばりの椅い子すに浅く掛ける。

　プレストンは、凜を無視するように手元の書類を読み耽ふけっている。その隙すきに、凜は妹の恋こい人びとの兄を上うわ目め遣づかいで観察した。

　ウェズリーとは、まったくと言っていいほど似ていない。どちらも人目を引く容よう貌ぼうではあるが、ウェズリーは人ひと懐なつこくて明るい美形、兄のほうはいかにも気難しそうな、険しくて猛たけ々だけしい男前だ。

　ウェズリーは緩ゆるやかなウェーブのかかったダークブロンドに温かみのある茶色い瞳、プレストンは黒々とした豊かな髪かみをきっちりと撫なでつけており、高級そうなスーツ同様どこにも隙がない。青灰色の瞳は寒々しい冬の空を思わせ、ひどく冷たい印象で……。

「このまま五分間、黙だまって過ごすつもりか？」

　書類から顔を上げようともせずに、プレストンがぶっきらぼうに言い放つ。

　慌あわてて居住まいを正し、凜は膝ひざの上で拳こぶしを握にぎり締しめた。

「弟さんから聞いてらっしゃるかもしれませんが、今朝妹の蘭から電話があって、ふたりが駆かけ落ちをしたことを知りました」

「ああ、聞いている」

　書類に何やらペンで書き込みながら、プレストンが相あい槌づちを打つ。

　拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりした返事に、凜は目をぱちくりさせた。

「……あの、ふたりは駆け落ちしたんですよ？」

「わかってる。それで、俺にどうしろと？」

　さすがの凜も、その言い方にはかちんと来た。弟が駆け落ちしたというのに心配する素そ振ぶりも見せないとは、いくらなんでも冷たすぎるのではないか。

　すくっと椅子から立ち上がり、プレストンを睨みつける。

「考え直すように説得しようとは思わないんですか？」

　ようやく書類から視線を上げて、プレストンは不ふ機き嫌げんそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「恋れん愛あいなんてのは、周囲に反対されればされるほど燃え上がるもんだ。放ほうっておけばそのうち冷める」

「そんな無責任な！　あなたの弟さんはそれでいいかもしれないですけど、万が一妹が妊にん娠しんでもしたらどうするんですか……！」

　凜の剣けん幕まくに、プレストンの表情がさっと変わるのがわかった。

　険しい目つきがさらに猛もう禽きん類るいのように鋭するどくなり、凜をぎろりと睨み返す。

「……っ」

　ふいにプレストンが立ち上がり、凜はびくりと首をすくませた。　>>>♥

　どうやら妊娠云うん々ぬんの話が彼をひどく怒おこらせてしまったらしい。デスクの脇わきをまわってつかつかと歩み寄ってくるプレストンを、立ち尽つくして茫ぼう然ぜんと見上げる。

　ワークチェアに掛けているときから大柄であることは窺うかがえたが、長身で厚みのある体は想像以上に迫はく力りよくがあった。

　先ほど凜を案内してくれた男性も長身で逞たくましくて威い圧あつ感かんがあったが、プレストンはそれだけではなく、凜を圧あつ倒とうする何かを漂ただよわせていた。

　男性性を凝ぎよう縮しゆくしたような、荒あら々あらしく攻こう撃げき的な熱。凜には恐きよう怖ふでしかないが、もしかしたら世の中の女性たちは男性の発散するこういう猛々しい熱気をセックスアピールと捉とらえているかもしれない、と思わせるような……。

　凜の正面に立ちはだかったプレストンが、ふいに唇くちびるを歪ゆがめるようにして皮肉っぽい笑えみを浮うかべる。

　てっきり怒ど鳴なられるか、あるいは摑つかみかかられるかと身構えていた凜は、思いがけない表情に面めん食くらって目を瞬またたかせた。

「その点は心配ご無用だ、ミスター・ホシノ」

　プレストンが、わざともったいぶった口調で切り出す。

「こういう家に生まれると、財産目当ての女が嫌いやというほど寄ってくる。だから俺たち兄弟は昔から親おや父じに叩たたき込まれているんだ。遊ぶのは構わないが、避ひ妊にんだけはきっちりしろってな」

　プレストンの口から飛び出した〝避妊〟という生々しい単語に、思わず頰ほおが赤らんでしまう。

「……つまり、妹も財産目当てだと言いたいのですか」

「可能性は高い」

「違います！　妹はあなたの弟さんと出会ったとき、弟さんのことを何も知らなかったんです！」

　まなじりを決して、凜は抑おさえていた怒いかりを爆ばく発はつさせた。プレストンを怒らせるのは得策ではないとわかっているが、妹を財産目当ての女と決めつけられては黙っていられない。

「皆みなそう言う」

　素っ気なく言い捨てて、プレストンは踵きびすを返した。もうこの話題は終わったとばかりに、デスクに戻もどって書類をめくり始める。

「……まだ五分経たってませんが、あなたは弟さんを連れ戻して説得する気がないようなので、これ以上ここにいても無む駄だですね」

「そのようだな」

　書類から顔を上げることなく、プレストンがおざなりな相槌を打つ。

「協力していただけないのは残念です。僕がふたりを捜さがして説得しますので、弟さんが訪おとずれそうな場所に心当たりがあれば教えていただけませんか」

　あくまでも丁てい寧ねいに、しかし憤ふん慨がいをこめて、凜は申し出た。

　プレストンがちらりと視線を上げて凜を見やり、デスクの電話に手を伸のばす。ワークチェアをくるりと回転させて背を向け、短い言葉のやりとりのあと、誰だれかに「ウェズリーの位置情報を知らせてくれ」と指示するのが聞こえた。

　プレストンが受話器をフックに戻し、室内が静せい寂じやくに包まれる。

「座りたまえ。目の前に突っ立たれてると気が散る」

　何か言い返したい気分に駆られたが、ぐっと抑えて椅子に掛け直す。

　一分も経たないうちにオフィスのドアがノックされ、先ほど凜を案内してくれた男性が入ってきた。

「ありがとう」

　受け取った紙面に視線を走らせて、プレストンがこちらに向き直る。

「車のＧＰＳによると、弟は今ケベック州の別べつ荘そうにいるようだ」

「ケベックって、カナダの!?」

　驚おどろいて、凜はぴょこんと立ち上がった。

　行き先はペンシルベニア州内か、せいぜいニューヨーク近辺だろうと思っていた。

　さすがアメリカ有数の富ふ豪ごう一族、やることが庶しよ民みん感覚とかけ離はなれている。行き先がカナダの別荘というのも驚きだが、車にＧＰＳがついているのも驚きだ。ウェズリーは、自分の車にＧＰＳが取りつけられていることを知っているのだろうか。

「場所を教えてください。すぐに向かいます」

「行ったって中には入れないぞ」

「中に入れなくても、ドアの外から妹を説得します」

　両手の拳を握り締めながら言うと、プレストンが可笑おかしそうにくくっと喉のどの奥で笑いを嚙み殺した。

「残念ながら、厳重にロックされた門もん扉ぴから玄げん関かんまで一キロほどある。きみのか細い声が届くとは思えないが」

　門扉から別荘まで一キロと聞いて、凜は天てん井じようを仰あおぎ見た。

　まったく、学生なら学生らしく、駆け落ちするならせいぜい隣となり町まちの安モーテルくらいで手を打って欲しいものだ。

「……では、開けてもらえるまで門扉の前で待ちます」

　凜の言葉に、プレストンが軽く眉まゆをそびやかす。

「今から飛行機に乗れたとしても、着くのは夜だ。門扉の前で野宿しても構わないが、あの辺りは野生の熊くまやコヨーテが出しゆつ没ぼつするのでお勧すすめできない。明日の朝まで待つというなら、誰かに案内させてもいいが」

　思いがけない申し出に、凜は目をぱちくりさせた。

　先ほどまでのとりつく島もない態度を思えば、これはかなり譲じよう歩ほしてくれたということではないだろうか。

「ありがとうございます。ではお言葉に甘えて、そうさせてください」

　プレストンの気が変わらないうちにと、急いで返事をする。

「では明朝十時、ここに来てくれ」

「十時ですね。了りよう解かいしました。どうぞよろしくお願いいたします」

　アパートに帰って、さっそく荷造りをしなくては。

　日本風にぺこりと頭を下げて、凜はそそくさとオフィスをあとにした。




　　　◇◇◇




　書類をめくる手を止めて、プレストン・ヴァンダーウォールはくるりとワークチェアを回転させた。

　つい先ほどまでここにいた青年の姿が目の前にちらついて、仕事に集中できない。窓の外にそびえ立つビル群を眺ながめながら、手にしたペンを所在なく弄もてあそぶ。

　まったく、いい迷めい惑わくだ。学生の駆け落ちごときで青ざめてうろたえ、アポもなしに職場にまで乗り込んでくるとは。

　彼──星野凜が緊きん張ちようした面おも持もちでオフィスに入ってきたときのことを思い出し、思わず口元が緩ゆるんでしまう。

　まるで毛を逆立てた仔こ猫ねこのようだった。怯おびえていることを悟さとられまいと必死で虚きよ勢せいを張り、プレストンの言葉に牙きばを剝むき……。

（牙といっても可か愛わいいものだがな。あれじゃ、嚙かみつかれても甘あま嚙がみ程度だ）

　思い出し笑いが声になって漏もれてしまい、ごまかすように咳せき払ばらいをする。

　ウェズリーに恋こい人びとの写真を見せてもらったことがあるが、日系人と聞いてイメージしていた印象とは違ちがい、蘭は華はなやかで勝ち気そうな女性だった。

（兄貴のほうが、よっぽど大和やまと撫なでし子こ風だな）

　礼れい儀ぎ正しく言こと葉ば遣づかいが丁寧で、立ち居い振ふる舞まいが美しい。一見地味な高校生のようでいて、芯しんの強さを感じさせるところもある。

　高級な陶とう磁じ器きを思わせるなめらかな象ぞう牙げ色の肌はだ、日本人形のような繊せん細さいな顔立ち……さらさらした髪かみはつい手を伸ばして触さわってみたくなるほど魅み力りよく的だったが、そんなことをしようものならたちまち鋭い爪つめで引っ搔かかれそうだ。

　彼の姿が頭から離れないのは、今まで自分の周りにいなかったタイプだからだろう。

　それ以上の意味があるとは思えないが……。

　ふいに静寂を切り裂さいたノックの音に、プレストンはさっと無表情の仮面を被かぶって振ふり返った。

「失礼します」

　言いながら入ってきたのは、先ほど凜をオフィスまで案内してきたセキュリティ担当の社員、モリスだった。元軍人で腕うでっ節ぷしが強く、危機管理にも通じているので頼たよりにしている男だ。

「明日の別荘行きですが、私がミスター・ホシノをご案内いたします」

「ああ、頼たのむ」

　返事をしたあと、ふと、凜の赤く染まった頰が頭をよぎる。

　今どき避妊という言葉くらいで真っ赤になるとは、実に新しん鮮せんな驚きだった。

　そういえば、ここ何ヶ月か仕事に忙ぼう殺さつされて休きゆう暇かを取っていない。ああいう初うぶで真面目まじめな青年をからかいながら、ちょっと別荘まで足を伸ばすのも悪くないかもしれない……。

「……いや、予定変へん更こうだ。俺が別荘に連れて行く」

　プレストンの言葉に、モリスがわずかに眉をそびやかす。まさかプレストン自ら別荘に案内するとは想像もしていなかったのだろう。

「承知いたしました。では、飛行機の手配をしておきます」

　余計な口はいっさい挟はさまず、モリスが踵を返す。

　そうと決まれば、さっそくスケジュールの調整に取りかからねばならない。しかつめらしい表情を作り、プレストンはデスクの上の電話に手を伸ばした。
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　──午前九時四十分。

（約束の時間にはちょっと早いけど、遅おくれるよりはいいかな）

　腕うで時ど計けいを見やり、凜はヴァンダーウォール・ホールディングス本社ビルに足を踏ふみ入れた。

　昨日よりは幾いく分ぶん緊きん張ちよう感かんが薄うすれたが、マンハッタンの一等地にそびえ立つビルの威い圧あつ感かんには慣れることができそうにない。

　しかも今日は、移動に備えてスーツではなくカジュアルな普ふ段だん着ぎだ。とはいえ失礼のないよう、持っている服の中でいちばん小こ綺ぎ麗れいに見える格好をしてきた。水色のボタンダウンのシャツ、濃こいベージュのチノパン、革かわのローファー……スニーカーとどっちにするか迷ったが、スニーカーは荷物の中に詰つめ込んで革かわ靴ぐつを履はくことにした。機内持ち込み用のキャリーバッグはかなりくたびれているが、新品を買いに行く時間がなかったので仕方がない。

　ぎくしゃくとカウンターに歩み寄ると、昨日と同じ受付嬢じようが親しげな笑えみを浮うかべて「おはようございます、ミスター・ホシノ」と話しかけてくれた。昨日とはまったく違う対応に面めん食くらいつつ、凜も「おはようございます」と挨あい拶さつを返す。

「ヴァンダーウォール氏がお待ちです。昨日のオフィスはおわかりになります？」

「ええ、三十八階……ですよね？」

「はい。あちらのエレベーターからどうぞ」

　今日は警備員の監かん視しやボディチェックは免めん除じよらしい。受付嬢に礼を言って、エレベーターに乗り込む。

　三十八階のフロアに降り立つと、昨日は無人だったガラス張りの会議室で、スーツ姿の男女数人がテーブルを囲んで議論しているのが見えた。個人用のオフィスからも早口でまくし立てる声が漏れ聞こえ、始業まもない時間帯の慌あわただしい様子が伝わってくる。

　廊ろう下かの突つき当たりのドアをノックすると、ガラス越ごしに秘書の女性が微ほほ笑えみかけてくれた。

「おはようございます、ミスター・ホシノ」

「おはようございます……すみません、ちょっと早かったでしょうか」

「構いませんよ。こちらにお掛かけになってお待ちください」

　前室のソファに座ったところで、廊下から大おお股またで歩く足音と低い声が響ひびいてきた。

「──ああ、契けい約やく書の文面はメールで送ってくれ。確かく認にんでき次し第だい、こちらから電話する。それから例の融ゆう資しの件だが……」

　耳にスマートフォンを当てて誰だれかに何やら指示しつつ、プレストンがのしのしと室内に入ってきた。ぴょこんと立ち上がると、こちらを見ようともせずに「そこで待ってろ」というように人差し指を立てる。

「そうだ。今週中に報告書を上げてくれ。いいな？」

　言いながら、プレストンはそのまま奥のオフィスに向かう。

　目を白黒させながら、凜はすとんとソファに掛け直した。

　風のように通りすぎていったが、なんという圧あつ倒とう的な存在感だろう。大学の研究室にもいつも慌ててばたばたしている教授がいるが、プレストンはなんというか……周囲にいっさい目をくれずに突き進む、堂々たるサラブレッドのようだ。

「コーヒーはいかが？」

「いえ、結構です、ありがとう」

　秘書に話しかけられ、急いで笑顔を作って辞退する。

　奥のオフィスからは、電話の着信音や仕事を指示する声が聞こえてきた。息をつく暇ひまもないほど忙いそがしそうな様子に、今いま更さらながら凜は昨日のアポなしの訪問を反省した。

　直接乗り込むような真ま似ねはせずに、まずは電話するべきだった。自分では冷静に行動しているつもりだったが、蘭からの電話にかなり気が動転していたようだ。

　十時を十五分ほど過ぎたところで、奥のオフィスからブリーフケースを手にしたプレストンが現れた。

「待たせてすまない。行こう」

「はい」

　慌てて立ち上がり、プレストンのあとを追う。

「行ってらっしゃいませ。よい旅を」

「ああ、留守を頼む」

　ドアまで見送りに来た秘書とプレストンのやりとりに、凜は目をぱちくりさせた。

「ひょっとして、あなたが別べつ荘そうに連れて行ってくださるんですか？」

「そのとおり」

　廊下を歩きながら、プレストンがこともなげに頷うなずく。

　そういえば今日はネクタイをしていないし、昨日のぴかぴかに磨みがかれた革靴と違って歩きやすそうなドライビングシューズを履いている。

「……サプラーイズ」

　節をつけて歌うように、ぼそっと呟つぶやく。

　これはあまり嬉うれしくないサプライズだ。プレストンと会う前は一いつ緒しよに行って説得して欲しいと思っていたが、昨日のあの非協力的な態度を思い出すと、和なごやかな雰ふん囲い気きの旅になるとは思えない。

　それに、凜は急な予定の変更が苦手だった。物理的な準備はともかく心の準備に時間がかかるほうなので、直前に予定が変わったりするとひどく気持ちがかき乱されてしまう。

「……昨日は、別の方が案内してくださるとのことでしたが」

「気が変わった。しばらく休暇を取っていなかったし、別荘にももう何年も行ってなかったからな」

　凜の戸と惑まどいを感じ取っているだろうに、プレストンは昨日と打って変わってやけに機き嫌げんがよかった。

　いったいどういう風の吹ふきまわしだろう。昨日凜がオフィスを訪おとずれたときは、いかにも迷めい惑わくそうな態度だったというのに。

　それとも、凜の訪問がきっかけで考えを改めてくれたのだろうか。

「とにかく、弟さんを説得する気になってくださってよかったです」

「いや、それはきみに任せて、俺は休暇を楽しむことにするよ」

「…………」

　プレストンの真意を測りかねて、凜は疑わしげな眼まな差ざしで彼を見上げた。

　今のは言葉どおりに受け取っていいのか、それともからかわれているだけなのか、さっぱりわからない。上流階級の人間は本音を口にしないもの……というのは思い込みだろうか。

（これほど多た忙ぼうな人が、単に休暇を楽しむためだけにカナダまで行くわけないし）

　何かメリットがあるから、こうして説得の旅に同行しようと思ったに違ちがいない。そのメリットが凜と同じ方向性であることを願いながら、エレベーターホールで立ち止まる。

　エレベーターに乗り込むと、プレストンは最上階のボタンを押した。凜が怪け訝げんそうな顔をしていることに気づいたのだろう。上着の胸ポケットから取り出したサングラスをかけながら、にやりと人の悪そうな笑みを浮かべる。

「屋上からヘリコプターで飛行場に向かう。そこから自家用機でケベックだ」

　プレストンの言葉に、凜は目を丸くした。

「……本日二度目のサプラーイズ……」

　てっきり普ふ通つうの空港から普通の旅りよ客かく機に乗ってケベックに向かうのだと思っていた。ヘリコプターに自家用機とは、やはり大だい企き業ぎようの御おん曹ぞう司しのやることはスケールが違う。

　最上階でエレベーターを降り、プレストンが指し紋もん認にん証しようシステムのついたドアを開ける。中は階段室になっており、壁かべや天てん井じようを通してヘリコプターの大きな音がびりびりと響いてきた。

（ひええ……ほんとにビルの屋上からヘリで飛ぶんだ……）

　正直に言うと、ヘリコプターに乗るのは少々怖こわかった。しかし別荘への案内を頼たのんだ手前、搭とう乗じようを拒きよ否ひするわけにはいかない。

　屋上に続く階段を上ると、ドアの前で昨日の警備員が待ち構えていた。

「出発できるか？」

「はい、準備できています」

　プレストンの問いかけに答えながら、警備員が重そうなドアを開ける。とたんに轟ごう音おんと爆ばく風ふうが押し寄せてきて、思わず凜はぎゅっと目をつぶった。

「乗るのは初めてか？」

　ヘリの音にかき消されないよう、プレストンが大きな声を張り上げる。

「ええ、初めてです」

　そう答えるが、凜の細い声はあっというまにかき消されてしまった。仕方なく、プレストンの顔を見上げてこくこくと頷く。

「心配するな。うちの操縦士の腕うでは確かだし、今日は天気も上々だ」

　しかし、そう言われても恐きよう怖ふ心は拭ぬぐえなかった。

　ふいに、手にしていた荷物が奪うばわれる。驚おどろいて顔を上げると、プレストンが凜の古ぼけたキャリーバッグをヘリに積み込んでいるところだった。

「どうした、早く来い」

「は、はい」

　慌ててヘリに近づき、ステップに足をかける。

　よろけたとたんに背後に立つプレストンが腕を摑つかんで支えてくれたが、大きな手の感かん触しよくは安心よりも動どう揺ようをかき立てるばかりだった。

「シートベルトを締しめろ」

「これですか？」

「そうだ」

　凜のシートベルトがきちんと装着されていることを確認してから、プレストンが操縦士に手で合図を送る。

「……っ！」

　機体がふわりと浮うき上がり、初めて経験する感覚に、思わず凜は首をすくめた。

　わずかにぐらつきながら、ヘリコプターはゆっくりと上じよう昇しようを始めた。シートベルトを摑みながら、怖こわ々ごわと窓の外を見下ろす。

（うわあ……）

　上空から見下ろす摩ま天てん楼ろうの風景に、凜は目を輝かがやかせた。先ほどまで全身を強こわばらせていた恐きよう怖ふ感かんが薄うすれ、高こう揚よう感かんがこみ上げてくる。

「いったん乗ってしまえば、そう怖くないだろう？」

「はい、全然」

　こくこくと頷いて、凜は夢中になって景色に見入った。

　こんなことでもなければ、ヘリコプターに乗る機会など一生なかっただろう。石橋を叩たたいて渡わたる性格なので、なかなか新しいことにチャレンジしようと思わないのだが、何ごとも初めての経験は心躍おどるものだということを久しぶりに実感する。

（なんか、新しい世界が開けた感じ）

　思えば大学に入学してからは勉強とアルバイトに追われ、わくわくするような体験から遠ざかっていた。旅行もヘブンポートと実家のあるＬＡの往復くらいで、冒ぼう険けんらしい冒険といえば、実家に帰る際に一週間かけて路線バスを乗り継ついでアメリカ大陸を横断したことくらいだろうか。

　ニューヨークシティの中心部を抜ぬけ、眼下に海を臨のぞみ……まもなくヘリコプターは飛行場に着陸した。場所はどこだかわからないが、ヘリや自家用機専門の飛行場らしい。

　ヘリコプターから降りて飛行場の建物の中に入ると、凜はほっと息をついた。

「初めてのヘリのご感想は？」

　隣となりを歩くプレストンの声が、頭上から降ってくる。

「思いがけず楽しかったです。それに速くてびっくり」

　高こう揚ようした気分のまま、凜は素す直なおに答えた。

「車は渋じゆう滞たいでいっこうに進まないからな」

「ええ、前にニューヨークでタクシーに乗ったとき、ほんと進まなくて困りました」

　プレストンと言葉をかわしながら、凜は意外にもプレストンが気を遣つかってくれているらしいことに気づいた。旅の間中むっつり黙だまり込むこともできるのに、そうはせずに何かと話しかけてくれている。

（第一印象は最悪だったけど、本当はそれほど嫌いやな人じゃないのかも）

　思えば、昨日は自分もあまり褒ほめられた態度ではなかった。仕事で忙いそがしい人のところへアポなしで押しかけるなど、どういう理由があってもするべきではなかったのだ。突とつ然ぜん押しかけられたら、誰だれだっていい気はしないだろう。

「あの……昨日はすみませんでした。蘭からの電話に驚いて、ちょっと頭に血が上っていたみたいで」

　凜の謝罪に、プレストンが振ふり向いて眉まゆをそびやかす。

「いいさ。このところ仕事仕事でいささか退たい屈くつしてたから、きみのような意外な訪問客は新しん鮮せんで興味深い」

　サングラスに隠かくされて表情は窺うかがい知れなかったが、嫌いや味みを言っているようには聞こえなかった。

「それは……ええと、言葉どおりに受け取っていいんですか？」

「俺はお世辞は言わない」

「それを聞いて安心しました。上流階級の人たちの話す言葉はどこからどこまでが本音なのかよくわからなくて」

「ビジネスの場では手の内は明かさないが、きみは商談の相手ではないからな。せっかくの休きゆう暇か中に、腹を探さぐり合うような会話は俺もごめんだ」

「じゃあ僕も、遠えん慮りよなく本音を言わせていただくことにします」

「了りよう解かい。最初にそう取り決めておくと面めん倒どうがなくていい」

　サングラスを外し、プレストンがちらりと視線をよこす。

　青灰色の瞳ひとみが昨日ほど冷たく見えないことに気づいて、なぜか凜は落ち着かない気分で視線をさまよわせた。







　自家用機での旅は、実に快適だった。

　ゆったりとした重じゆう厚こうなシート、広々とした空間、機内のシンプルで趣しゆ味みのいい装そう飾しよくは、本社ビルのロビーに通じるものがある。エコノミークラスしか乗ったことがないので想像でしかないが、ファーストクラスは多分こんな感じなのではなかろうか。

　ケベック近きん郊こうの飛行場に着くまでの間、プレストンはノートパソコンを開いて何やら忙しそうに仕事をしていた。ときおり電話をかけたりかかってきたり、責任ある立場だと休暇といえども百パーセント仕事から解放されるわけではないらしい。

「ちょっとうるさいかもしれないが、きみは遠慮なくくつろいでくれ。眠ねむりたければ、そこにブランケットがある」

「どうぞお構いなく。僕も読まなくてはならない本があるので」

　そう言って、凜も通路を挟はさんだ席でショルダーバッグから取り出したテキストを広げた。

　しかし五分も経たたないうちに、体を包み込むようなシートと単調なエンジン音、ときどき聞こえてくるプレストンの低い声に眠ねむ気けを誘さそわれる。

（いやいや、人さまの自家用機で眠りこけるわけにはいかない）

　誰かの車に乗せてもらうときも、凜は決して居い眠ねむりをしない。蘭には真面目まじめすぎると呆あきれられるし、寮りようのルームメイトにも「凜はきっちりしすぎてて一いつ緒しよにいるとくつろげない」と言われたことがあるが、そういう性しよう分ぶんなので仕方ない。

　しかもプレストンは、昨日会ったばかりの他人だ。普ふ段だんは他人とふたりきりという場面では緊きん張ちようして気が張っているものだが……。

（昨日からずっと張り詰つめてたから、気が緩ゆるんだのかな）

　うとうとしつつなんとか一章読み終えた頃ころ、プライベートジェットは目的地に到とう着ちやくした。飛行機を降りて手続きをし、用意されていたレンタカーに乗り込む。

「ここから別べつ荘そうまでどれくらいかかるんですか？」

　助手席のシートベルトを締めながら、凜は尋たずねた。

「二時間半から三時間ってところかな」

「……そんなに遠いんですか」

「ああ。その前にまず昼飯だ。近くにいい店があるから、そこで食べていこう」

　プレストンの言う〝いい店〟とは、どれくらいのレベルだろう。財さい布ふの中身を思い浮かべて不安になるが、二十ドル以内のメニューがあることを願うしかない。

　飛行場を出てしばらく走っていると、前方に古ぼけたダイナーが見えてきた。ログキャビンの、いかにも田舎いなか風の店構えだ。

（こういうお店ならドレスコード的にも安心なんだけど……まさかここじゃないよね）

　しかし予想に反して、レンタカーはダイナーの駐ちゆう車しや場へ入っていった。泥どろだらけのピックアップトラックの隣にぴかぴかのＳＵＶを停とめて、プレストンがこちらを振り返る。

「ここは自家製のハンバーガーが絶品なんだ。もしきみが菜食主義者なら、ベジタブルバーガーもあるぞ」

「いえ、僕はベジタリアンではありません」

「ベジタリアンじゃないのにその細さは驚きよう異い的だな」

　軽口を叩きながら、プレストンが車から降りる。

　凜も車から降りて、ダイナーを見上げた。

（よかった……ここなら十ドルか、せいぜい十五ドルに収まりそう）

　窓まど際ぎわの見晴らしのいい席に案内され、メニューを開いた凜は、料理の値段を見てほっと胸を撫なで下ろした。

「アイスティと……ハンバーガーはどれがお勧すすめですか？」

「こってり系なら特製チーズバーガー、あっさり系ならターキーサンド」

「じゃあチーズバーガーにしよう」

　独りごちてメニューを閉じると、向かいの席のプレストンがくくっと笑い声を漏もらした。

「こってり系を選ぶとは意外だな」

「こってり系、好きですよ。あんまりたくさんは食べられないんですけど」

「きみが気に入ったら、帰りもここに寄ろう」

　メニューをぱたんと閉じて、プレストンがウェイトレスに特製チーズバーガーとアイスティをふたり分注文する。

　やがて運ばれてきた皿に、思わず凜は小さく歓かん声せいを上げた。ファーストフード店の二倍はありそうな分厚いチーズバーガーに、ベイクドポテトとサラダもたっぷり添そえられている。

「美味おいしそう！　いただきます」

　チーズバーガーにかぶりつこうとするが、大きすぎてうまく口に入らなかった。諦あきらめて、ナイフで半分に切り分けることにする。

「ずいぶんとお上品な食べ方だな」

　プレストンの揶や揄ゆに、凜は肩かたをすくめた。

「無理に大口を開けると、顎あごが外れるんです。前にも大きなハンバーガーにかぶりついたところで外れて大変だったので」

「なるほど」

　頷うなずきながら、プレストンは大口を開けていともたやすくチーズバーガーにかぶりついた。

　大型の肉にく食しよく獣じゆうを思わせる豪ごう快かいさに、つい手を止めて見入ってしまう。

　空腹だったらしく、プレストンはチーズバーガーを片手にポテトやサラダをがつがつと平らげていった。

「なんだ？」

　凜の視線に気づいたのだろう。忙しく口を動かしながら、プレストンが怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せる。

「いえ……なんかちょっと意外で。ヴァンダーウォール家の人たちはハンバーガーなんて食べないと思ってました。こう、ナイフとフォークを使う優ゆう雅がなイメージだったので」

「気取ったフレンチのコースとか？　まあ仕事上のつき合いで高級レストランに行くことも多いが、そういうときは俺も大口は開けない」

　言いながら、プレストンが指についたソースをぺろりと舐なめ取る。

　やけに官能的な仕草に、凜は戸と惑まどって目を瞬またたかせた。視線をそらし、半分に切ったチーズバーガーを慎しん重ちように口に運ぶ。

（たしかに、これはすごく美味しい）

　濃のう厚こうなチーズとソースが絡からみ合い、トマトやオニオンとの相あい性しようも抜ばつ群ぐんだった。近所にあったら足あし繁しげく通い、全メニューを制せい覇はしたいところだ。

「まるで深窓の令れい嬢じようだな。どこかのやんごとなき身分のお姫ひめさまが、お忍しのびで視察に来てるみたいだ」

「……え？」

　顔を上げると、プレストンが興味深そうな目つきでこちらを見ていた。頰ほおが赤くなるのを感じ、それをごまかすようにプレストンを睨にらみつける。　>>>♥

「からかわないでください。僕はごく普ふ通つうの庶しよ民みんです」

「いやいや、きみのことは調べさせてもらったが、ロサンゼルスの日系社会のエリート一家じゃないか」

「…………」

　プレストンの言葉に、凜は小さく息を吞のんだ。

　凜の父は、ＬＡで出版社を営んでいる。印刷工だった曾そう祖そ父ふが、日系人のための情報誌を発行したのが始まりだ。その後学術書の刊行に力を入れ始め、祖父の代には人文社会系の専門書の出版社として全米に知られるようになり、出版業界の権けん威いある文化賞も受賞した。

「……あなたのところとは規模が違ちがいます」

　出版社の経営は決して楽ではない。特にインターネットが普ふ及きゆうしてからは、学術書の売り上げは低てい迷めいしている。このままでは先細る一方なので、現社長である父は数年前からアートやコミックの分野に乗り出した。社内からは反発の声もあったらしいが、編集者が発はつ掘くつした無名のコミック作家のデビュー作がヒットし、ようやく軌き道どうに乗り始めたところだ。

「まあそうだな。しかし、財産が多いからといって皆みなが皆上品というわけではない」

　同感だが、それを大だい富ふ豪ごうの御おん曹ぞう司しであるプレストンの前で表明するのは失礼な気がして、凜は黙だまってサラダを口に運んだ。

　それを機に会話が途と切ぎれ、プレストンも皿に残っていたベイクドポテトに専念する。

「あの……あなたのご両親には、弟さんが駆かけ落ちしたことをまだ知らせてないんですよね？」

　チーズバーガーを食べ終えてから、凜は気になっていたことを口にした。

「いや、知ってる。ウェズリーからまず俺に連れん絡らくが来て、両親には内ない緒しよにしてくれと頼たのまれたが、そういうわけにはいかないから話した」

「ご存じなのに、心配していないんですか？」

　驚おどろいて、つい責めるような口調になってしまった。

　凜の言葉に、プレストンの表情もさっと険しくなる。

「そんなわけない。母はとても心配している。けど最近手術をしたばかりで、長ちよう距きよ離りの移動を禁止されてるんだ。父も弟のことを気にかけているが、海外出張中ですぐには駆けつけられない」

「それは……失礼しました」

　自分の態度を反省し、凜は謝った。いつのまにか、富ふ裕ゆう層は家族の関係が希き薄はくで愛情に欠けている、という思い込みに支配されていたようだ。

　凜の謝罪に、今度はプレストンが少々気まずそうに視線をそらす。

「いや、謝ることはない。母からウェズリーを説得してくれと頼まれたとき、俺は放ほうっておけばそのうち別れるって素っ気なく言ったんだ。今思えば、ずいぶんと冷たい態度だった」

　思いがけず殊しゆ勝しようなセリフに、凜は目をぱちくりさせた。常に自分が正しいと信じ、周囲に目もくれずに突つき進むタイプかと思っていたが、第一印象ほど傲ごう慢まんな男ではないらしい。

「……けど、あなたの言うことにも一理あると思います。引き離はなそうとすればかえって燃え上がるものだし、本当は放っておくのがいちばんいいのかも」

　プレストンにつられるように、凜も昨日から考えていたことを口にした。もともと意地を張り続けるのは得意でないし、相手が素す直なおに心情を吐と露ろしているのに自分だけ鎧よろいを着けたままなのはフェアでない。

「どうする？　説得は諦めて、ここで引き返すか？」

　青灰色の瞳ひとみが、ちらりと凜を見やる。

「いえ、説得は無理でも、僕は妹を連れて帰ります」

　力強く言うと、プレストンが可笑おかしそうにくくっと笑った。

「見た目に反して、きみはかなりの頑がん固こ者だな」

「それって見た目は優ゆう柔じゆう不ふ断だんで流されやすい、従順そうなタイプってことですか」

　わざと大おお袈げ裟さな渋じゆう面めんを作ると、プレストンも芝しば居いがかった仕草で肩をすくめた。

「そう悪く取るな。素直で聞き分けのいい、苦労知らずのお坊ぼつちゃんかと思ってただけだ」

「あなたは、他人の意見に耳を傾かたむける気のない傲ごう岸がん不ふ遜そんなタイプかと」

「けど、実は思いやりのある好青年だとわかって見直してるんだろう？」

　おどけたセリフに、ついつい噴ふき出してしまう。

「まあ俺も、昨日は少々無ぶ愛あい想そうな態度だったことは認める。弟が駆け落ちした相手の兄が乗り込んできたんだから、身構えてしまうのも仕方ないだろう？」

「そうですね。星野家とヴァンダーウォール家は、言わば敵対関係ですから」

「きみを敵視してるわけじゃない」

「ええ、わかってます。僕もあなたを敵視してるわけじゃなく、蘭とウェズリーの駆け落ちに反対する者同士、協力したいと思っているだけです」

「俺は反対というほど強い気持ちはないんだが、できるだけ努力はしよう」

「お願いします」

　姿勢を正して軽く頭を下げると、プレストンが笑いを嚙かみ殺しているのが目に入った。

「いやいや、きみはそこらの取引相手よりよっぽど律りち儀ぎだな」

「ええ、四角四面なもので、高校時代のあだ名は〝正立方体〟でした」

「〝正立方体〟か。そりゃいい」

「よくないです」

　軽口を叩たたきながら、凜はいつのまにかすっかりリラックスしていることに気がついた。先ほどのプライベートジェットでもそうだったが、昨日会ったばかりの他人とふたりきりだというのに、いったいどういうわけだろう。

　プレストンは苦手なタイプだ。長身で逞たくましく威い圧あつ感かんのある容よう貌ぼう、それにエリート特有の自信に満ちあふれた態度にも反発を覚える。

　けれど、決して不ふ愉ゆ快かいではなかった。最初の印象が最悪だったので、期待や幻げん想そうを抱いだかずに済んだのが幸いしたのかもしれない。最初の印象がいいと、ちょっとしたことで幻げん滅めつしてしまうものだ。

「ごちそうさま」

　呟つぶやいて、いつもの癖くせで軽く両手を合わせる。

「気に入ったか？」

「ええ、すごく美味おいしかったです」

「それはよかった。ここから先はほとんど店がないから、テイクアウト用にターキーサンドを包んでもらおう」

　プレストンがウェイトレスを呼び止め、オーダーを告げてクレジットカードを差し出す。

　慌あわてて「自分の分は払はらいます」と言ったが、「遠えん慮りよするな」と一いつ蹴しゆうされてしまった。







　ダイナーを出発して、三時間と十五分。

「湖が見えてきた。別べつ荘そうはあの対岸だ」

　運転席のプレストンの言葉に、凜はほっと息をついた。

　予定より時間がかかったのは、途と中ちゆうで凜が運転を交こう替たいしたせいだ。ヘリコプターや自家用機に乗せてもらい、昼食までご馳ち走そうになってしまったので、せめて少しは役に立ちたいと思って申し出た。

　それに、プレストンの豪ごう快かいな運転に少々不安を覚えたというのもある。いくら前後に車がなく対向車もほとんどいないとはいえ、プレストンは飛ばしすぎだ。

　ガソリンスタンドでの休きゆう憩けい後、凜がハンドルを握にぎった。しかし不慣れな大型車に初めて通る山道とあっていつも以上に慎しん重ちように運転していたところ、業ごうを煮にやしたプレストンに早々に「もういい、代われ」と言われてしまった。

『きみの運転じゃ、別荘に着くまでに日が暮れちまう』

『そうおっしゃいますけど、あなたの運転はちょっと乱暴すぎです』

『こんな人っ子ひとりいない道でお行ぎよう儀ぎよくしたって誰だれも褒ほめてくれないぞ』

『別に褒めてもらいたいわけじゃありません。動物飛び出し注意の看板がありますし、気をつけないと』

『野生の動物がうろつくのは夜だけだ』

『何ごとにも例外はあります。とにかく僕に任せてください』

　せっかちなプレストンに、次し第だいに凜も声が刺とげ々とげしくなってしまった。

　まったく、意外と紳しん士しかもしれないと見直していたのに、やはりプレストンは感じの悪い男だ。

（……たしかにまあ、慎重になりすぎて到とう着ちやくが遅おくれてしまったけど）

　そのことを謝ろうかどうしようか考えているうちに、車は大きな鉄製の門もん扉ぴの前に停車した。

　門柱の上から防犯カメラに見下ろされていることに気づき、ぎょっとする。これほどの大富豪なのだからセキュリティ万ばん全ぜんで当然なのだろうが、銃じゆう弾だんさえ弾はじき返しそうな扉とびらといい、ものものしい門構えにたじたじとなる。

　運転席のウィンドウを下ろし、プレストンがパネルを操作してロックを解除する。防犯カメラが角度を変え、プレストンの動きを追っているのがわかった。

「僕たちが来たこと、中にいるふたりにばればれですね」

「新しん婚こん気分でいちゃついてるカップルが、防犯カメラの映像をチェックしてるとは思えないがな」

　門扉がゆっくりと左右に開き、車が敷しき地ち内に滑すべり込む。きちんと手入れされた木立の中に、まっすぐな道が延びていた。

「門扉から別荘まで一キロあるって本当だったんですね……」

「一キロはちょっと大袈裟だったかな。けど、門扉の前で叫さけんでも声が届かないってのは本当だ」

「野生の熊くまも出てきそう」

「熊より鹿しかが多い。ここは亡なくなった大おお叔父おじ……祖父の弟が住んでいたんだ。少々変わり者で、お気に入りの執しつ事じと家政婦だけそばに置いて隠いん遁とん生活を送っていた。生しよう涯がい独身、狩しゆ猟りようと釣つりが趣しゆ味みで、小説なんかも書いていたらしい」

「男のロマンですね」

　人ひと里ざと離はなれた森の中で、世間から隔かく絶ぜつされた生活を送る。一種の逃とう避ひではあるが、自由気ままな生活は楽しそうだ。

「きみの口から男のロマンなんていう言葉が出るとは意外だな」

「そうですか？　世間のしがらみを断たち切って好きなように生きるって、なかなかできないからこそ憧あこがれます」

「しがらみか……たしかに俺も雁がん字じ搦がらめだ。こうしている間にも、携けい帯たいに仕事の電話やメールがどんどん来てる」

　しみじみとため息をつくプレストンの横顔に、ふと翳かげりが見えた気がして凜は目をぱちくりさせた。オフィスできびきびと働くプレストンはいかにも仕事人間で迷いがないように見えたが、本当はそうでもないのかもしれない。

「……休きゆう暇かを取られたのでは？」

「休暇は取ったが、急だったからな。一応秘書がチェックして、緊きん急きゆうの用件だけよこすようにしてくれてはいるんだが」

「責任あるポストだと、休暇もままならないですね」

「責任あるポストか。俺は子会社のひとつを任されているだけだ。代わりはいくらでもいる」

　肩かたをすくめ、プレストンが素っ気なく呟く。

　御おん曹ぞう司しらしからぬ自じ虐ぎやく的な発言に、凜は困こん惑わくして視線を泳がせた。

　プレストンのような男性は、人前で決して弱みを見せないものだと思っていた。あるいは凜が身内でも仕事の関係者でもない赤の他人だからこそ、本音が漏もれてしまったのかもしれない。

　なんとコメントしようか悩なやんでいると、前方に別荘らしき建物が見えてきた。

「あれですね」

「ああ……ここに来るのは十年ぶりだが、全然変わってないな」

　プレストンが、懐なつかしそうに目を細める。

　さすがにヴァンダーウォール家の別荘とあって、ウィンザー様式の建物はちょっとしたホテル並みに立派だった。古こ色しよく蒼そう然ぜんとした佇たたずまいには、車よりも馬車が似合いそうだ。

　しかし玄げん関かん前の車まわしに無造作に停とめられているのは、この屋や敷しきには少々不似合いな白いスポーツカーだった。

「ウェズリーの車だ」

　言いながら、プレストンがスポーツカーの進路を塞ふさぐようにＳＵＶを停める。

「別荘に入る前に確かく認にんしておきたいんですけど、いきなり喧けん嘩か腰ごしで責めるのはやめましょう。あくまでも、ふたりを心配して訪ねてきたという感じで」

　シートベルトを外しながら、急いで念を押す。ちらりと振ふり返り、プレストンがにやりと笑った。

「それはきみに任せる。俺は黙だまって傍ぼう観かん者に徹てつするよ。悪役はひとりで充じゆう分ぶんだ」

「僕が悪役？　まあ……どう取り繕つくろっても、蘭にしてみればふたりの仲を引き裂さきに来た分からず屋の兄貴ってことには変わりないですからね」

「ずいぶんと素す直なおに認めるんだな」

「今いま更さらいい人ぶる気はありませんから」

　プレストンと肩を並べてしゃべりながら、玄関の石段を上る。

「いきなり踏ふみ込むよりも、まずは礼れい儀ぎ正しくインターホンを鳴らしてみるか」

「そうですね」

　しかし応答はなかった。重じゆう厚こうな扉の向こうは物音ひとつせず、しんと静まり返っている。

「仕方ない。鍵かぎを開けよう」

　門扉同様、別荘にも最新のセキュリティシステムが導入されていた。プレストンが扉の横に取り付けられたパネルに暗証番号を入力し、ロックを解除する。

「どうぞ」

　扉を押さえて、プレストンが凜に先に入るよう促うながす。

「お邪じや魔まします……」

　おそるおそる、凜は玄関ホールに足を踏み入れた。

（うわあ……）

　外観同様、別荘の内部も素す晴ばらしかった。吹ふき抜ぬけになった玄関ホールには大きな階段が弧こを描えがき、マホガニーの手すりには凝こった意い匠しようが施ほどこされている。

　調度品も、すべてアンティークなのだろう。つややかな飴あめ色いろのキャビネットの上には、ボーンチャイナと呼ばれる磁器の壺つぼが飾かざられていた。

「素す敵てきなお屋敷ですね。十九世紀にタイムスリップしたみたい」

　古風なデザインのシャンデリアを見上げ、呟つぶやく。凜の隣となりに立ち、プレストンも顎あごをそらして天てん井じようを見上げた。

「大叔父はアンティークの収集もしてたからな」

「ぜひお屋敷の中をじっくり見学させていただきたいところですが、まずは蘭とウェズリーを捜さがさないと」

「ウェズリー、いるなら返事しろ」

　いかにも気乗りしない様子で声をかけつつ、プレストンが玄関ホールの奥へ向かう。

「蘭！　僕だよ、凜だよ！　怒おこらないから出てきて！」

　蘭の機き嫌げんを損そこねないよう気を遣つかいながら、凜もそのあとに続いた。

　広々としたリビングルームには大きな暖だん炉ろがあり、鹿の頭の剝はく製せいが飾られている。床ゆかには先住民の手仕事であろうラグが敷しかれ、いかにも男性的な、武骨なイメージの調度品でまとめられていた。

　革張りのソファの前、ローテーブルにビールの空き缶かんやスナック菓が子しの空き袋ぶくろが散乱していることに気づき、凜は顔をしかめた。

　整理整せい頓とん好き、綺き麗れい好きの凜には耐たえ難がたい光景だ。雑然とした安アパートならともかく、アンティークのテーブルに食べ残しのピザを放置するなんてあり得ない。

「おい、何してる」

　床に落ちた空き缶を拾っていると、リビングの続きの部屋からプレストンの声が飛んできた。

「ゴミを片づけようと……」

「そんなのはあとでいい。ふたりを捜すのが先決だろう」

「はい」

　苛いら立だったように言われ、慌あわててプレストンのあとを追う。

　来客用の格式張ったダイニングルーム、普ふ段だんの食事に使っていたのであろう、こぢんまりした居い心ごこ地ちのよさそうなダイニングルーム、キッチンはちょっとしたレストランの厨ちゆう房ぼう並みの設備が整っており、ビリヤード台のある遊技室や図書室と言っていいくらいの立派な書しよ斎さいまであって、凜は心の中で何度も感かん嘆たんの声を上げた。

「一階にはいないみたいだな」

　ひととおり部屋をチェックし終えたプレストンが、玄関ホールへ戻もどる。

「物音もしませんし、寝ねてるのかも？」

　マホガニーの手すりに手をかけ、凜も階段を見上げた。

「ベッドルームを見に行くのは気が進まないな。弟の情事を目もく撃げきする羽目になりそうだ」

「な……っ、変なこと言わないでください！」

　真っ赤になって、凜は口をぱくぱくさせた。

「別に変なことは言ってない。駆かけ落ちしたカップルが別べつ荘そうにこもって、訪ねてきた俺たちに気づきもしないってことは、お楽しみの真っ最中じゃないのかなと思っただけだ」

　凜を見下ろし、プレストンがごく真面目まじめな表情で見解を述べる。

「…………」

　睡すい眠みんの意味で寝ているのかもしれないと思ったのだが、言われてみればそういう意味で寝ている可能性も高い。

　手すりに手をかけたまま固まっていると、プレストンの大きな手に軽く肩を叩たたかれた。

「仕方がない。初うぶなチェリーボーイには刺し激げきが強すぎるようだから、俺が見てこよう」

「な、何言って……っ」

　図星を指されて、耳まで赤くなってしまう。

「違ちがうのか？」

　階段を上りながら、プレストンが振り返ってにやりと笑う。

「あなたには関係ないことです！」

　手すりに手をかけて、凜は強い口調で遮さえぎった。

　まったく、少しばかり好感度が上がったところなのに、やはりプレストンは嫌いやな男だ。

「やっぱりそうなんだな」

「……いいからふたりを捜しましょう」

　プレストンを追い越こして二階に上がり、最初に目についたドアをノックする。

「蘭？　いる？　僕だよ」

　ドア越ごしに声をかけてみるが、返事はなかった。数秒待って、もう一度ノックする。

　プレストンも隣のドアをノックし、「ウェズリー、開けるぞ」と言いながらドアを開け、ずかずかと踏み込んでいく。

　意を決し、凜もおそるおそるドアを開けた。きちんと掃そう除じの行き届いたベッドルームはしんと静まり返っており、人の気配はない。

　ふたりのあられもない姿を目撃せずにすんで、凜はほっと胸を撫なで下ろした。

「そっちの部屋を頼たのむ。念のためバスルームも見てくれ」

「はい」

　ふたりで手分けしてウェズリーと蘭を捜す。

　しかし、六つの寝しん室しつのどこにもふたりの姿はなかった。主しゆ寝しん室しつのベッドとバスルームに使った形けい跡せきがあったが、荷物が見当たらない。

「おかしいな……車はあるからここにいるはずなのに。俺たちが来たことに気づいて隠かくれてるのか？」

「まさか、何か事件に巻き込まれたんじゃ……」

　不安になってきて、凜は胸の前で両手を握にぎり合わせた。

　心配しすぎだと笑われるかと思ったが、プレストンは笑わなかった。神しん妙みような面おも持もちで「地下室と裏庭を見てくる」と言い残し、階段を駆け下りていく。

　凜も階下に下り、もう一度一階を丹たん念ねんに見てまわった。二周目の巡じゆん回かいを始めたところで、プレストンが裏庭から戻ってくる。

「いない。まったく、どこに行っちまったんだ」

「蘭の携けい帯たいに電話してみようと思ったんですけど、つながらなくて……」

「ここは電波が届かないから、そこの電話を使ってくれ」

　プレストンがリビングの片かた隅すみにある電話機を指し示したところで、ふいにその電話のベルがけたたましく鳴り始めた。

「…………」

　狙ねらい澄すましたようなタイミングに、思わず互たがいに目を見合わせる。

「もしもし？」

　受話器を取ったプレストンが、訝いぶかしげな声こわ音ねで応答する。相手が名乗ったらしく、とたんに表情が険しくなるのがわかった。

「ウェズリー、今どこにいるんだ」

　詰きつ問もんしながら、スピーカーボタンを押す。その名前に、凜もはっとして電話のそばに急いだ。

『そろそろ兄さんが別荘に着いた頃ころだろうと思って電話したんだ』

　プレストンの質問には答えず、ウェズリーが面おも白しろそうに言う。兄を出し抜いて、得意になっているのだろう。

「……俺が来ることを知ってたのか」

『ああ。昼間、母さんに電話したときに聞いた。母さんを責めないでくれよ。母さんは俺たちのことを心配して、プレストンがそっちに向かってるってついぽろっと漏もらしちゃっただけだ』

「もちろん責める気なんかない。ウェズリー、よく聞け。俺は結けつ婚こんに反対しているわけじゃない。蘭のお兄さんも一いつ緒しよに来てるんだ。四人で会って、今後のことを話し合おう」

　ふたりのやりとりを、凜ははらはらしながら見守った。ほんの少しでも説得の言葉を匂におわせようものなら、ウェズリーは心を閉とざしてしまいそうだ。幸いプレストンもそのあたりは心得ているらしく、穏おだやかに、ふたりの味方だというように振ふる舞まっている。

『お断りだ。どうせふたりがかりで説得する気だろう？　頼むから、俺たちのことは放ほうっておいてくれよ』

　ウェズリーの声が険を帯びてくる。話し合いに応じる気はなさそうだ。慌てて凜は、そばにあったメモ用紙に〝蘭と話をさせてください〟と書いてプレストンに見せた。

「わかった。凜が蘭と話したいと言っている。蘭に代わってくれないか」

『……ああ』

　渋しぶ々しぶといった感じではあったが、ウェズリーは蘭と電話を代わってくれた。

「もしもし？　蘭？」

『ケベックまで追いかけてくるなんて、どういうつもり？』

　いきなり険しい声で責められて、凜は目を瞬またたかせた。昨日の朝はまだ友好的だったのに、いったいどうしてしまったのだろう。

「それは……ふたりのことが心配で……」

　しどろもどろに答えると、それを遮るように蘭がまくし立てた。

『私たちのことじゃなくて、自分のことが心配なんでしょう？　私が結婚して家を継つがないと言い出したら、自分が出版社を継がなきゃならなくなるって』

「そんなこと思ってないよ！　出版社のことはどうとでもなる。僕は本当に蘭のことが心配で……っ」

『私たち、絶対に別れないから。凜もプレストンも忙いそがしいでしょう？　私たちのことはいいから、それぞれの仕事に戻ってちょうだい』

　切り口上で言いたいことだけ言うと、蘭はぷつりと通話を切った。

　受話器を持ったまま、茫ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

「悪かったな。秘書から母に電話するようにと伝言があったんだが、たいした用じゃないだろうと思ってあとまわしにしてた。まさか母から情報が漏れていたとは」

「それはいいんです。けど、蘭があんなに怒おこるなんて……」

「気にするな。これはなかなかいい兆候だ」

　凜とは対照的に、プレストンは落ち着いていた。肘ひじ掛かけ椅い子すに座って悠ゆう々ゆうと脚あしを組み、人の悪そうな笑えみまで浮うかべている。

「……どこがいい兆候なんです？」

「ふたりともひどく苛いら立だって、俺たちに当たり散らしてる。つまり、当初の楽しく浮かれた気分だけではなくなってきている証しよう拠こだ」

「僕たちがケベックまで追ってきたからでは？」

「いいや、それだけじゃない。どんなに仲なか睦むつまじいカップルでも、旅行先ではだいたい喧けん嘩かになるもんだ」

「それは……あなたやあなたの周りのカップルがそうだっただけでしょう？」

　向かいの椅子に浅く掛けて、凜は力なく反論した。

「ま、そうだな。俺の経験も含ふくめてだが、一日中顔を突つき合わせていると相手の嫌な面が目につくようになる」

「旅行に限らず、同どう棲せいや結婚もそうですよね」

「そのとおり。安心しろ。あのふたりはまもなく喧嘩別れする。賭かけてもいい」

「楽観的すぎます。あなたは蘭の性格を知らないでしょう？　蘭は交際が順調なときより、何かしらの危機が訪おとずれたときのほうが燃え上がるタイプなんです」

　凜の言葉に、プレストンは軽く肩かたをすくめただけで何も言わなかった。

　それ以上議論を重ねる気力もなく、凜もぐったりと椅子の背にもたれる。

「とりあえず夕食にしよう。ターキーサンドと、冷れい凍とう食しよく品ひんや缶かん詰づめのストックがあるはずだ」

　プレストンが立ち上がり、大きく伸のびをしながらキッチンに向かう。

「手伝います」

「いや、いい。せっかくだから、テラスに出て夕暮れの景色でも楽しんでくれ」

「じゃあ、お言葉に甘えて……」

　食事の支し度たくはプレストンに任せて、凜は蘭とウェズリーが散らかしたゴミの片づけにとりかかることにした。

　空き缶を集め、ピザの食べ残しや菓か子しの空き袋ぶくろをビニール袋に入れる。ジュースでもこぼしたのか、アンティークのテーブルがべたついていることに気づいて、凜は顔をしかめた。

「すみません、テーブルを拭ふきたいので台拭きを貸してください」

　キッチンへ顔を覗のぞかせると、プレストンは缶詰のポークビーンズを温めているところだった。

「そこにあるのを適当に使ってくれ」

「じゃあこれ、お借りします」

　テーブルを拭き、床ゆかに落ちていたポップコーンを拾っていると、キッチンの続きのダイニングルームから「用意ができたぞ」と声がかかった。

「はーい、今行きます」

　ゴミ袋の口を結んでキッチンのダストボックスに入れ、手を洗ってテーブルに着く。

　テーブルの上には、ターキーサンドとポークビーンズ、それにミネストローネスープまで並んでいた。

「缶詰ばかりで申し訳ないが」

「いえ、ゴージャスでびっくりです。サンドイッチ、トーストしてくださったんですね」

「ああ。時間が経たったサンドイッチは焼いたほうが美味うまいからな」

　皿に盛りつけられたきつね色のターキーサンドを見下ろして、凜は口元に笑みを浮かべた。

「僕は時間が経たってなくてもサンドイッチは焼いて食べる派なんです」

「そりゃよかった。ウェズリーは焼くと怒るんだ」

「蘭も嫌いやがるんですよ。中に挟はさまってる野菜が温まるのが嫌だって」

「それが美味いんじゃないか。しかしまあ、ウェズリーと蘭の共通点が見つかったな。食べ物の好みが合うってのは結構重要なポイントだ」

「まあ……共通点が多いほうが揉もめなくて済みそうですしね」

　プレストンと言葉をかわしつつも、凜はどこか上の空だった。

　蘭とウェズリーは、いったいどこにいるのだろう。これ以上ふたりを追いかけるのは逆効果だろうか。プレストンの言うとおり、放っておけばそのうち熱も冷めるのだろうか……。

「さて、今夜はここに泊とまるとして、明日はどうする？」

　プレストンに問いかけられて、はっと我に返る。スプーンを置いて、凜は姿勢を正した。

「僕は……やっぱりふたりのことが心配です。ふたりがどこへ行ったか、何か心当たりはありませんか？」

「心当たりはないが、調べることはできる」

　プレストンが立ち上がり、キッチンから電話の子機を持ってくる。

「ウェズリーのクレジットカードの記録を調べさせよう。飛行機に乗るにしてもホテルに泊まるにしても、カードを使っているはずだ」

「用心して、現金払ばらいかもしれませんよ」

「あいつは箱入りのお坊ぼつちゃんだから、現金は持ち歩かない。俺ならカードの記録を調べられるんじゃないかと用心するが、ウェズリーは詰つめが甘いんだ」

　あいつは箱入りのお坊ちゃんだから……というセリフに少々引っかかりを覚え、凜は青灰色の瞳ひとみを見上げた。

　凜の視線に気づいたプレストンが、「ああ、俺も箱入りのお坊ちゃんか」と笑う。

「けどまあ、年の功ってやつだな。ウェズリーよりは悪わる知ぢ恵えも働くし、抜ぬかりもない」

　プレストンがどこかに電話をかけて、ウェズリーのカードの利用記録を送るように命じる。

　返事には少し時間がかかるというので、食事を再開することにした。しかし蘭たちがいったいどこへ向かったのか気になって、食事どころではなかった。

　なんとかスープを平らげたところで、電話が鳴る。

「ああ、俺だ。ちょっと待ってくれ」

　プレストンが、メモ用紙に何やら書きつける。覗き込みたい気持ちを抑おさえて、凜はダイニングテーブルで表情を強こわばらせながら報告を待った。

「ありがとう。また何かわかったら連れん絡らくしてくれ」

　プレストンが通話ボタンを切って、メモを手にゆっくりと振ふり返る。

「ふたりはレンタカーを手配して空港へ行き、現在バハマ諸島に向かう飛行機の中だ」

「バハマ!?」

　心底驚おどろいて、声がひっくり返ってしまう。

　バハマ諸島──フロリダ半島の南東、大西洋に浮かぶ小さな島々からなる国だ。観光地や欧おう米べいのセレブリティの別べつ荘そう地ちとして有名だが、昨今は租そ税ぜい回かい避ひ地としても知られている。

「南の島でバカンスとは、まったくいい気なもんだ。で、どうする？」

　プレストンに問われ、凜は膝ひざの上で両手を握にぎり合わせた。

「……きっとあなたの言うように、放ほうっておけばいいんでしょうけど……」

　言い淀よどんでいると、プレストンが「他人がどう言おうと、自分がこうしたいと思ったら貫つらぬけばいい」と呟つぶやく。

　決して突き放した言い方ではなく、むしろ背中を押すような言い方だった。

　顔を上げ、意を決してプレストンに告げる。

「僕はやっぱり蘭が心配です。大人ぶっていますけど、家族以外の誰だれかと旅行したのも初めてなんです。あなたの言うように旅先で喧嘩別れでもしたら、初めて訪れた国でひとりで不安だと思うんです。うまくいってたとしても、やはり一度は会って話をしたいですし」

「そうだな。若い女性が慣れない土地でひとりで行動するのは危険だ」

「喧嘩別れ前提なんですね」

　突っ込みを入れると、プレストンが短く笑った。

「言っただろう、喧嘩別れするほうに賭けてもいいって」

「とにかく、僕はバハマに行きます。すみませんが、明日空港まで乗せていっていただけますか」

「俺も一いつ緒しよに行く」

　プレストンの即そく答とうに、凜は目をぱちくりさせた。

「ええ？　けど、お仕事お忙いそがしいんじゃ……」

「乗りかかった船だ。それに、こういう機会でもないとなかなか休きゆう暇かが取れないからな。カリブ海は何度か訪れたが、バハマはまだ行ったことないし」

「それは……一緒に行っていただけるなら、僕としてもすごくありがたいですけど」

「決まりだ。自家用機を手配しておく」

　さっそくプレストンがあちこちへ電話をかけ始める。その横顔はひどく頼たのもしく、凜はほっと胸を撫なで下ろした。

（よかった……）

　南の島のリゾートなど行ったことがないので、実は少々不安だったのだ。旅慣れたプレストンが同行してくれるなら心強い。

　そうと決まれば少し食しよく欲よくも戻もどってきて、凜は皿に残っていたポークビーンズをかき込んだ。




　　　◇◇◇




「契けい約やく書の文面でいくつか気になる点があったからメールを送った。弁護士に確かく認にんして、明日までに返事を頼む。……ああ、その件は俺がニューヨークに戻ってからだ。資料を揃そろえておいてくれ」

　電話を切って、プレストンは大きく息をついた。

　ノートパソコンの画面を睨にらみつけ、電話中に届いた二通のメールに目を通し、簡潔に返事を書く。

　──凜が夕食の後片づけを買って出てくれたので、プレストンは仕事を片づけることにした。

　せっかくの休暇なので仕事を忘れて心からリラックスしたいところだが、急だったこともあってそうもいかない。

（けどまあ、こういう機会でもなければこの別荘に来ることもなかっただろうな）

　革かわ張ばりの肘ひじ掛かけ椅い子すにもたれ、書しよ斎さいをぐるりと見まわす。古びた本の独特の匂においが、子供の頃ころ足あし繁しげく通っていた公立図書館の書庫を思い起こさせた。

　しばしもの思いに耽ふけり……今日の仕事は終わりにすることにして、パソコンの電源を切る。

　リビングに戻ると、凜の姿はなかった。ちらりと覗くと、キッチンは綺き麗れいに片づいている。どれでも好きな寝しん室しつを使うように言ったので、多分シャワーでも浴びているのだろう。

　どの部屋に泊まろうかと考えながら、プレストンは階段を上った。

（凜の部屋からいちばん離はなれた部屋にしよう。六つもベッドルームがあるのにわざわざ隣となりに泊まるのは不自然だしな）

　あの少々堅かた苦くるしいほど礼れい儀ぎ正しい青年も、寝ねるときはあられもない姿になるのだろうか……などという考えが頭をよぎり、苦く笑しようする。

（いやいや、凜は眠ねむるときもきちんと両手両足を揃えてお行ぎよう儀ぎよく横たわっていそうだな）

　それも想像すると可笑おかしくて、つい口元が緩ゆるんでしまう。

　二階に到とう着ちやくすると、大おお叔父おじが使っていた主しゆ寝しん室しつのドアが半分ほど開いていた。

　主寝室には、ウェズリーと蘭が泊まった形けい跡せきがあった。何もそんな部屋を選ばなくてもきちんとベッドメイクされた部屋で寝ればいいのにと思いつつ、戸口に立って中を覗のぞき込む。

「凜？」

　広々としたベッドルームに、人ひと影かげはなかった。しかし開け放たれたバスルームのドアの向こうで、何やら物音がする。

「凜？　そこにいるのか？」

　バスルームのドアをノックしながら声をかけると、シャツを腕うでまくりをし、泡あわだらけのスポンジを手にした凜が驚いたように振り返った。

「何をしているんだ」

「えっと……シンクが汚よごれていたので洗っているんです」

　凜が、大理石の洗面台を指し示す。

　どうやらウェズリーと蘭が汚した場所を掃そう除じしていたらしい。鏡には水みず飛沫しぶきの跡あとが点々と残り、使い捨ての剃刀かみそりや歯ブラシが放置されている。

「そんなことはしなくていい。いつも俺たちが泊とまったあと、家政婦が来てくれることになっている」

「ええ、でも、こういうのは早めに落としておかないと取れなくなっちゃうんで」

　言いながら、凜がシンクにこびりついた黒い何かをごしごしと擦こする。

「なんだ？」

「アイブローかマスカラか……」

「……ま、好きにしろ。まさかこの部屋には泊まらないよな？」

「ええ、隣の部屋を使わせていただきます。もう荷物を運び込みました」

　なんとも律りち儀ぎなことだと半ば呆あきれつつ、プレストンは主寝室をあとにした。廊ろう下かのいちばん奥のベッドルームを使うことにして、窓を開けて空気を入れ換かえる。

　空には月が出ていた。テラスに出れば、湖面に映る月を眺ながめることができそうだ。凜を誘さそって一いつ杯ぱいやろうと、プレストンは主寝室へ向かった。

「掃除は終わったか？」

「あと少しで終わります」

　バスルームの掃除を終えたらしい凜は、キングサイズのベッドのシーツを外そうとしているところだった。

「おいおい、まさか洗せん濯たくまでするとか言わないでくれよ」

「シーツだけ外しておこうと思って。僕、高校時代にホテルの清せい掃そうのバイトしてたんです。シーツや枕まくらカバーを外しておくだけでもあとが楽なんですよ」

「ふうん……」

　多分、それが理由ではない。先ほどウェズリーと蘭を捜さがした際、主寝室のベッドはいかにも情事が行われたあとという感じに乱れていた。それを家政婦に見られたくないのだろう。

「きみはいつもそんなふうに妹の尻しり拭ぬぐいをしてるのか？」

　そばの肘掛け椅子に座って脚あしを組み、プレストンは尋たずねた。

「そういうわけじゃありません。けど今回は、妹がよそのお宅を散らかしたまま帰ったと思われたくないので」

　事実そうじゃないか……と思いつつ、プレストンは黙だまって凜の働きぶりを眺めた。

　シーツや枕カバーを外してタオルと一緒にランドリーボックスに入れ、ベッドカバーを軽く整える。ホテルでバイトしていたというだけあって、なかなか手て際ぎわがいい。

「今夜は月が綺麗だ。あとでテラスに出て軽く一杯やらないか」

「いいですね、ぜひ」

「大叔父のとっておきのワインを開けよう。ウェズリーに飲まれてなきゃいいが」

　凜と言葉をかわしながら、プレストンはベッドの下に落ちているものに気づいてにやりとした。立ち上がって拾い上げ、凜の目の前でひらひらと振ふってみせる。

「肝かん心じんなものを見落としているぞ。こういうのを家政婦に見られたくなくて、必死でやってるんだろう？」

「…………」

　コンドームの空き袋ぶくろを目にした凜は、きょとんとしている。

　数秒後、ようやくそれが何であるか気づいたらしく、みるみるうちに顔が赤くなっていった。

「ふたりがちゃんと避ひ妊にんしていることがわかってよかったじゃないか」

　白い頰ほおが羞しゆう恥ちに染まるさまは、なかなか見物だった。凜の赤面を堪たん能のうしつつ、わざと芝しば居いがかった仕草で空き袋を差し出す。

　しかし凜は受け取ろうとしなかった。くるりと踵きびすを返してバスルームへ突とつ進しんし、持ってきた屑くず入れを突つき出す。

「……ここに入れてください」

　しきりに瞬まばたきをくり返し、視線を左右に揺ゆらすさまに、嗜し虐ぎやく心としかいいようのない感情がむくむくと頭をもたげる。そんなものが自分に備わっていたとは驚おどろきだ。

「こういう場面だと、エロティックな意味に取ってしまいそうだな」

「……っ」

　怒おこって何か言い返すかと思ったが、凜は今にも泣き出しそうな表情になってしまった。

（……これはこれは。思っていた以上に初うぶだな）

　聖職者の前で下品なジョークを口にしたようなばつの悪さを覚え、プレストンは降参するように軽く両手を挙げた。

「失言だ。今のは忘れてくれ」

　やり過ぎると口をきいてもらえなくなりそうだ。空き袋を屑入れにぽとりと落とし、肩かたをすくめる。

「……シャワーを浴びてきます」

「……ああ、俺も。テラスで待ってる」

　少し頭を冷やしたほうがいい。

　調子に乗ってしまったことを反省しつつ、プレストンは主寝室をあとにした。







　ワインとグラスを用意し、テラスのテーブルの上に並べていると、凜が長なが袖そでのＴシャツにコットンパンツという昼間よりラフな格好で現れた。

「これで美味うまいチーズでもあれば完かん璧ぺきなんだが、クラッカーしかなかった」

「充じゆう分ぶんです。ここから湖が見えるんですね」

　柔やわらかな笑えみを浮うかべ、凜はテラスの手すりに両手を置いて景色に目を向けた。

　先ほどの一件はなかったかのように振る舞まっている。こういう場合、蒸むし返したりせず忘れたふりをするのがいちばんいい。蒸し返してからかいたい気持ちをぐっと抑おさえ、プレストンは日ひ頃ごろビジネス用に使っている紳しん士し的な笑みを浮かべた。

「晩秋になると、あの湖の上を雁がんが渡わたっていくんだ。まるで絵え葉は書がきみたいな風景だよ」

「いいですね……ここは静かで落ち着く場所です」

「こういう用事じゃなく、本当の休きゆう暇かで来られたらよかったんだがな」

　グラスにワインをそそぎ、凜に手て渡わたす。

　礼を言いながら受け取った凜と、一いつ瞬しゆん指先が触ふれ合った。凜がびくりと体をすくませるのがわかり、それが伝でん播ぱしたようにプレストンにも動どう揺ようが走る。

（……いやいや、わざとやったわけじゃない）

　謝れば、かえって凜は緊きん張ちようしてしまうだろう。

　ものを手渡すときに指が当たることなど、珍めずらしくもなんともない。なのにセクハラしている気分になってしまうのは、凜があまりにも世慣れない様子だからであって……。

「……飛行機は明日の正午出発だ。八時にはここを出よう」

　気持ちを落ち着かせるように、ぐいとワインを流し込む。

「そうですね。飛行場まで結構かかりますし」

　凜も、視線をそらしながらグラスを傾かたむける。

（どうも調子が狂くるうな）

　月明かりに照らされた凜の横顔を盗ぬすみ見ながら、プレストンは内心ため息をついた。

　ビジネスでもプライベートでも、つき合いにくい人間や苦手な人間はたくさんいる。凜は決して嫌きらいなタイプではないし、むしろ生き真面目まじめな性格に好感も覚えているのだが……なぜ一いつ緒しよにいると、こんなに居い心ごこ地ちが悪いのだろう。

（いや、居心地が悪いわけじゃない。不ふ愉ゆ快かいな気分にはならないし）

　本当に苦手な相手だったら、こんなふうに飲みに誘ったりはしない。いつもだったらひとりで静かに飲むほうを選ぶのに、どうして自分はわざわざ凜を誘ってしまったのだろう。

　心の奥底の、普ふ段だんはぴたりと蓋ふたを閉じている場所が、むずむずと疼うずいている。

　心臓を内側からくすぐられているような、甘あま酸ずっぱくて頰の内側がきゅっと収縮するときのような……この感情をなんと言い表していいかわからないのがもどかしい。

「明日は朝が早いし、掃除なんかしなくていいからな」

　もの思いを断たとうとして、少々ぶっきらぼうな言い方になってしまった。

「ええ、そうさせていただきます」

　凜が振り返り、苦く笑しようを浮かべる。

「もしかして、きみは長男だから躾しつけが厳しかったのか？」

「両親は厳しかったわけじゃないですよ。ただ、亡なくなった祖母が礼れい儀ぎ作法にとてもうるさくて」

「それは日本式の教育？」

「かもしれません。祖母はいつも言ってました。自分たち移民は、人一倍真面目に努力しないとアメリカ社会に認められないと。祖母の両親、僕にとっての曾そう祖そ父ふ母ぼがロサンゼルスに移民としてやってきた一世で、大変な苦労をしてきたとよく聞かされました」

　ワインを飲みながら、凜が淡たん々たんと口にする。

「なるほどな」

　同じ教育を受けただろうに、妹のほうは自由奔ほん放ぽうな印象を受ける。凜は生来真面目な性質だったところに、祖母の教えがよく効いたのだろう。

「うちも今じゃアメリカを代表するエリート一家みたいな顔してるけど、曾そう祖そ父ふはウクライナからの移民だ」

「そうなんですか？」

「ああ、キュリレンコという名字だったが、入国した際に改名したんだ」

「アメリカは先住民以外、みんなどこかからの移民ですからね」

「そういうことだ。昔から住んでる連中があれこれ言ってるけどな」

　プレストンの言葉に、凜がふいに俯うつむいて小さく笑う。

「どうした？」

「小学生のとき、近所に威い張ばったいじめっ子がいて、日系人であることをずいぶんとからかわれたんです。けど、その子もポーランドからの移民の家系で、『日本に帰れ』って言われるたびに『じゃあおまえもポーランドに帰れ』って言いたい気持ちをぐっと我が慢まんしてました」

「言えばいいのに」

「ええ、蘭にも言われました。そういうとき、蘭はすぐに言い返してましたしね。けど僕は、それを言ったら相手の攻こう撃げきがますますエスカレートするのがわかっていたので、黙だまってやり過ごしてました」

「小学生にあるまじき冷静さだな」

「両親は、いつか僕がため込んだ感情を爆ばく発はつさせるんじゃないかと冷や冷やしてましたけど」

「爆発したことあるのか？」

　プレストンの質問に、凜が宙を見上げて考え込む表情になる。

「小さな爆発はそれなりにありましたけど、大爆発はないですね……。父もそうですけど、僕は淡たん泊ぱくな性格なんです」

　凜の自己分ぶん析せきに、プレストンは大きく頷うなずいた。

「ああ、わかるよ。昨日本社に乗り込んできたときも、一世一代の勇気を振り絞しぼって来たって感じだったもんな。必死で毛を逆立ててはいたけれど、びびりまくってるのが丸わかりで」

　凜の白い頰がぱっと赤くなり、紅茶色の瞳ひとみが左右に揺れる。

　怒り出すかと思ったが、凜は小さくため息をついただけだった。

「……まあそのとおりですけど、それを指し摘てきされるのは複雑です」

「そういう反応も、すごく冷静だ」

「からかってるんですか？」

「いやいや、いちいち突っかかられるよりよっぽどいい。毎日猛もう禽きん類るいみたいに気の強い連中と渡り合ってるからな。こんな和なごやかな会話は久しぶりだ」

　冗じよう談だんめかしたが、これは本音だ。ビジネスの場では互たがいに笑みを浮かべてはいるが、腹を探さぐり合うようなやりとりは一時も気が休まることはない。プライベートでも、下心たっぷりに近づいてくる女性たちをあしらうには、ビジネスの場よりも緊張を強しいられることもある。

「社会に出たら、押しの強さも必要です。それはわかっているんですけど……」

　酔よいがまわってきたのか、凜はふらふらと歩いてテーブルの前のデッキチェアに座り込んだ。

　プレストンもテーブルに戻もどり、空になったグラスにワインをそそぐ。

「僕にもください」

　言いながら、凜もグラスを差し出した。

　Ｔシャツの袖そで口ぐちから覗のぞく華きや奢しやな手首にどきりとし、慌あわてて目をそらす。

「いいけど、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ええ、酔っぱらってるように見えるでしょうけど、案外強いんです」

　──しかし十五分後、凜の自己評価はあまり当てにならないことが判明した。

「蘭は芯しんが強くて、とても賢かしこい子なんです……だから今回のことも、すぐに間ま違ちがいだったって気づいてくれると思ってたのに……っ」

　瞳がとろんと潤うるみ、呂ろ律れつも少々怪あやしくなってきている。デッキチェアにうずくまって同じセリフをくり返す凜を、プレストンは隣となりの席からワインを片手にじっくりと観察した。

　人形のように整った顔立ちは硬こう質しつな印象だったが、酔ってくだを巻くところはなかなかコケティッシュだ。ほんのりと上気した白い頰ほおが、なんとも色っぽい。

（惜おしいな。これで女なら……いや、女だったらいいってもんでもないな）

　金目当てに近づいてくる女性にはうんざりしている。財産に興味ないふりをしていても、そういうのは何気ない言葉や態度から伝わってくるものだ。

（それにしても……）

　形のいい唇くちびるが動くのを見つめながら、これまで考えるのを避さけていた領域へ踏ふみ込んでいく。

　本気の恋こいをしたことがないのは女性に不信感を抱いだいているせいだと思っていたが、ひょっとして自分は女性そのものに興味がないのかもしれない。

　かといって男性が好きなわけでもないので自分をゲイだと思ったことはないが、もしかして好みのタイプに出会ったことがなかっただけなのだろうか。

　凜の細い首筋や薄うすい胸むな板いたから目が離はなせないのは、いったいどういうわけだろう……。

「聞いてます？　蘭は本当はとても優やさしい子なんです！」

　俯きかけていた凜が、ふいにプレストンのほうへ向き直る。

「ああ、聞いてるよ」

　はっと我に返り、プレストンは急いで笑え顔がおを作った。

「電話できついこと言われたのが応こたえてるみたいだな」

「……かもしれません。蘭の言ってたこと、当たってるかもと思って……」

「出版社を継つぐのがどうのって話か？」

　何度か瞬まばたきをして、凜はふうっと長いため息をついた。

「ええ。蘭は幼い頃ころから子役としてドラマやコマーシャルに出ていたんです。将来も女優になるつもりで……けど、僕が大学に残って研究者になりたいと考えているのを知って、女優の道を諦あきらめて自分が出版社を継ぐと言ってくれて……」

「それは単に、女優としての才能が伸のび悩なやんでいたからじゃないのか？」

　凜の眉み間けんが、わずかにしかめられる。なぜそれを知っているのかと怪け訝げんに思っているのだろう。

「きみの家族のことは調べさせてもらったと言っただろう。高校時代はほとんどオーディションに受からなくなって、やった仕事は通つう販はんのカタログのモデルくらいだ」

「それはまあ……たしかにスランプ気味ではありましたけど、でも、演技の教室に通ったりして努力はしてたんですよ」

「しかし最終的には女優の道を諦めて、経営学を学ぶために大学に進学した。彼女が自分の意志で決めたことだ。きみが負い目に感じることはない」

「…………」

　グラスに残ったワインを飲み干し、凜がぼんやりと宙を見つめる。

「あなたの言うとおりかもしれませんが、やっぱり思うんです。僕は妹に家業を押しつけて、自分の好きなことをやろうとしてる。もしかしたら妹は、跡あと継つぎというプレッシャーに耐たえられなくて、そこから逃のがれるために結けつ婚こんに走ったのかも……」

「そんな複雑なもんでもないだろう。恋れん愛あいってのは、どんな立派な志も一いつ瞬しゆんで打ち砕くだいてしまうくらい威い力りよくがあるってことだ」

　振ふり返った凜が、不思議そうな表情でプレストンを見つめる。月明かりの下、長い睫まつ毛げが頰に影かげを落とすさまがなんとも美しい。

「……そういうものなんですか？」

「そういう経験はないのか？」

「ええ」

　酔っているのか、凜は隠かくそうともせず素す直なおにこくりと頷いた。

　無む邪じや気きといえば無邪気だが、潤んだ瞳でじっと見つめられると、なんだか誘さそわれているような気になってしまう。

（いやいや、凜は別に誘おうと色目を使ってるわけじゃない）

　自覚がないというのは、実にたちが悪い。まったく、そういう態度が周りにどういう影えい響きようを与あたえているのかわかっているのだろうか。

「あなたは……あるんですか？」

「えっ？」

　無意識に凜をじろじろと見つめていたことに気づき、慌てて姿勢を正す。

「いや……実は俺もない。他ほかのことがどうでもよくなるくらい恋愛に夢中になるってのは、ある意味幸せなことなのかもな」

「だけど、あなたはすごくもてるでしょう？」

「ああ、自じ慢まんじゃないけどすごくもてる。しかし言い寄ってくる女性は俺の家いえ柄がらや肩かた書がき、財産しか見ていない」

「そうじゃない人だっていますよ。蘭だってウェズリーのことを何も知らなくて、キャンパスのグラウンドでひたむきに走る姿に惹ひかれたって……」

「へえ……それは知らなかったな」

「あなたのことを何も知らない人が……家柄や財産じゃなく……あなた自身に惹かれることが……きっとあります……」

　凜の声が、眠ねむたげにくぐもってくる。

　正しい文法で明めい瞭りように話す姿も魅み力りよく的だが、少し鼻にかかったような声でたどたどしくしゃべる姿も悪くない。

「問題は、俺は他人に無関心だってことだ」

　口にしてから、はっとする。

　柔やわらかな声に誘われるように、誰だれにも言ったことのない本音がぽろりと漏もれてしまった。

　どうやら自分もかなり酔っているらしい。急いで言いつくろおうと振り返ると、凜はデッキチェアの背にもたれて瞼まぶたを閉じていた。

「凜？」

　そっと呼びかけるが、反応がない。すやすやと小さな寝ね息いきを立てている凜を見下ろして、プレストンは笑みを浮うかべた。

「やれやれ、これは起きそうにないな」

　ワインのせいばかりでなく、長ちよう距きよ離りのドライブで疲つかれているのだろう。他人と一いつ緒しよに過ごすことにも慣れていないようだし、この二日間、気が張り詰つめていたに違ちがいない。

「さて、お姫ひめさまを部屋まで運ぶとするか」

　呟つぶやきながら、プレストンは立ち上がった。

　他の誰かなら無理やりにでも叩たたき起こして自力で部屋に行くようけしかけるが、なぜかこの機会を逃したくなかったのだ。

　そう、これはチャンスだ。セクハラにならないよう、凜に触ふれるチャンス──。

（セクハラ？　俺はいったい何を考えているんだ。別に変な下心があるわけでは……）

　そう思いつつも、凜の肩かたに手をまわしてどきりとする。

　見た目以上に、華奢な体つきだ。おまけにＴシャツの襟えり元もとから覗く細い首や鎖さ骨こつのあたりから、起きているときの礼れい儀ぎ正しい優等生には似つかわしくない扇せん情じよう的な色いろ香かが立ち上っている。

　寝ね顔がおはあどけないと言っていいほどなのに、うっすらと開いた唇はまるでキスをねだっているようで……。

（……酔いつぶれた弟の恋こい人びとの兄を部屋まで運ぶだけだ。それ以上の意味などない）

　なるべく見ないように目をそらしながら、凜の体を横よこ抱だきに抱き上げる。

　形のいい唇が「ん……」と小さく吐と息いきを漏らすが、目覚める気配はなかった。

「これはこれは、驚おどろきの軽さだな」

　わざと口に出して、妙みような方向へ行きそうになる思考を引き戻もどす。

　壊こわれものを扱あつかうように、プレストンは慎しん重ちように歩いた。リビングへ入り、階段を上り、廊ろう下かを歩いてベッドルームの前にたどり着いたときには、ほっと胸を撫なで下ろしたほどだ。

（これで任務完かん了りよう……いや、ベッドに寝ねかせて靴くつを脱ぬがさないとな）

　片手でドアを押し開けて、するりと室内に滑すべり込む。部屋の中央に置かれたベッドの上に、そっと凜の体を下ろす。

　すっかり寝ね入いってしまったようで、凜はぴくりとも動かなかった。靴くつ紐ひもをほどき、軽く足首を摑つかんでスニーカーを脱がせる。手首同様、足首もちょっと力を入れたら折れてしまいそうなほど細かった。

　やはり一緒に行くことにして正解だ。内面はしっかりしているとはいえ、こんな頼たよりない風ふう貌ぼうの青年をひとりでバハマに行かせるのは危険極きわまりない。仕事は山積みだし、休きゆう暇かが延びれば延びるほど帰ってから大変な目に遭あうのはわかっているが、プレストンは一緒に行くと言わずにいられなかった。

　ウェズリーの世話だってこんなに焼いたことはないのに、自分の中に庇ひ護ご欲よくのようなものがあったとは驚きだ──。

　ベッドカバーを剝はがし、凜の体にブランケットを掛かけようとして、プレストンはぎくりとした。

　窓から差し込んだ月明かりが、仰あお向むけに横たわった凜に青白い光をそそいでいる。

　Ｔシャツに包まれた平らな胸に、小さな丸い突とつ起きがふたつ、浮き出していた。

　薄うすい布地を持ち上げるようにしてつんと尖とがったそれは、プレストンの理性を瞬しゆん時じに吹ふき飛ばすほどの威力があり……。

（……まずい）　>>>♥

　くるりと背を向け、出口へ急ぐ。音を立てないようにドアを閉めて、プレストンは大きく息を吐はいた。

　──いつのまにか、体が反応していた。

　ズボンの股こ間かんがはっきりそれとわかるほど張り詰めており……そのことに衝しよう撃げきを覚えつつ、ぎこちない足取りで自分のベッドルームへ向かう。

　ドアを閉めて鍵かぎをかけ、気持ちを落ち着かせるように深呼吸する。

　しかし体の中心に燃え盛る熱は、いっこうに鎮しずまる気配がなかった。

「くそ……っ」

　悪態をつきながら、シャツのボタンを外す。靴を脱ぎ捨て、ベルトを外し、乱暴な手つきで服を脱ぎながらバスルームへ向かう。

　裸はだかになると、プレストンはシャワーのコックをひねった。水温を切り替かえて、頭から冷たい水をかぶる。

　それでも、勃ぼつ起きした牡おすの象しよう徴ちようはどくどくと力強く脈打つばかりだった。

　目の前に凜の顔がちらつき、罪悪感がこみ上げてくる。

　今まで同性に欲よく情じようしたことなど一度もないのに、なぜ凜の寝顔や細い体の感かん触しよくにこれほど強く反応してしまうのだろう。

　髪かみをぐしゃぐしゃと搔かきまわし、凜の残像を振り払はらおうと試みる。

　しかし欲よく望ぼうはますます募つのるばかりで、ついにプレストンは呻うめきながら己おのれの分身を握にぎった──。
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『──凜？』

　低く魅み惑わく的な声が、耳元で甘く囁ささやきかけてくる。

　返事をしようと口を開くが、喉のどがくっついてしまったかのように声が出なかった。

『……やれやれ、これは起きそうにないな』

　プレストンが苦く笑しようしている顔が目に浮かぶ。

　唇くちびるの右みぎ端はしをほんの少し持ち上げるようにして、皮肉っぽい笑えみを浮かべるのだ。けれど、そうすると目め尻じりに皺しわが寄って、険しい顔立ちがほんの少し優やさしく見える。

　──いいえ、起きてます。そう言いたいのに、眠くて瞼が開かない。

　プレストンの表情を見られないのが、とても残念だ──。

『……っ！』

　大きな手に抱き上げられる感触に、どきりとする。どうやらプレストンは、酔よいつぶれてしまった自分を部屋まで運んでくれる気らしい。

（そんな……困る……っ）

　なんとか目を開けて『自分で歩けます』と辞退したい気持ちと、このまま逞たくましい腕うでに抱かれて運ばれたい気持ちがせめぎ合う。

　……そうだ。自分はプレストンの男性的で頼たのもしい部分に、密ひそかに惹かれている。

　起きているときは決して気取られないよう細心の注意を払っているが、こんな酩めい酊てい状態では隠かくしとおせる自信がない。体が素す直なおに反応してしまいそうで……。

（男の人に抱き上げられるのなんて初めてだ……）

　自分が同性愛者だと知ったのは、十三歳のときだった。第二次性せい徴ちようを迎むかえ、初めての精通を経験し、そのときに自分の性愛の対象が女性ではないことに気づいた。

　通っていたロサンゼルスの私立校はＬＧＢＴに理解があり、早くからカミングアウトしている生徒もいた。

　けれど凜は、自分の性的指向を打ち明けたことはない。

　ゲイであることを恥はじているわけではないが、口にできなかったのは、やはり心のどこかで引け目を感じていたからかもしれない。

　両親、そして祖母の期待に応こたえて、優等生でありたいと思っていた。両親はともかく、亡なくなった祖母は保守的な価値観の持ち主で、女性が露ろ出しゆつの多い服装をしたり男性が髪を長く伸のばしたりすることにさえいい顔をしなかった。同性愛に理解を示してくれるとは思えなくて、祖母の前では特に言動に気をつけていたことを思い出す。

　けれどいつか、本当に好きな人ができたら家族には打ち明けたいと思っていた。残念ながら、そうなる前に祖母は他界してしまったが……。

　ぼんやりと夢うつつの状態で、心ここ地ちいい温ぬくもりに身を委ゆだねる。

　まずい……早く目を開けて『自分で歩けます』と言わなくては。

　しかし猛もう烈れつな眠ねむ気けに襲おそわれて朦もう朧ろうとし、はっと気がついたときにはベッドに横たわっていた。

（プレストン……？）

　ベッドの上に体を起こし、室内を見み渡わたす。

　月明かりに照らされた部屋には、誰だれもいなかった。

　枕まくら元もとの時計を見やると、午前零れい時じをまわったところだった。プレストンとテラスでワインを飲んだのは九時から十時頃ごろだったので、プレストンに部屋まで運ばれたあと、しばらく寝入ってしまったらしい。

　もう一度ベッドに仰向けに倒たおれ込み、天てん井じようを見上げる。

　運ばれたときの記き憶おくはないのに、大きな手の感触や厚い胸むな板いたにもたれかかった感覚ははっきりと体に残っていた。

「……っ！」

　ぞくりと、肌はだが総毛立つような感覚に襲われる。

　覚えのある熱が脚あしの間に集まり始め、凜はひどくうろたえた。

　何度か恋こいらしきものもしたが、いつも憧あこがれの人を遠まきに眺ながめているだけの片かた想おもいばかりだった。誰かとつき合った経験もなく、性的な経験も皆かい無むで、だからこんなちょっとしたスキンシップに感じてしまうのだ。

（……これは生理的な反応であって、プレストンのことが好きなわけじゃない……）

　第一自分は、プレストンのような男くさくて逞しいタイプは好みではなかったはずだ。

　しかしプレストンの残像や体に残った感触は、凜の欲望を煽あおり立てていく。

（だめだ……よそさまのお宅で、そんな破は廉れん恥ちな真ま似ねをするわけには……っ）

　無意識に股間を手で押さえるが、それは逆効果だった。後あと戻もどりできないところまで募ってしまい、慌あわてて起き上がってバスルームへ向かう。

　コットンパンツのファスナーを下ろした凜は、勃起が下着を突つき上げているさまに頰ほおを赤らめた。

　白いボクサーブリーフの中心に、先走りの染しみがにじみ出している。硬かたくなったペニスは、早く射精したがってぴくぴくと震ふるえていた。

　こんなに強く性せい欲よくを感じたのは久しぶりだった。性的なことに関しては淡たん泊ぱくなたちで、この頃は自じ慰いも滅めつ多たにしていなかったというのに……。

「……ん……っ」

　そっとボクサーブリーフをずり下ろし、ペニスを握る。

　プレストンに運ばれたときに勃起していなかっただろうか。こんな薄うす手でのコットンパンツでは、膨ふくらみは隠せない。

　プレストンに見られていたらと思うと、恥ずかしくて消え入りたくなる。なのに体はますます興奮し、ペニスを擦こする手を止めることができなかった。

（あ……っ、だめ……っ）

　プレストンのことを考えまいと、いつもよりも乱暴な手つきで擦る。

　そうだ、いつものように、ただ事務的に処理すればいい。特定の誰かを思い浮うかべることなく、漠ばく然ぜんと誰か──いつか現れるであろう理想の男性に抱かれるところを想像しながら、たまった欲望を吐き出すのだ。

「……ん……っ、あ……、ああ……っ！」

　絶頂は、ほどなく訪おとずれた。

　白はく濁だくをとろとろと漏もらしながら、いつのまにか凜は、プレストンの大きな手に包まれて射精する妄もう想そうに身を委ねていた──。
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　テラスの手すりに手をついて、凜は大きくため息をついた。

　時刻は午前五時三十分。視線の先の湖面には、朝日が柔やわらかく降りそそいでいる。

　実に美しい光景だ。しかし目の前の景色が美しければ美しいほど、自分の行いが恥ずかしくて居たたまれなくなってくる。

（……いったいどんな顔をして会えばいいんだろう）

　両手で顔を覆おおって、もう一度ため息をつく。

　──ゆうべ、プレストンを思い浮かべながら自慰をしてしまった。

　よそさまのお宅でそのような行こう為いに耽ふけったのも初めてだし、身近にいる人物に触ふれられることを想像しながらしたのも初めてだ。

　罪悪感で胸が苦しい。

　その一方で、体の奥底には甘美な快感の名残なごりがじんわりとわだかまっている。

　今プレストンの顔を見たら、燠おき火びが燃え上がってしまいそうだ。彼が起きてくる前に、この不ふ埒らちな熱を蹴け散ちらさなくては……。

「──おはよう」

　ふいに背後から降ってきた声に、凜は文字どおり飛び上がりそうになってしまった。

　まだ心の準備ができていない。しかし無視するわけにもいかず、覚かく悟ごを決めてゆっくりと振ふり返る。

「お……おはようございます」

　それでもプレストンの顔を見ることができなくて、視線が彼の胸のあたりに泳いでしまう。

　今朝のプレストンは、初めて目にするＴシャツ姿だった。伸しん縮しゆく性のあるモスグリーンの布地が肩かた幅はばの広さと胸板の厚みを強調し、やけにセクシーに見える。

「ずいぶん早起きだな」

「ええ……目が覚めてしまって」

「その様子じゃ、二日酔いってわけじゃなさそうだな」

「はい、大だい丈じよう夫ぶです。あの、ゆうべはご迷めい惑わくをおかけしてしまったみたいで、すみません」

　謝りながら、じわっと頰が熱くなるのを感じた。

　目の前の男性に部屋まで運ばれ、ベッドに寝ねかされて……ゆうべのはしたない行為がありありとよみがえり、恥ずかしさのあまり消え入りたくなってくる。

「迷惑だなんて思ってないさ。長ちよう距きよ離りドライブの疲つかれが出たんだろう」

　言いながら、プレストンがくるりと背中を向ける。そのまますたすたとキッチンへ向かっていったので、凜はほっと胸を撫なで下ろした。

　プレストンの態度が少々素っ気なく感じたのは、気のせいだろうか。

（まさか、不埒なことを思い描えがいていたのがばれてしまったとか……？）

　運ばれたときの記憶がないのが不安だった。妙みようなことを口走ったり、あるいは体が反応したりしていなかっただろうかと冷や汗あせが噴ふき出してくる。

（……いやいや、万が一そうだったとしても、プレストンは敢あえて触れないようにしてくれてる。だから僕も、何ごともなかったように振る舞まわないと）

　プレストンとは、この旅が終わってしまえば多分二度と会うことはない。〝旅の恥はじはかき捨て〟という考え方はあまり好きではないが、今はそれが心の支えだ。

　室内に入ると、キッチンからプレストンが顔を覗のぞかせた。

「コーヒー淹いれたけど飲むか？」

「はい」

　まだ動どう揺ようは残っていたが、努めて笑え顔がおを作って返事をする。

　キッチンはコーヒーのいい香かおりで満たされていた。爽さわやかな森の空気に小鳥たちのさえずり、これがただのバカンスなら最高の組み合わせだ。

「どうぞ」

「いただきます」

　いささか堅かた苦くるしい態度で言葉をかわしながら、マグカップを受け取る。

　テーブルで向かい合ってコーヒーを飲む間、プレストンも無言だった。

「ごちそうさまです……あ、あの、洗せん濯たく機きをお借りしていいですか」

　席を立ってから思い出し、シンクの前で振り返る。青灰色の瞳ひとみと視線がぶつかりそうになり、慌てて視線を左右にさまよわせる。

「構わないが、まさかシーツやカバーを洗せん濯たくするつもりか？」

「いえ、旅が延長になったので、少し着き替がえを洗っておこうと思いまして」

「心配しなくても、バハマは結構都会だ。着替えの調達には困らない」

　プレストンの言葉に、凜は軽く肩かたをすくめた。

「僕には臨機応変という機能が欠けつ如じよしていて、慣れない土地で着替えや足りないものを調達するのがすごく苦手なんです」

「何もかも完かん璧ぺきに準備して持って行くタイプか」

「ええ、我ながら融ゆう通ずうの利きかない性格だと思います」

「ま、それくらい用心深いほうがいいかもしれん。前に出張で日本に行ったとき、サイズの合う服が見つからなくて、同じシャツをくり返し着る羽目になった」

「日本に行かれたことがあるんですか」

「ああ、きみは？」

「実はまだ行ったことないんです。いつか自分のルーツを訪ねに行きたいんですが」

　他た愛あいのない会話をかわしているうちに少し緊きん張ちようがほぐれてきたが、それでもまだプレストンの目を見ることができなかった。

　しゃべりながらじわじわと後退し、「じゃあ洗濯してきます」とキッチンをあとにする。

（ちょっと挙動不ふ審しんだったけど、とりあえず乗り切った……）

　ひとりになって、ほっと息をつく。

　ゆうべのことを蒸むし返されたらどうしようと思っていたが、どうやらプレストンにとってはたいしたことではなかったらしい。スキンシップに不慣れなせいで、少々過か剰じように意識してしまったようだ。

（プレストンは……きっと今までにも酔よった女性をベッドに運んだりとか、酔ってなくても女性をお姫ひめさま抱だっこしたりとか、そういうの慣れてるんだろうな……）

　相手は美しい女性に違ちがいない。プレストンと金きん髪ぱつ美女の恋れん愛あい映画のようなロマンティックなシーンが脳のう裏りに浮かんでしまい、苦く笑しようしながら振り払はらう。

　胸にちくりと痛みが走ったのは気のせいだ、と言い聞かせながら。







　バハマは大小合わせて七百以上の島と二千五百近い岩がん礁しようからなる国だ。

　大型クルーズ船での観光、マリンスポーツ、タックスフリーのショッピング、カジノ……マイアミから飛行機で約一時間という利便性もあって、一大リゾート地として知られている。

　凜とプレストンがバハマの首都ナッソーに着いたのは、午後十時をまわった頃ころだった。

　本当はもっと早く着く予定だったのだが、ケベックの飛行場が濃のう霧むで離り陸りくが大おお幅はばに遅おくれてしまい、そのせいで着陸地もマイアミ郊こう外がいの飛行場に変へん更こうせざるを得なかった。マイアミから一いつ般ぱんの航空機のビジネスクラスに乗り換かえて約一時間、快適な旅ではあったが、さすがに疲ひ労ろうを隠かくせない。

　到とう着ちやくロビーの壁かべに描かれたバハマの地図を眺ながめ、凜は眉まゆ根ねを寄せた。

　今いるのがニュー・プロビデンス島、ウェズリーと蘭がいるのはエルーセラ島。マイアミから直接エルーセラに飛べたらよかったのだが、直行便がないのでナッソー経由で行くしかない。

「残念ながら、エルーセラへの最終便はさっき出てしまったそうだ。今夜はナッソーに泊とまるしかないな」

　空港のサービスカウンターから戻もどってきたプレストンが、肩をすくめる。

「そうしましょう……さすがに僕も、今からふたりを説得する元気は残ってません」

　プレストンを見上げて、力なく微ほほ笑えんでみせる。

　ホテルに向かうタクシーの中で、凜はちらりと隣となりの席を見やった。

　今日のプレストンは、昨日に比べて口数が少ない気がする。昨日は凜の運転にあれこれ口を挟はさんでいたが、今日はほぼ無言だった。機き嫌げんが悪いわけではなさそうだが……。

「バハマは初めてかね？」

　先ほどから凜とプレストンを興味深そうにちらちら見ていた初老の運転手が、ミラー越ごしに話しかけてくる。

「ええ、初めてです」

「ああ、初めてだ」

　返事がぴたりと重なり、思わずプレストンと顔を見合わせる。

　プレストンの唇くちびるが笑みの形を作ったのを見て、凜も口元をほころばせた。

「今は真っ暗で何も見えないが、朝になったら驚おどろくよ。こんな綺き麗れいな海は見たことないってみんな言うね」

「ええ、すごく楽しみです」

　島の観光名所についていくつか言葉をかわしたあと、赤信号で車を停とめた運転手が振り返った。

「お客さんがた、ひょっとしてハネムーンかい？」

「…………ええっ!?」

　思いがけない単語に、凜は目を丸くした。

　この運転手は、自分とプレストンをカップルだと勘かん違ちがいしているのだろうか。

「ついこないだも、イギリス人の同性カップルが結けつ婚こん式を挙げに来ててね。まあここんとこ増えてきたな。最初はびっくりしたけど、すっかり慣れたよ」

「いえ、僕たちは……っ」

　慌あわてて否定しようとすると、プレストンがそれを遮さえぎるように口を開いた。

「なぜわかった？」

「!?」

　驚いてプレストンのほうを振り返ると、プレストンがにやりと人の悪そうな笑みを浮うかべてみせる。

　運転手をからかって遊ぶつもりなのだろう。ここで自分がむきになって否定したら、かえって真実味を帯びてしまいそうだ。口を挟むのは諦あきらめて、凜はぐったりとシートにもたれ込んだ。

「はは、そりゃあわかるよ。さっきからそっちの綺麗なお兄さんが気き恥はずかしそうに旦だん那なをちらちら見てるし、旦那は旦那でいつ手を握にぎろうかタイミングを窺うかがってる」

　運転手の指し摘てきに、首まで赤くなるのがわかった。運転手が想像しているような意味ではないにしても、プレストンの横顔を盗ぬすみ見ていたのは事実だ。

「彼は生き真面目まじめで、人前でいちゃいちゃするのを嫌いやがるのでね」

　ゲイカップルの芝しば居いを続けることにしたのか、プレストンがもっともらしい口調で話を合わせる。

「そりゃあ奥ゆかしくて結構なことだ。タクシーに乗るなり人目もはばからずにいちゃつくカップルもいるが、あれはほんと目のやり場に困るよ」

「俺としては、もう少しオープンにしたいんだが」

「今から行くホテルはカップルに人気のホテルでね。みんな自分の相手しか目に入ってないから、いちゃいちゃするにはもってこいだ」

　信号が青に変わり、運転手が車を発進させながら陽気にまくし立てる。

　──たしかに、バハマはカップル向けのリゾートだ。空港でも、海辺のチャペルで結婚式を挙げるカップルのポスターを何枚も見かけた。

　だからこそ、新しん婚こん気分のウェズリーと蘭もここを選んだのだろう。

　今いま更さらながら、自分とプレストンが南国のリゾートにふさわしくない組み合わせであることを思い知らされる。

（カップルのふりをしたほうが、いろいろ面めん倒どうがなくていいのかも）

　祖母から聞いた〝郷ごうに入っては郷に従え〟という日本のことわざが頭をよぎる。ここはプレストンの芝居に合わせて、黙だまってやり過ごすしかない。

　プレストンと運転手は、最近のハネムーン事情についてあれこれ話に花を咲さかせている。冗じよう談だんを交えた会話に耳を傾かたむけつつ、凜はプレストンへの印象がかなり変わってきていることに気づいた。

　第一印象はひどくとっつきにくいと感じたが、決して無口ではないし、こんなふうに他人と愛あい想そよく接することもできる。冷れい酷こく無比なエリートというイメージも、いつのまにか薄うすらいでいた。

（それどころか、思ってたよりいい人だよな……。僕のわがままにも、こうしてつき合ってくれてるし）

　ちらりと向けた視線が、青灰色の瞳と絡からみ合う。

　どきりとして目をそらそうとすると、ふいに大きな手に左手を包み込まれた。

「ひゃっ！」

　思わず情けない声が出てしまう。

　振り返った運転手が、真っ赤になった凜の顔を見て苦笑した。

「もうすぐホテルに着きますよ」

「やれやれ、それまでの我が慢まんだな」

　凜の手を離はなし、プレストンがおどけた仕草で両手を上げてみせる。

（な、何も、こんな芝居までしてみせなくても……っ）

　プレストンを睨にらみつけたいが、今はあの青灰色の瞳ひとみを見られそうになくて、凜は俯うつむいた。

　大きくて硬かたい手のひらの感かん触しよくは、なかなか消えてくれなかった。それどころかゆうべの記き憶おくとリンクしそうになり、必死で遮しや断だんしようと試みる。

　ホテルに着くまでの間、凜は実に居い心ごこ地ちの悪い思いでシートに縮こまっていた──。
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　数あるナッソーのホテルの中で、プレストンはこぢんまりとした高級リゾートホテルを選んだ。

　他ほかにもカジノや水族館を備えたテーマパーク型のホテルなどもあったのだが、大勢の観光客でごった返す大型ホテルには泊まりたくない。その点、もとは大だい富ふ豪ごうの別べつ荘そうだったというホテルは上品で落ち着いている。

　遅おそい到着にもかかわらず、ホテルの従業員はにこやかに歓かん迎げいしてくれた。荷物を運んでくれたポーターにチップを渡わたすと、広い室内に凜とふたりきりになる。

　部屋はいくつか空いていたが、プレストンは敢あえて凜と同じ部屋に泊まることにした。

　プレストンは、ものごとに白黒つけないと気が済まないたちだ。この気持ちが恋こいなら恋、勘違いなら勘違いと、早く決着をつけたかった。

　といっても、さすがに同じベッドというわけにはいかないので──ゆうべの一件を考こう慮りよすると、それはかなりまずい状じよう況きようだ──ベッドルームをふたつ備えたヴィラを選んだ。

　ちらりと凜のほうをうかがうと、ひどく居心地悪そうに室内を見まわしている。

（ちょっとからかいすぎたか）

　タクシーでの会話を思い出し、笑いを嚙かみ殺す。

　運転手が勘違いするのも無理はない。ちょっとしたスキンシップに頰ほおを染めたり睫まつ毛げを伏ふせたり、凜ときたら初うい々ういしく恥はじらう花はな嫁よめそのものだ。

（これほど擦すれてない花嫁ってのも今どき珍めずらしいけどな）

　──ゆうべ凜に欲よく情じようしてしまった罪悪感と戸と惑まどいで、今朝は少々態度がぎこちなくなってしまった。

　けれど、自分以上に凜の態度はぎこちなく──どうやらその原因が、自分が酔よった凜を抱だきかかえて寝しん室しつに運んだことにあるらしいと気づき、プレストンは胸が高鳴るのを感じた。

　初うぶな青年が恥じらう姿が、こんなにも刺し激げき的だとは知らなかった。

　凜が恥ずかしがるところをもっと見たいという奇き妙みような欲よく望ぼうがむくむくと頭をもたげ……しかし、いい大人がそのような振る舞まいをするのはいかがなものかと抑よく制せいしていたのだが、タクシーでこちらをちらちらと窺っている凜に気づいて、それ以上抑おさえることができなくなってしまった。

「バルコニーがあるんですね」

　独り言のように呟つぶやきながら、凜がおずおずと窓辺に寄ってカーテンを開ける。

　バルコニーはビーチに面しており、波が打ち寄せる音が耳に心ここ地ちいい。

「きみが無口なのは、さっきのタクシーの中でのことを怒おこってるからか？」

　バルコニーに降り立った凜の隣となりに立ち、プレストンはいかにも紳しん士し然とした表情を作って問いかけた。

「……いえ、怒ってるわけじゃありません」

「じゃあどうして黙り込んでるんだ？　すべて腹を割って話すと決めただろう」

　凜のほうへ向き直り、問い詰つめる。

　普ふ通つうだったらさっさと会話を切り上げるのに、追い詰めずにはいられなかった。

　凜の反応をもっと見たい。困って視線をそらし、耳まで赤く染まるさまを堪たん能のうしたい。

　自分の中にこんな感情があるとは知らなかった。獲え物ものを前にした肉にく食しよく獣じゆうのような、期待と興奮ではち切れそうな感覚──。

「……ちょっと怒ってるかもしれません。何もあんなお芝居してみせなくてもいいのにって」

　わずかに唇くちびるを尖とがらせて、凜が控ひかえめに抗こう議ぎをする。

　どう見ても照れているようにしか見えないその態度に、プレストンはぞくぞくと煽あおり立てられるのを感じた。

「ま、少々楽しんでいたことは認めるよ」

「趣しゆ味みが悪いです」

「そんなこと言われたのは初めてだ」

　軽口を叩たたき合っているうちに、凜の表情もやわらいでくる。

　凜は、思っていることが全部顔に出るタイプだ。日ひ頃ごろ、笑えみを浮かべていても腹の中では何を考えているのかわからない連中とばかりつき合っているので、凜のこの素す直なおさは実に新しん鮮せんだった。

（考えてみたら、俺も子供の頃ころから素直さとは無む縁えんだったな）

　つき合ってきた女性たちにも、本心を見せたことはない。たまに率そつ直ちよくに感情を表す女性もいたが、プレストンの誠意のなさを責めるときとか自分の権利を主張するときとか、攻こう撃げき的な場合に限られた。

「夕食はどうします？　僕はあんまりお腹なか減ってませんけど、ルームサービスがあるみたいですよ」

「ああ……そうだな」

　生返事をしながら、プレストンは凜の唇の動きに見入った。

　月明かりに照らされたなめらかな肌はだや、温かみのある茶色い瞳から目が離せない。

「えーと……たしかメニューがあったはず……」

　じっと見つめられて、居心地が悪くなったのだろう。凜が踵きびすを返し、室内へ戻もどろうとする。

　とっさにプレストンは、その細い腕うでを摑つかんだ。

　そのような行こう為いに出た自分に驚おどろき……同じように驚いた表情の凜と数秒間見つめ合う。

　──まずい。何か言わなくては、この状況は不自然だ。

「……せっかくだから、明日の朝ビーチを散歩しようか」

　しばし逡しゆん巡じゆんしたのちに口にしたのは、我ながら少々間の抜ぬけたセリフだった。

「……そうですね」

　落ち着かない様子で視線をしきりに左右に揺ゆらしながら、凜が頷うなずく。

　凜があとずさったので、プレストンは渋しぶ々しぶ腕を摑んでいた手を離した。そそくさと逃にげていく凜の後ろ姿を見やり、苦く笑しようする。

（まいったな……どうやら単なる欲望だけではなさそうだ）

　それでもまだ、恋だという確信は持てなかった。

　欲望のひとつ先、特定の誰だれかに対する執しゆう着ちやく心しんであることには違ちがいない。そしてこれが、今まで他人に持ったことのない感情だということも……。

（旅はまだ続く。その間に確かめればいい）

　当初の目的はウェズリーと蘭を説得することだったはずだが、プレストンの中で、いつのまにか旅の目的は変化していた──。







　エルーセラ島の中心地、ダンモア・タウン。

　かつてはナッソーに次ぐ第二の都市だったが、人口の減少で今は少々寂さびれた、そしてのどかな町となっている。

　いちばんの見所は、ピンク色の砂が混じったピンク・サンズ・ビーチだ。四キロにも渡って続くピンクの砂すな浜はまは、首都ナッソーから移動に時間がかかることもあって観光客も少なく、静かにのんびりと過ごすことができる。

「こっちの島のほうが、より牧歌的でゆっくりできそうだな」

　眩まぶしい太陽の光に目を細め、プレストンはシャツの胸ポケットからサングラスを取り出した。

「ええ……本当に。ナッソーも素す敵てきでしたが、ここはなんだかタイムスリップしたような雰ふん囲い気きですね」

　通りがかりの小さな商店で買った麦わら帽ぼう子しをかぶり、凜が小さく頷く。

　フェリーの発着場からウェズリーたちが滞たい在ざいするホテルまでぶらぶらと歩きながら、黄色や緑、空色などのカラフルなペンキが塗ぬられた建物を眺ながめる。道みち端ばたで子供たちが駆かけまわる姿に、凜の唇に自然と笑みが浮うかぶのがわかった。

「……今朝は悪かったな。約束を守れなくて」

「いえ、気になさらないでください。バルコニーから眺めるだけでも充じゆう分ぶん満まん喫きつできました」

　凜が、笑顔のまま振ふり返る。

　散歩は何時からと決めていたわけではないが、凜はずいぶんと早起きして待っていたようだった。プレストンも凜とふたりでビーチを散策するのを内心楽しみにしていたのだが、仕事の電話やメールが立て続けに入ってしまい、ばたばたと対応しているうちにチェックアウトの時間が迫せまってしまった。

『あの……お忙いそがしそうですし、僕ちょっとひとりで散歩行ってきますね』

『だめだ』

　思わず強い口調で命令してしまい、叱しかられた子供のような凜の表情を見て慌あわてて言い足した。

『ビーチの散策なら、エルーセラに行ってからでも遅くないだろう？　ウェズリーたちが泊とまってるホテルの目の前がピンク・サンズ・ビーチだ』

『……そうですね』

　それ以上ごねることなく、凜は素直に同意してくれた。

　少々過保護すぎたかもしれない振る舞いを思い出し、苦笑する。けれど、凜をひとりで外出させるのはどうしても気が進まなかった。

　ふと、旅の終わりに思いを馳はせる。

　ウェズリーたちは、凜が説得しようがしまいが近いうちに別れることになるだろう。若いふたりが勢いだけで駆け落ちなどしても、うまくいかないのは目に見えている。

　そしてウェズリーと蘭が別れたら、自分と凜の接点はなくなってしまう。

（それは避さけたいな……。何か口実を作って、今後も凜とかかわることができるように仕向けていかないと）

　帽子のつばの陰かげになった凜の横顔を盗ぬすみ見ながら思案する。

　子供の頃から、策略を巡めぐらせるのは得意だった。その能力は、現在ビジネスの場面で大いに役立っている。

　きっと何か、凜をつなぎとめるいい方法があるはずだ──。

「あのホテルですね」

　前方に見えてきた鮮あざやかなピンク色の建物を見上げ、凜が呟く。

「いよいよご対面だな」

「別べつ荘そうのときも言いましたけど、あくまでも友好的な態度で、ふたりを責めないように」

　凜が、心配そうに身み振ぶり手て振ぶりを加えながら念を押す。

「安心しろ。俺は口を出さない」

「携けい帯たいはまだ通じないから、ホテルの人に呼び出してもらうしかないですね」

「名前を言ったら逃げられる可能性もあるぞ」

　プレストンの指し摘てきに、凜が不安そうに目を瞬またたかせた。

「どうしましょう……ロビーで待ち伏ぶせしましょうか」

「任せておけ」

　さりげなく凜の肩かたに手をまわし、ぽんぽんと軽く叩く。

　細い肩がびくっと震ふるえたのがわかったが、気づかないふりしてホテルに足を踏ふみ入れる。

　ウェズリーたちが滞在しているのは、こぢんまりとしたコテージタイプのホテルだった。ドアボーイもいないし、内装も家庭的な雰囲気だ。

　カウンターに近づき、プレストンはにこやかな笑みを浮かべた。

「当ホテルへようこそ」

　受付係の従業員も、プレストンと同じように笑みを浮かべて語りかけてくる。

「ここに泊まってる友人と会う約束をしているんだが、携帯電話をなくしてしまってね。悪いが呼び出してもらえないかな」

「はい、お名前は？」

「ウェズリー・ヴァンダーウォールだ」

「ヴァンダーウォールさまですね。少々お待ちください」

　受付係が、カウンターに置かれたパソコンを操作する。

「ウェズリー・ヴァンダーウォールご夫妻……たしかにこちらにお泊まりでしたが、今朝チェックアウトされています」

「ええっ？」

　隣となりでプレストンと受付係のやりとりを見守っていた凜が、怪け訝げんそうな声を上げる。

「おかしいな。日にちを間ま違ちがえたのかな」

　受付係に怪あやしまれないように首を傾かしげながら、内心プレストンは追つい跡せきの旅が延長になったことを喜んだ。

「ふたりは行き先を言ってませんでした？　ナッソーに戻ったんでしょうか？」

　プレストンとは対照的に、凜は心配そうな表情だ。カナダ経由ではるばる追いかけてきたのにまたしても空から振ぶりで、焦しよう燥そう感かんも垣かい間ま見みえている。

「さあ……行き先は伺うかがっておりませんので」

「どうもありがとう」

　礼を言って、まだ何か訊ききたそうにしている凜を促うながして外へ出る。

「もしかして、アメリカに戻ったんでしょうか？」

「カードの記録を調べてみる」

　ホテルの前の椰や子しの木陰に入り、胸ポケットからスマホを取り出して本社へ電話をかける。

　五分後、折り返しかかってきた電話に出たプレストンは、やれやれと空を見上げた。

「行き先、わかりました？」

「ああ。ここから船に乗って、さらに別の島へ渡わたったらしい。リゾート会社が所有する小さな島で、ホテルの宿しゆく泊はく客だけが上陸できるっていう隠かくれ家が的な高級リゾートだ」

「まじですか……」

　珍めずらしく砕くだけた口調で呟つぶやいて、凜ががっくりと肩を落とす。ようやく追いついたと思ったらまたしても肩かた透すかしを食くらい、徒労感に苛さいなまれているのだろう。

「さっきの港から島へ渡る船が出てる。島へのルートはその船のみだ。どうする？　ピンク・サンズ・ビーチでのんびりしながらウェズリーたちがここに戻もどってくるのを待つか、それとも俺たちもその小島へ乗り込むか」

「ふたりがいつここに戻ってくるかはわからないんですよね？」

「カードで五日分の宿泊料金を前まえ払ばらいしたらしい」

「五日間!?　そんなに待てません。行きましょう」

　港への道を引き返しながら、プレストンは凜に気づかれないようこっそりほくそ笑えんだ。







　港へ戻ると、ホテル名の書かれた白いクルーザーはすぐに見つかった。

「すみません、バイルズ島へ行く船はこちらですか？」

　凜が岸がん壁ぺきで作業をしていた年配の男性に尋たずねると、「ああ、そうだよ」と愛あい想そのいい返事が返ってきた。

「乗せてもらえますか」

「いや、今日はもうおしまいだ」

　愛想のいい笑顔のまま、船員らしき男性が首を横に振る。

「え……まだ一時になったばかりなのに？」

「嵐あらしが来そうなんでね」

　船員のセリフに、成り行きを見守っていたプレストンは眉まゆ根ねを寄せた。

　空は抜ぬけるように青く、澄すんだ色の海も穏おだやかで、嵐が来そうな気配などどこにも見当たらない。

「嵐なんて来そうにないが」

「あっちの空をご覧なさい。今にもひと雨来ますよ」

　船員の指し示す方向を凜と一いつ緒しよに見上げるが、小さな白い雲が見えるだけで、雨が降るとは思えなかった。

「本当か？　今朝天気予報を見たときは、雨が降るなんて言ってなかったが」

　疑わしげな眼まな差ざしで尋ねると、船員は肩をすくめた。

「旦だん那な、私はこの海を見ながら育ったんですよ。気象予報士の言うことなんて当てになりませんて」

　自信満々のセリフは少々疑わしいが、船員が船を出さないというならどうしようもない。

「じゃ、その嵐とやらが通りすぎるのを待つとするか」

「宿を取るなら早めに電話したほうがいいですよ。さっきもバイルズ島に渡ろうとしたグループが、エルーセラのホテルはどこも満室だってぼやいてましたから」

「ありがとう」

　礼を言って、港のそばのカフェに向かう。

「本当に嵐なんて来るのかね」

「さあ……僕にはわかりませんが、長年海を見てきた方がそう言うなら、来るのかも」

　少なくとも凜は、先ほどの船員の言葉を疑ってはいないようだ。長年いろんな人間を見てきたプレストンとしては、船員が仕事をさぼるために適当なことを言っているのではないかという気がしていた。

（俺が擦すれすぎなのか？）

　人の良さそうな船員だったが、だからといって仕事熱心とは限らない。あらゆる言い訳を駆く使しして仕事をさぼろうとする人間は、どこにでもいる。

　しかしそれを言ったら凜に意地の悪い性格だと思われそうで、プレストンは話題を変えることにした。

「じゃ、コーヒーでも飲みながら今夜の宿を探すとするか」

「そうですね。今からナッソーに戻るのも面めん倒どうですし」

　──十分後。プレストンは先ほどの船員が大おお袈げ裟さに言っていたわけではないことを思い知らされた。

「どこも満室だ」

「空港のそばはどうです？」

「全ぜん滅めつ。オンシーズンだし、エルーセラはナッソーほど宿が多くないしな」

　諦あきらめてナッソーに戻るしかないようだな……と言いかけたとたん、着信音が鳴り始める。

「もしもし？」

『ヴァンダーウォールさまでしょうか？』

　最初に電話をかけた、ウェズリーたちが泊とまっていたホテルからだった。もしもキャンセルなどで空きが出たら連れん絡らくをくれるように頼たのんでおいたのだ。

『ご予約のお客さまにキャンセルが出て、ひと部屋ご用意できることになりました。どういたしましょう？』

「ああ、助かったよ」

　向かいの席で、凜もほっとしたように顔をほころばせた。

『ただしこちらは新しん婚こん旅行向けのお部屋でして、ダブルベッドが一台となります。よろしいでしょうか？』

　従業員の言葉に、プレストンは言葉を詰つまらせた。

　テーブルの向かいでアイスコーヒーを飲む凜をちらりと見やり、しばし考え込む。

　宿が見つかったのは喜ばしいことだし、同じ部屋というのもどちらかというと嬉うれしい。しかしダブルベッドが一台のみとなると、手放しでは喜べない。

　凜と同どう衾きんして、平常心を保てる自信がなかった。寝ね返がえりを打つだけで体が触ふれ合うだろうし、あの寝ね顔がおを間近で見て興奮するなというのは無理な話だ。

　別べつ荘そうでの一件が証明しているように、気持ちはともかく体は凜に欲よく望ぼうを感じている。

（俺はソファか床ゆかで寝ねても構わないが……欲よく情じようして体が反応したらどうする？　別荘やナッソーのヴィラと違ちがって、バスルームもひとつきりだろうし）

　寝ぼけて、勃ぼつ起きしたペニスを凜に擦こすりつけてしまいそうで怖こわい。実際プレストンは、寝ている凜のベッドに忍しのび込んでそのような行こう為いに及およぶ妄もう想そうをしながら自らを慰なぐさめてしまったのだ。

　奥手で生き真面目まじめな、そして性的経験がまったくなさそうな凜にそのようなことをしたら、きっと軽けい蔑べつされて口もきいてもらえなくなるに違いない。

　ふと、凜の背後の壁かべにレンタルクルーザーの宣伝ポスターが貼はってあることに気づく。

「ちょっと保留にしてくれないか。三十分以内に返事をする」

　急いで電話を切って、プレストンは凜のほうへ向き直った。

「部屋が取れそうだが、新婚向けのダブルベッドの部屋だそうだ。俺がソファか床で寝てもいいが、お互たがい気を遣つかうし窮きゆう屈くつだろう。そこで提案なんだが」

　レンタルクルーザーのポスターを指さすと、凜が振ふり返って目を瞬またたかせた。

「でも……船を操縦するのに免めん許きよがいるのでは」

「小型船せん舶ぱくの免許は持ってる」

「嵐は？」

「来ると思うか？　この晴天だ」

　開け放ったテラスから見える青空を指さす。

「もし本当に嵐が来るなら、レンタルクルーザーの貸し出しもしないだろう。とりあえず電話してみるよ」

　さっそくポスターに書かれた電話番号に電話をかける。

　レンタル会社の社員は、貸し出しを快く了りよう承しようしてくれた。免許証の確かく認にんが取れ次し第だい、すぐに乗れますよと愛想良く答える。

（少々惜おしい気もするが、凜とダブルベッドで同衾は免まぬがれることができそうだ）

　嫌きらわれる可能性のある機会は排はい除じよしていかねばならない。

　バイルズ島へ渡わたる手段が見つかって、プレストンはほっと胸を撫なで下ろした。




　　　◇◇◇




　岸壁につけられた白いクルーザーに、凜は感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらした。

　先ほど乗船を断られたホテル所有のクルーザーと同じくらい大きい。映画やドラマでリッチな人たちが船上パーティを楽しむ場面があるが、まさにそんな感じの綺き麗れいな船だ。

（レンタルするだけでもすごく高そう……）

　手続きはすべてプレストンが済ませたので値段はわからないが、これだけの船を借りるとなれば相当な出費だろう。ヘリコプターや自家用機にも驚おどろいたが、ヴァンダーウォール家の財力に改めて驚かされる。

「この船なら、バイルズ島へは一時間ほどで着くと思います。ちょっと波が出てきましたのでお気をつけて」

　レンタル会社の女性社員が、甲かん板ぱんから海を見下ろして言う。

（一時間……思ってたより遠いんだな）

　エルーセラから見えるくらい近い島かと思っていたが、そうでもないらしい。おしゃべりな社員の解説によると、バイルズ島の周囲は無人島が多く、中にはハリウッドのスターや欧おう米べいの大だい富ふ豪ごうが所有している島もあるという。

　プレストンが操そう舵だ室に入ってあれこれ点検している間、凜は小声で社員に尋たずねた。

「あの、さっきバイルズ島のホテルの送そう迎げいクルーザーの船員さんが、この空模様は嵐が来るかもって言ってたんですけど……」

「ああ、あの方は独自のスタイルの気象予報士ですからね。こちらでも天気予報をまめにチェックしてますけど、ハリケーンが来るのは明日以降です。少々の雨や高波でも、この船なら大だい丈じよう夫ぶですよ」

　それを聞いて、ようやく安心することができた。

　バイルズ島のリゾートに空きがあるのはプレストンが確認済みだ。明日もし嵐になっても、とりあえず泊まる場所は確保できる。

「準備ができた。そろそろ出発しよう」

　プレストンが、操舵室から顔を覗のぞかせる。

「行ってらっしゃいませ」

　社員に見送られて、クルーザーはエルーセラの港から出航した。







　クルーズは、実に快適だった。

　プレストンは車の運転はともかく船の操縦は丁てい寧ねいだったし、船内の設備もゴージャスで、束つかの間富ふ豪ごうの気分を味わうことができた。

　何より、甲板から眺ながめる景色が素す晴ばらしかった。空も海も、これまで見たことのないような明るく澄すみ切った色で彩いろどられている。

（カリビアンブルーっていうのかな……すごく綺麗）

　ことに海の色が絶品だ。青色の美しさを、絶ぜつ妙みようなグラデーションで表現している。

　これまで南国のリゾートに特に興味はなかったのだが、今回バハマを訪おとずれて、世の中の人々がこぞって南国でのバカンスに出かけたがる気持ちが初めて理解できた。

　西インド諸島やカリブ海の島々が新婚旅行のメッカである理由も、こうして海を眺めているとわかる気がする。

　ひとり静かに美しい景色を眺めるのもいいが、できれば大切な人と一いつ緒しよに眺めたい……。

「凜」

　ふいに名前を呼ばれ、凜は振り返った。

　プレストンが、操舵室のドアを開けて顔を覗かせている。

「しばらく自動操縦にした」

「そんなこともできるんですね」

「ああ。景色があんまり綺麗だから、甲板でゆっくり眺めたくなってね」

　言いながら、プレストンが凜の隣となりに立つ。いつもきっちりと撫でつけている髪かみが海風に乱れ、サングラスと相まってなんともセクシーだ。

　ふたり並んで、しばし無言で海を見つめる。

　先ほど一緒に景色を眺めたい相手としてプレストンのことが頭に浮うかんでいたせいか、凜の心臓はどくどくと音を立てていた。

　エンジン音にかき消され、プレストンの耳には届かないだろうが……顔が赤くなっている気がして、さりげなく顔を横に背そむける。

「…………」

　西の空を目にした凜は、眉まゆ根ねを寄せた。気の早い夕焼け雲かと思ったが、それにしては色が暗い。

「プレストン」

　慌あわてて振り返ると、サングラス越ごしにこちらを見ていたらしいプレストンが、面めん食くらったように顎あごを引いた。

「どうした」

「あの雲……ちょっと変じゃないですか？」

　プレストンが真顔になり、サングラスを外して西の空を見上げる。

「どうやら雨雲みたいだな」

　ふたりが見ている間にも、灰色の雲はむくむくと広がっていく。風が強くなり、波が高さを増して、船がぐらりと大きく揺ゆれる。

　突とつ然ぜんまばゆい光が空に閃ひらめき、思わず凜は叫さけび声を上げた。

「まずいな。雷かみなりだ。中に入れ」

　プレストンに腕うでを摑つかまれるのと同時に、体の芯しんが震ふるえるほどの大きな雷らい鳴めいが響ひびき渡る。先ほどまで穏おだやかだった海は、激しくうねり始めていた。

「うわ……っ」

　甲板で転びそうになった凜を、プレストンが抱だきかかえるようにして操舵室へ押し込む。

　壁に取りつけられた手すりにつかまって、凜は窓ガラス越しに見える光景に息を吞のんだ。

　いつのまにか、あたり一面が黒雲に覆おおわれている。稲いな妻ずまと雷鳴、そして前が見えなくなるほどの激しい豪ごう雨う。

　海の天気は変わりやすいというが、これほど短時間で豹ひよう変へんするとは思いもよらなかった。

「床ゆかにしゃがんだほうがいい。念のためにこれを着ておけ」

　プレストンが揺れる船室内を力強い足取りで歩きまわり、オレンジ色の救きゆう命めい胴どう衣いを手て渡わたしてくれる。

　言われたとおり壁を背にして床に座り、震える手で救命胴衣を広げる。

　何年か前にテレビで見た映画が脳のう裏りをよぎった。航海中の船が嵐あらしに襲おそわれ、転てん覆ぷくしそうになる。主人公の同どう僚りようが海に投げ出され、絶望の叫び声とともに海の渦うずに飲み込まれていくのだ。

（いやいや、あれは十九世紀のお話だ。この船は大丈夫……！）

　そう自分に言い聞かせ、ネガティブな方向へ傾かたむこうとする気持ちを必死で引きとめる。

「あの船員が正しかったな」

　操舵席のプレストンが振ふり返り、大きな声で話しかけてくる。

「そうですね」

　雷鳴にかき消されないよう、凜も大声で返事をした。

「俺もこれからは、天気予報よりもベテランの船乗りの意見に耳を貸すことにするよ」

　凜を安心させるためか、プレストンがおどけたように言う。

　荒あれ狂くるう嵐の中、プレストンは取り乱すことなく冷静だった。その冷静さが、この状じよう況きよう下かでどれほど心強いことか。

「大丈夫だ。こういう嵐はすぐに通りすぎる」

「ええ、そう願ってます」

「救命胴衣は着けたか？」

「はい、なんとか……っ」

　とにかく会話をかわしていないと不安で、凜は声を張り上げた。

　恐きよう怖ふと激しい揺れとで、内臓がひっくり返りそうだ。プレストンの言葉を信じたいが、波はますます高くなり、床の傾きも大きくなってきている。

「凜、こっちに来い」

「はい……っ」

　プレストンが片手で操舵席の固定された脚あしを摑み、もう片方の手をこちらに伸のばしてくる。

　その手に摑まろうとしたとたん、ひときわ大きな波が猛もう然ぜんと船に襲いかかってきた。

「うわあああ！」

　傾いた床の上を滑すべって壁かべに叩たたきつけられ、凜は悲鳴を上げた。

「凜！」

　プレストンの大きな手に、右手をしっかり摑まれる。

　頼たのもしいその手を、凜はすがるように握にぎり返した──。




　　　◇◇◇




「くそ……っ」

　顔を歪ゆがめて、プレストンは悪態をついた。

　あの船員の意見に耳を傾けなかった自分を呪のろいたい。いつもならもう少し慎しん重ちように行動するのに、凜と同じ部屋に泊とまるのが怖こわくて決断を急いでしまった。

　腕の中で、凜がぐったりと目を閉じている。先ほどの大きな揺れで床に頭を打ちつけ、気を失ったのだ。

　凜が声もなく倒たおれたとき、プレストンはパニックに襲われた。こういう場面でも冷静でいられる自信があったが、凜が倒れた瞬しゆん間かん、何もかも吹ふき飛んでしまった。

『凜！　凜、しっかりしろ！』　>>>♥

　すっかり取り乱し、何度も凜の体を揺すってしまった。慌てて我に返り、指先を頸けい動どう脈みやくに当てて生きていることを確かく認にんし、ようやく日ひ頃ごろの冷静さの二十パーセントほどを取り戻もどした。

　万が一凜を死なせたりしたら、一生後こう悔かいする。

　自分の命に代えても、凜を守らなくてはならない。

（……いや、凜を残して死ぬのはごめんだな。こいつは誰だれにも渡わたしたくない）

　凜が他ほかの男と結ばれるところを想像し、歯ぎしりする。

　まったく、こんな場面だというのに嫉しつ妬とに駆かられている自分が滑こつ稽けいだ。

　凜と一緒に、このピンチを切り抜ぬける。そしてニューヨークに連れて帰り、自分のものにする。

　細い体をしっかりと抱き締しめて、プレストンはそう心に誓ちかった──。










　　　　４




　──頰ほおがくすぐったい。

　ブランケットが当たっているのか、それとも飼かい猫ねこのタマが起こしに来たのだろうか。

（……いや、タマはＬＡの実家にいるからあり得ない）

　誰かに指先で撫なでられているような気がするが、それもあり得ない話だ。

　大学の寮りようにいた頃ころはときどきルームメイトに揺り起こされることがあったが、今はアパートでひとり暮らしだ。泊まりに来るほど親しい友人はいないし、もちろん恋こい人びともいない。

（あったかくて気持ちいい……）

　背中が少し寒いのは、ブランケットを剝はいで寝ねているからだろう。

　ブランケットを引き寄せようと、凜はもぞもぞと身じろぎした。温ぬくもりをもたらしてくれている何かに、すりすりと頰を擦すり寄せる。

「ん……」

　温かな何かに頰をぴったりとつけて、満足の吐と息いきを漏もらす。

　そのとたん、耳元で「気がついたか？」と低い声がして、凜は飛び上がりそうになった。

（だ、誰!?）

　目を開けると、目の前に青灰色の瞳ひとみがあった。

　あまりに近すぎて、焦しよう点てんを合わせるのに時間がかかってしまった。

「……プレストン!?　なぜここに!?」

　なぜヘブンポートのアパートの自室に、プレストンがいるのだろう。

「よかった。目が覚めたな」

　プレストンが裸はだかであることに気づいて、凜は心しん拍ぱく数すうが跳はね上がるのを感じた。

　数秒後、自分も裸であることに気づき、口から心臓が飛び出しそうになる。

「ど、どうしてあなたが……っ」

　なぜ互たがいに裸なのか、なぜ自分がプレストンに抱き寄せられるような格好で寝ていたのか、何よりもその点について訊ききたかったが、言葉が出てこない。

「誤解しないでくれよ。これは冷えた体を温めるためであって、別によからぬことをしようとしたわけじゃない」

　プレストンのほうも、珍めずらしく焦あせったように早口で説明する。

「そっ、それはわかりましたが……なぜあなたが僕の部屋に？」

「もしかして寝ぼけてるのか？」

「…………」

　状況を把は握あくしようと、凜は目を瞬またたかせた。数秒後、ようやくプレストンの背後にあるのが見慣れたアパートの壁ではなく青い空であることに気づく。

「……ええっ!?　ここどこですか!?」

　驚おどろいて、あたりを見まわす。そのとたんに背中に鈍にぶい痛みが走った。

「急に動いたらだめだ。見たところ大きな怪け我がはないが、きみは床に叩きつけられてしばらく気を失ってたんだ」

「気を失った……？　どこで？」

　どうやら非常事態のようだが、自分が気を失っていたことよりも、裸で──よく見るとふたりとも上半身だけではあったが──プレストンに抱だきかかえられていることのほうに気を取られてしまう。

「もう温まりましたから大だい丈じよう夫ぶです」と言ってプレストンの腕うでから抜け出せば済む話だが、なぜか体が動かなかった。

　もう少しだけ、プレストンの厚こう意いに甘えて彼の腕の中にいたいような……。

「エルーセラから、レンタルしたクルーザーに乗ったのは覚えているか？」

　幾いく分ぶん不安そうに、プレストンがゆっくりと語りかけてくる。

　エルーセラ、クルーザー……ようやく凜は、自分たちが航海中に嵐あらしに遭あったことを思い出した。

「思い出しました。ということは、ここはバイルズ島……？」

「わからん。けど、多分違ちがうと思う」

　プレストンの答えが理解できなくて、目を瞬かせる。

「きみが気を失ったあと、クルーザーが転てん覆ぷくしそうになったんだ。救命ボートに移ろうとしたところで船が浅あさ瀬せに乗り上げた。視界が悪くて気づかなかったんだが、この島のそばまで流されてきたらしい。きみを担かついで上陸したところで、嵐も去っていった」

「そうだったんですか……ありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げると、プレストンがくすくすと笑った。

「まったく、こんなときでもきみはその礼れい儀ぎ正しさを失わないんだな」

「ほんとに全然覚えてないんですけど、僕はどれくらい気を失ってたんですか？」

「せいぜい三十分かそこらだ。この空からは、ついさっきまで嵐が吹き荒あれていたなんて想像もできないが」

「ほんとに……」

　西の空が、ほんのりと夕ゆう陽ひに染まりかけている。大変な事態だというのに、凜はその美しさに思わず見入ってしまった。

「とにかく、生きててよかった。お互いに」

「ええ本当に。正直、最初に壁に叩たたきつけられたとき、死ぬかもしれないって思いました」

　しばし、ふたりで視線を絡からませ合う。

　ぼんやりと青灰色の瞳に見入っていた凜は、はっと我に返って視線をそらした。

　やはりこの体勢はまずい。気を失っていた間はそれどころではなかったようだが、意識を取り戻した今、このままでは体が反応してしまいそうだ。

「えっと……すみません、もう大丈夫です」

　もぞもぞと身じろぎして、凜はプレストンの腕から抜け出した。

「喉のどが渇かわいただろう。水を飲め」

　プレストンが、そばに置いてあったペットボトルの水を差し出す。

「これは……？」

「幸い船は沈ちん没ぼつしなかった。エンジンは故障してしまったが、積んであるものはほぼ無事だ。数日分の水と非常用食料があったから運び出しておいた」

　プレストンが指し示す方向に視線を向けると、砂すな浜はまに半分ほど乗り上げた格好でクルーザーが斜ななめに転がっていた。

　水と食料が数日分あると聞いて、凜はほっと胸を撫で下ろした。

　けれど、いつまでここにいることになるかわからない。ペットボトルを受け取り、三口ほど飲んですぐにキャップを閉める。

「遠えん慮りよせずに飲め。水は充じゆう分ぶんあるし、いざとなれば雨水を溜ためて煮しや沸ふつすればいい。絶海の孤こ島とうというわけじゃないし、すぐに救助が来るさ」

「ええ……そうですよね。ここってきっと、エルーセラからそう遠くない島ですよね」

　もう一度キャップを開けて、今度はボトルの半分ほどを一気に流し込む。

「悪かった。俺が強ごう引いんに船を出したりしたからこんな目に……」

「そんな、謝らないでください。僕も反対しなかったし、とにかくお互いこうして無事だったんですし」

　次し第だいにいつもの調子に戻ってくると、凜は自分の置かれた状じよう況きようが気になり始めた。

　これから夜になる。野宿は確実だろうが、プレストンとふたりきりで過ごすなんて大丈夫だろうか。

（エルーセラのダブルベッドがひとつきりの部屋もまずいけど、ふたりきりで野宿もまずい気がする）

　ケベックの別べつ荘そうでの一件を思い出し、冷や汗あせが噴ふき出す。

　起きている間は理性でコントロールできても、睡すい眠みん中は自信がない。妙みような寝ね言ごとを口走ったり、あるいは別荘のときのように体が反応してしまったら……。

「日が暮れる前に、まずは火をおこして濡ぬれた服を乾かわかそう」

　立ち上がったプレストンが、夕陽に向かって目を細める。

　プレストンは、濡れたズボンを膝ひざまで捲まくり上げていた。逞たくましい臑すねや大きな素す足あしに、つい目を奪うばわれてしまう。

「きみのスニーカー、ちょっと濡れてしまったが、中は無事か？」

　言いながら、プレストンが濡れたドライビングシューズに素足を突つっ込む。

「ええ、中は濡れてません」

　ズボンの裾すそも少し濡れていたが、プレストンほどびしょ濡れではない。プレストンは、自分を担いでクルーザーから脱だつ出しゆつする際に海に浸つかってしまったのだろう。改めて申し訳ない気持ちがこみ上げてくる。

「おっと、気をつけろ。大丈夫か？」

　立ち上がった際に砂に足を取られてよろめくと、プレストンがごく自然に肘ひじを支えてくれた。

「ええ、大丈夫です……」

　ふいに距きよ離りの近さを実感し、緊きん張ちようとも高こう揚ようともつかない感情に心をかき乱される。

　別々の寝しん室しつで眠ねむり、きちんと服装を整えて、蘭の兄とウェズリーの兄として節度を保っていたときとは状況が違う。

　いつまでここにいることになるのかわからないが、この距離感は危険だ──。

「火をおこすって……もしかして枯かれ木とかを集めるんですか？」

　不安になって、凜は尋たずねた。自分に火をおこすスキルはないし、上流階級に属するプレストンにもあるとは思えない。

「安心しろ。俺はボーイスカウト出身だ。ここで待ってろ。すぐに戻もどる」

　力強い足取りで、プレストンが砂浜の向こうに見える木立へ向かう。

　森というほど木が生おい茂しげっているわけではなく、せいぜい林といった感じだ。ひとり砂浜で待つのは心細くて、慌あわてて凜は大きな背中を追いかけた。

「僕も手伝います」

「無理するな。きみはしばらく気を失ってたんだぞ」

「頭痛とかしませんし、大丈夫です。体を動かしているほうが気が紛まぎれるし」

「……まあ、きみをひとりで砂浜に置いていくのも心配だしな。足元に気をつけて、俺は枝を集めるからきみはよく乾かん燥そうしている枯れ草を集めてくれ」

「了りよう解かいです」

　プレストンが手て際ぎわよく枯れ枝を集めるのを、凜は感心しながら見守った。こういう状況では、アウトドア経験者がいると実に心強い。

「僕本当にこういうの全然知らなくて。大学の授業で山に植物採集に行ったとき、ボーイスカウトに入っていればって後こう悔かいしました」

「親に勧すすめられたりしなかったのか？」

「友達が入ってて、僕も入りたかったんですけど……祖母が、ボーイスカウトよりも科学クラブのほうが役に立つからって」

　口にしてみると、いかに自分が祖母の価値観に振ふりまわされていたかよくわかる。恥はずかしくなって、凜は俯うつむいた。

「けど、その科学クラブの活動が今のきみに結びついているんだろう？」

「ええ……言われてみれば、そうですね」

　天文学、地質学、物理学……公民館の科学クラブには多た彩さいな分野の講師が来てくれて、毎週活動を楽しみにしていた。もともと興味のあった植物の世界にのめり込んだのも、科学クラブでの実験がきっかけだ。

「枯れ草はそれくらいでいい。缶かん詰づめがあったから、今夜はそれを温めて食べよう。本格的な竈かまど作りは明日以降だ」

　砂浜に石を並べて囲いを作り、枯れ枝の隙すき間まに焚たきつけ用の枯れ葉を差し込んでいく。作業の様子を見守っていると、プレストンがにやりと笑って両手を広げた。

「さて、ボーイスカウト仕込みの華か麗れいな技わざを披ひ露ろうしようか」

　火をおこすところを見るのは初めてで、凜はわくわくしながらプレストンの手元を見つめた。

　プレストンが立ち上がり、もったいぶった仕草でズボンのポケットからライターを取り出す。

「……えっ？　火をおこすって……それですか？」

　かちっと音がして、ライターが明るい光を放つ。枯れ葉に火をつけると、じわじわと炎ほのおが燃え上がり始めた。

「クルーザーの中にあったんだ」

「てっきり昔ふうの木を擦こすっておこすやり方を披露してくれるのかと」

「あれもできないことはないが、時間がかかる」

「まあ、よかったです。何も持たずに無人島でサバイバルしろって言われたら、僕は真っ先に脱だつ落らくするタイプですから」

「植物学が専門なんだろう？　食べられる草と毒草の区別とかは？」

「うーん……アメリカ本土ならまだしも、ここの生態系は全然わからないので……。それに、僕の専門は植物免めん疫えき学です」

「それはどういう？」

「植物が外界から身を守る免疫システムを、遺伝子レベルで解明する研究です」

「高度すぎて、無人島でのサバイバル術には使えそうにないな」

　話しながら、プレストンは拾ってきた長い枝を組み合わせて即そく席せきの物干しを作った。濡れたシャツを広げて干し、砂浜に短い枝を突き立ててドライビングシューズを立てかける。

　凜もスニーカーを脱ぬぎ、大きなドライビングシューズの隣となりに立てかけた。

「さて、どうやらここは無人島のようだし、素すっ裸ぱだかになっても構わない気がするが、きみはどうする？」

　言いながら、プレストンがズボンのベルトに手をかける。

「ええっ？　いえ、僕は……っ」

　慌てて視線をそらすと、プレストンが可笑おかしそうに笑った。

「冗じよう談だんだ。船の中にバスローブがあった。とりあえずこれに着き替がえよう」

「バスローブ？　なんでクルーザーの中にそんなものがあったんでしょうね」

　白いバスローブを受け取りながら、首を傾かしげる。

「ああいう船では、ふざけて海に飛び込んだり落ちたりする客が必ずいるんだよ。何度かクルーズパーティに出たことがあるが、その都度誰だれかしら海に落ちてた」

「そういうものなんですか？」

「学生のパーティと同じ。きみたち大学生も羽目を外すだろう？」

「誰かが羽目を外すようなパーティには出席したことがありません」

　生き真面目まじめに答えると、プレストンが声を立てて笑った。

　いつのまにか、日はすっかり落ちていた。薄うす闇やみの中、焚き火に照らされたプレストンの笑え顔がおにどきりとする。おまけに彼は上じよう半はん身しん裸で……逞しい筋肉が炎の明かりを受けて陰いん影えいを作るさまから目が離はなせなくなってしまう。

　初めて会ったとき──ほんの三日前だが──彼のこんな姿を目まの当たりにすることになるとは予想もしていなかった。別荘やヴィラに泊とまったときもどきどきしたが、よりプライベートで、より親密さを感じさせるような……。

「なんとなく、きみが見ている前では脱ぎづらいな」

「ええっ？」

　プレストンの言葉に、自分が不ぶ躾しつけに彼を見つめていたことに気づく。

「す、すみません」

　慌ててくるりと背を向けると、プレストンがくすりと笑う気配がした。

「悪く取らないでくれ。お上品なお坊ぼつちゃんの前で、野や蛮ばんな部分を見せたくないってことだ」

「お坊ちゃんはあなたでしょう？　あなたのことを野蛮だなんて思いません」

　急いでバスローブを羽織り、尻しりを隠かくしつつ濡れたズボンを脱ぐ。背中を向けているのでわからないが、プレストンがこちらを見ているような気がして落ち着かなかった。

「俺が言ってるのは家いえ柄がらとか財産とかじゃなく、行ぎよう儀ぎがよくて洗練されているって意味でのお坊ちゃんだよ」

「それはどうも……けど、そういう意味でもやっぱりあなたもお坊ちゃんです。お坊ちゃんっていうか、紳しん士しですね」

「そう言われると複雑だな。俺としては、野性的でワイルドな男だと思われたいんだが」

「どうしてです？　野性的でワイルドなんて、言い換かえれば野蛮で粗そ野やってことでしょう？　全然いいイメージないんですけど」

「つまり、きみとしては紳士タイプのほうが好きだってことか？」

「そうですね……ワイルドさを売りにした男性は、ちょっと苦手です」

「なるほど。じゃあ俺も紳士っぽく振る舞まうとしよう」

　会話が妙みような方向へ行きだして、凜はズボンの皺しわを伸のばしながら眉まゆ根ねを寄せた。

（プレストンは、僕が同性愛者だと勘かんづいてるんだろうか。でも、だったらどうして僕の好みに合わせるようなことを言うんだろう……）

　これまでにも、男性からそれとなくアプローチされたことはある。しかし遠まわしな口説き文句だと気づかないことも多く、あとから一いつ緒しよにいた友人に「さっきの彼、凜に必死でアピールしてたな」などと言われてようやく気づく有様だった。

　頭の中で、先ほどの会話を反はん芻すうする。

　プレストンが自分を口説いているとは思えない。それでも勘かん違ちがいしてしまいそうになるのは、密ひそかに彼に惹ひかれているからだろう。

（遠まわしなのとか思わせぶりなのとか、僕にはとても理解できない）

　他人の心の機き微びに敏びん感かんなタイプではないので、こういう駆かけ引きめいた会話は本当に苦手だ。

　いったいプレストンは、何を思って先ほどのような言葉を口にしたのだろう……。

「えーと、着替えは終わりました？」

「ああ、終わった」

　おそるおそる振り返ると、プレストンは物干しにズボンと下着を広げて干しているところだった。

　凜も、空いている場所に裾すそが濡ぬれたズボンを広げる。

「下着は脱がなくていいのか？」

　凜がズボンを干すところを眺ながめながら、プレストンが尋たずねる。

「ええ、おかげさまで下着は濡れてないので」

「俺だけノーパンか。決して寝ね相ぞうがいいわけではないから、明日の朝目が覚めたら全開かも」

　プレストンが、おどけた口調でバスローブの前がはだける仕草をしてみせる。

　それに対してどう切り返していいかわからず、困って凜は視線を泳がせた。

「おっと、今のは紳士らしくなかったな」

「いえあの、僕は冗談が通じないタイプなので気にしないでください」

　慌あわてて凜は、ぎこちなく笑みを浮うかべた。二十三にもなって、この手の冗談に対応できない自分が恥ずかしくなってくる。

「いや、冗談じゃなく本当にやばいかなと思って」

「……大だい丈じよう夫ぶです。こんな事態ですし、たとえそういうことになっていたとしても、見なかったことにしますから」

「わかった。俺もきみの全開姿を見てもコメントしないことにする」

「多分そうはならないと思いますが、もしそうなった場合、そうしていただけるとありがたいです」

　両手でしっかりバスローブの前をかき合わせて、真しん剣けんな表情で頷うなずく。

　真面目に言ったつもりだが、プレストンは「まったく、きみは……」と言ってくすくす笑った。




　　　◇◇◇




「す、すみません」

　慌てて背中を向けた凜に、プレストンは思わずくすりと笑った。

　同時に、焚たき火の炎に浮かび上がった華きや奢しやな後ろ姿にごくりと唾つばを飲み込む。

（これは……救助が来るまでの間、多大なる忍にん耐たいを強しいられそうだな）

　クルーザーから担かつぎ出した凜のシャツを剝はぎ取るときは、無我夢中だった。急いで冷えた体を温め、怪け我ががないか確かめ……凜はしばらく気を失っていたので、心配で不安で不ふ埒らちなことを考える余よ裕ゆうもなかった。

　しかし凜が目を覚まし、どこにも異状がないことがわかったとたん、むくむくと欲よく望ぼうが芽生えるのを止めることができなかった。

　愛らしい唇くちびる、細い首筋……平らな胸にぽつんと浮かんだ、ふたつの小さな突とつ起き。

　初めて目にした凜の乳ち首くびは、プレストンの理性を大きく揺ゆるがせた。

　白い肌はだとの境目が曖あい昧まいなほどの淡あわい色味は、清せい楚そで可か憐れんな桜の花そのものだ。花びらのような乳輪の中心で、丸い肉にく粒つぶがプレストンを挑ちよう発はつするように凝しこっていた。

（キスして撫なでまわしたいのを我が慢まんするのが大変だ）

　頭の中で理想の乳首にねっとりと舌を這はわせつつ、バスローブを羽織って恥はずかしそうにもぞもぞとズボンを脱ぐ姿を堪たん能のうする。　>>>♥

　下着姿を拝めないのは残念だが、焦あせらなくてもしばらく野宿となれば目にする機会はいくらでもあるだろう。

　すんなりとした両りよう脚あしが露あらわになり、プレストンは体の芯しんが熱くなるのを感じた。

（バスローブが長すぎる！）

　思わず心の中で叫さけぶ。膝ひざ丈たけのバスローブが、太ふと腿ももを覆おおい隠している。もっと短ければ、焚き火のそばに座ったときにちらりと中が見えるだろうに……。

（……何を考えているんだ、俺は）

　鼻息荒あらく凜の後ろ姿に見入っていたプレストンは、我に返って苦く笑しようした。

　性に目覚めたばかりの思春期に戻もどった気分だ。いや、あの頃ころでさえ、こんな破は廉れん恥ちな願望は抱いだいたことがなかった。

　セックスの経験はそれなりにあるが、こんなふうに特定の誰だれかに強く欲望を感じたのも初めてだと気づく。

　結けつ婚こんを匂におわせられるのが嫌いやで、ここ何年か恋こい人びとはいない。体だけの関係と割り切ってつき合える相手が何人かいて、その中で都合のつく誰だれかと会ってセックスをする。

（そういえば、ここのところ忙いそがしくてご無ぶ沙さ汰ただったな。二ヶ月……いや、三ヶ月か？）

　最後にセックスしたのがいつで、相手が誰だったかさえとっさに思い出せなかった。

　相あい性しようの良し悪あしは多少あるが、プレストンにとって相手は誰でもいいし、彼女たちのパーソナリティに興味を持ったこともなかった。

　なのに、凜に対しては強い性せい欲よくばかりでなく、もっと彼のことを知りたいという欲よつ求きゆうが日に日に募つのってきている。

（……落ち着け。欲よく望ぼう剝むき出しで迫せまったりしたら、凜が怖こわがる）

　深呼吸をして、プレストンは慎しん重ちように紳士の仮面を貼はりつけた。







　夕食は、非常用食料の中から缶かん詰づめのスープとビスケットで済ませることにした。

「食料はせいぜい三日分ってところだな。それまでには救助が来るだろうが、念のために明日は魚を捕とるか、食べられる木の実を探しに行こう」

「クルーザーの中のものが持ち出せて本当によかったです」

　固いビスケットをスープに浸ひたしながら、凜が弱々しく微ほほ笑えむ。

「さっきは運び出す余裕がなかったが、俺たちのスーツケースも多分無事だ。他ほかにも何か役に立つものが見つかるかもしれない」

「そうですね。携けい帯たい電でん話わが見つかればいいんですけど……」

「見つかったとしても、まず圏けん外がいだろう。この焚き火が狼煙のろしも兼かねてるから、もう既すでに誰かが俺たちの遭そう難なんに気づいてる可能性もある」

「レンタル会社の人が気づいてくれていたらいいんですが……」

　凜はひどく不安そうだ。見知らぬ土地で船が遭難し、無人島で夜を明かすとなれば、それも当然だろう。

　対照的に、プレストンはこの状じよう況きようにさほど危機感を抱いていなかった。

　無人島といっても、ここは定期的に観光用の大型船が行き来するような一大リゾートだ。夜が明けてみなくては詳くわしい状況はわからないが、案外目的地の島がすぐ目の前に見えているかもしれない。

（水も食料もある。寒くもなく、暑くもない）

　もっと過か酷こくな状況に身を置いたこともある。

　つらい記き憶おくがよみがえりそうになり……プレストンは軽く頭を振ふってそれを追いやった。

「さっき言ってたきみの専門、植物免めん疫えき学だっけ？　具体的にはどういう研究してるんだ？」

　プレストンの質問に、凜が少し宙を見て考え込む。

「植物の細さい胞ぼうに病原体が侵しん入にゆうするとします。侵入に気づいてその細胞は病原体もろとも自じ滅めつするんですけど、周囲の細胞はそれ以上病原菌きんが侵入しないよう抗こう菌きん物質を作る。そうすることで、植物自体は生き残ることができるんです。僕の研究室では、細胞の自滅を防いだり、あるいは促そく進しんする化合物を探してます。免疫反応の活性化剤ざい、あるいは阻そ害がい剤ざいとして利用することで、免疫反応をコントロールできるようにするのが目的です」

　専門分野の話になると、凜の目が輝かがやきを増すのがわかった。

「なるほど。それは農業の役に立ちそうだな」

「ええ、農業に生かせるようにするのが目的です。世界の食しよく糧りよう問題は深刻なのに、食糧となる植物の約三割が病害虫の被ひ害がいで失われています。殺虫剤や抗こう菌きん剤ざいは環かん境きようや人体への影えい響きようが懸け念ねんされますし、遺伝子組み換かえ植物への抵てい抗こう感もまだまだ根強い。その点、免疫反応をコントロールできる薬やく剤ざいは植物そのものへ働きかけるため効率がよく、持続性のある対処法として期待できるんです」

「食糧問題といえば、会社のプロジェクトでキヌアを普ふ及きゆうさせる活動に取り組んでいる」

「キヌア！　あれすごくいいですよね。栄養価も高いし、小麦アレルギー対策にもなりますし」

　植物学を専せん攻こうしているだけあって、凜の反応は早かった。

　キヌアはアンデス原産の擬ぎ似じ穀物だ。近年グルテンフリーという概がい念ねんが注目され始め、キヌアは小麦に代わる食品として脚きやつ光こうを浴びるようになった。

「そう。自然災害にも強いし、味に癖くせもなくて食事に取り入れやすい。とはいってもアメリカはまだまだ小麦が主流で、キヌアを日常的に食事に取り入れているのは食に関心の高い層のごく一部だけだ。キヌアそのものだと、一いつ般ぱんの人はなかなか手にとってくれない。パンやピザ、麵めん類るいに加工できるようになれば、学校給食などにも提供することができるようになる」

「なるほど、子供のうちから慣れ親しむ機会があるといいかもしれませんね」

「けど、キヌアを買いつけるためにアンデスへ行ってみて問題が発生した。キヌアは栽さい培ばいがまだ普及してなくて、ほとんどがアンデス地方に限られている。そのため価格が高こう騰とうし、従来キヌアを主食としてきた人々が、キヌアを売って安価な小麦を買うという皮肉な結果になっていたんだ」

　棒で枯かれ葉をかき寄せて炎ほのおを調節しながら、説明する。

「そうなんですか……。そういう事情は知りませんでした」

「そこで、国内のいくつか条件の違ちがう農園でキヌアの栽培に取り組んでいるところだ。加工の研究も進めている」

「投資会社って具体的に何をやっているのかよくわからなかったんですけど、そのプロジェクトはとてもやり甲斐がいがありそうですね」

「ああ。食糧難対策は俺にとってのライフワークだと思っている」

　凜が何か問いたげにこちらを見たので、プレストンは急いで話題を変えることにした。

「ここから先はオフレコだ。プロジェクトのもうひとつの柱は、キヌアに似た擬似穀物をよみがえらせようという試みだ。キヌアよりも粒つぶが大きくて収しゆう穫かく量が多い品種なんだが、特定の病害虫に弱くて、地元アンデスでも一時期ほとんど栽培が途と絶だえていた。三年前に種子を入手して試行錯さく誤ごしてるんだが……きみの言っていた免疫反応をコントロールできる薬剤の話は、実に興味深い」

「僕も……途絶えていた品種をよみがえらせるなんて、すごく興味があります」

「ニューヨークに帰ったら、さっそくきみの研究室を訪ねてみたいな」

「ええ、ぜひ。実を言うと、僕のいる研究室は予算が足りなくて苦労してるんです。教授があちこちの会社に共同研究を持ちかけてるんですが、なかなか興味を示してくれるところがなくて」

　凜の言葉に、プレストンはおどけた仕草で両手を広げた。

「まさかこんな場所で商談になるとはな」

「ほんとに。けど、あなたが取り組んでいるプロジェクトには、なんていうか、とても感かん銘めいを受けました」

　頰ほおを紅潮させながら、凜が胸に手を当てる。

「そう言ってもらえると嬉うれしいよ。俺が企き画かくを立ち上げたとき、社内からは儲もうけにならないって猛もう反はん発ぱつを食くらったんだ。ヴァンダーウォール・ホールディングスのような大だい企き業ぎようは社会になんらかの貢こう献けんをしなくてはならない。そう説得して、形ばかりの慈じ善ぜん事業をやっていた子会社を任せてもらうことになった」

　ヴァンダーウォール・ホールディングスの中でも、最底辺に位置するお荷物部署だった。プレストンが社長に就任した際、社内では「御おん曹ぞう司しが左さ遷せんされた」と噂うわさになったものだ。

　これまでの事業をすべて見直し、やる気のない社員を一いつ掃そうして優ゆう秀しゆうな人材を集め……お荷物部署だった会社は、今やヴァンダーウォール・ホールディングスのイメージアップに大いに貢献する顔になった。利益は微び々びたるものだが、社会貢献をすることでこれまで莫ばく大だいな費用をかけてきた宣伝活動をしのぐ効果を得られるようになり、その手しゆ腕わんが認められ、昨年プレストンは取とり締しまり役やくに昇しよう進しんした。

「なんかすごくわくわくしてきました。幼い従妹いとこが小麦アレルギーで、食事に苦労してるんです。キヌアを勧すすめたんですが、米に比べて割高で、料理の方法も限られるみたいで。アメリカでキヌアの栽培が盛んになって加工食も増えれば、アレルギー患かん者じやにとってもすごくいいと思うんですよね」

　凜の言葉に、言うつもりのなかった思い出が口をついて出そうになる。すんでのところで飲み込んで、プレストンは空き缶かんを持って立ち上がった。

「それにはまず、ここを脱だつ出しゆつしてアメリカに帰らないとな。さて、食事が終わったら寝ね床どこ作りだ」

　クルーザーから持ち出したレジャーシートを、砂の上に広げる。

「きみはここで寝ねろ」

「え、でも……レジャーシートは一枚しかないんですよね」

「俺はいい。まあどっちにしても、明日の朝にはお互たがい砂まみれだ。海で洗い流すとしよう」

　くっつけばふたり並んで寝ることができそうだが、そんなことをしたら夜中に獣けだものと化してしまいそうだ。

　凜は、いっときの性せい欲よくをぶつけていい相手ではない。

（ウェズリーたちが別れたとしても、プロジェクトの件でつながりを保てることになったしな。焦あせりは禁物だ）

　最初は欲よく望ぼう、次し第だいに親愛の感情を抱いだくようになり、やがて執しゆう着ちやくを覚えるようになった。凜と目が合うたび、言葉をかわすたびに募つのっていくこの気持ちこそが、恋れん愛あい感情というやつなのかもしれない。

　そういった理り屈くつを抜ぬきにしても、プレストンは凜と一いつ緒しよにいたかった。一緒にいるためには、凜を怯おびえさせたり嫌きらわれたりするような真ま似ねは慎つつしまなくてはならない。

「月が結構明るいですね」

「本当だ。これなら焚たき火を消しても真っ暗くら闇やみにはならないな」

　話しながら、空き缶で海水を汲くんできて火を始末する。

　月明かりだけになると、プレストンは凜の存在をより強く意識した。

　焚き火を挟はさんで距きよ離りを置こうかとも思ったが、万が一夜中に誰だれか、あるいは動物などに襲おそわれた場合を考えると、できるだけ近くで寝たほうがいいだろう。

　少し迷って、プレストンはレジャーシートから二メートルほど離はなれた場所に腰こしを下ろした。

「何かあったら大声を出して知らせろ」

「はい……おやすみなさい」

　会話が途と切ぎれると、波の音がやけに耳につく。仰あお向むけに横たわり、プレストンは星が瞬またたく空を見上げた。

「あの……訊きいてもいいですか？」

　凜が、囁ささやくように話しかけてくる。

「ああ、俺に答えられることなら」

　寝ね返がえりを打ち、プレストンは凜のほうへ向き直った。

「さっき何か言いかけてましたよね。従妹が小麦アレルギーだって話をしたときに」

　凜に気づかれていたと知って、プレストンは苦く笑しようした。

　なんでもないと言ってごまかすこともできるが……星空の下もとにいると、すべてを吐はき出してしまいたくなる。

「……ああ。思い出したんだ。俺が子供の頃ころ、知り合いに小麦アレルギーの子供がいて」

　少しためらってから、プレストンは起き上がって砂の上にあぐらをかいた。

「知ってるかもしれないが、俺は養子だ」

「…………知りませんでした」

「養子といっても赤の他人ではなく、今の父親は叔父おじだけどな。つまり俺とウェズリーは、正確には従兄弟いとこ同士だ」

「そうだったんですか……」

　凜も起き上がり、レジャーシートの上に膝ひざを抱かかえて座る。

　薄うす闇やみの中、ちらりと覗のぞいた白い太ふと腿ももから視線を引きはがしながら、プレストンは言葉を続けた。

「俺の父親──ヴァンダーウォール家の長男は、大学時代に知り合った女性と恋こいに落ちた。女性のほうは貧しい家庭の出身で身寄りもなく、父は家族に結けつ婚こんを猛もう反はん対たいされた。それで、ちょうど今のウェズリーと蘭みたいに駆かけ落ちしたんだ」

　打ち明けると決めたものの、ぎこちない口調になってしまう。

　凜は口を挟まず、じっとこちらを見つめていた。

「ふたりは全米各地を転々としたあと、オハイオ州の小さな町に落ち着いた。父は地元の新聞社の記者になり、やがて俺が生まれて、それほど豊かな暮らしではなかったが、それなりに幸せに暮らしていた。けど、俺が五歳のときに父が交通事故で亡なくなり、状じよう況きようが一変した」

　そばに置いてあったペットボトルを手に取り、水をひとくち飲んで続ける。

「父が亡くなったとき、叔父が援えん助じよを申し出てくれた。けれど母は、結婚に反対したヴァンダーウォール家の人間を憎にくんでいた。息むす子こを奪うばわれるのではないかと恐おそれ、夜よ逃にげ同然に生まれ故郷のフィラデルフィアへ身を潜ひそめ、次第に酒に溺おぼれるようになり……ま、あとはお決まりの転落コースだ」

　そのあたりの詳しよう細さいはまだ口にする気になれなくて、プレストンは敢あえて軽く肩かたをすくめてみせた。

「やがて家賃が払はらえなくなってアパートを追い出されて、半年ほど路上生活もした。アウトドア生活のノウハウは、ボーイスカウトよりもそのときに身についたといったほうが正しいな。教会や慈善団体で提供される食事がすごくありがたかったのを覚えてる」

「……苦労されたんですね」

「どうかな。路上生活者の中には、もっと大変な状況の人もいたから。さっきの小麦アレルギーの子供とも、路上生活をしていたときに知り合ったんだ。今はどうなってるかわからないが、当時はどこの配給所もアレルギー対策まで手がまわっていなかった。親もドラッグ中毒でそれどころじゃなくて、ある日小麦が入っていることを知らずに口にした食事が原因で、その子供は短い生しよう涯がいを終えてしまった」

「…………」

　薄闇の向こうで、凜が息を吞のむ気配がする。

　淡たん々たんと話してはいるが、プレストンにとってもつらく悲しい思い出のひとつだ。

「その後まもなく、俺の母親もアルコールが原因で命を落とした。児じ童どう養よう護ご施し設せつに入れられて数日後、叔父が迎むかえに来てくれた。初めてヴァンダーウォール家を見たとき、びっくり仰ぎよう天てんしたよ。絵に描かいたようなシンデレラストーリーだが、それまで路上生活をしていた子供がいきなり大だい富ふ豪ごうの家に馴な染じめるわけがない。叔父夫ふう婦ふは優やさしかったが、その頃まだ元気だった祖父が押しつけようとする価値観には反発しか感じなかった」

「反はん抗こうしたんですか？」

「したした。祖父とはとっくみあいの喧けん嘩かになったこともある。まあ、俺が大人になる頃には和解したけどな」

　凜がくすりと笑い、プレストンも表情をやわらげた。

「家族との軋あつ轢れきも大変だったが、それ以上にきつかったのが周囲からの視線だ。俺の存在は、ゴシップ好きの連中の格好の餌えさだった。そういう連中を見返すために、過去を封ふう印いんして上流階級の人間になりきってやろうと決意した」

「……あなたは、生まれながらの御曹司で苦労知らずなのだと思ってました」

「そう見えるように努力してる」

「……すみません。最初に会ったときに僕が言った言葉、すごく無神経でしたよね」

「何が？」

「蘭が妊にん娠しんしたらどうするんだって」

　凜に言われて、ようやくプレストンは思い出した。蘭に子供ができた場合、その子供はまさにプレストンと同じ立場だ。

「ああ、あれか。ま、たしかにあのときはかちんと来たな」

「ほんと失礼なことを言ってしまいました。ごめんなさい」

「謝るな。きみは事情を知らなかったんだし、きみの言うことにも一理ある。子供は、幸せに育つことができる環かん境きようを整えてから迎えるべきだと俺も思うしな」

　ごろりと仰向けになり、星空を見上げる。

「けど、もし蘭が妊娠していたとしても心配するな。ふたりが別れたとしても、ウェズリーには父親としての責任を果たさせる。俺が叔父にしてもらったように、俺もできる限り協力する」

「ありがとうございます……それを聞いて安心しました。もちろん僕も協力します」

「まだできたかどうかもわからないのに、早くも赤ん坊ぼうが大人気だな」

　凜のほうへ顔を向けると、月明かりの下で凜が微ほほ笑えむのがわかった。

　優しい笑えみに、心がじんわりと熱くなる。

「……まったく、野宿ってのはどうもいかんな。屋根がない場所で寝ねるってだけで、なぜか何もかもぶちまけたくなっちまう」

　身の上話をしてしまった気き恥はずかしさがこみ上げてきて、ぶっきらぼうな言い方になってしまった。

「心が解放されているってことじゃないですか？」

「かもな」

　──心のドアが開いてしまったのは、野宿のせいではない。路上生活中もボーイスカウトでのキャンプのときも、プレストンは今まで誰かにここまで心を開いたことはなかった。隠かくしたいと思っていた過去を洗いざらい話してしまったのも、今回が初めてだ。

　凜と一緒にいると、なぜか戸と締じまりが緩ゆるんでしまう。

　自分のことを知って欲しいと思い、凜のことももっと知りたいと思ってしまう。

（……やばいな。これは本格的にやばい）

　ついに自分も、恋に落ちてしまったようだ。

　心から愛せる伴はん侶りよなど、一生現れないのではないかと思っていたが……。

「……おしゃべりが長くなってしまったな。もう寝よう」

「はい……おやすみなさい」

　凜が呟つぶやき、ごそごそと寝返りを打つ音がする。

　目を閉じても、プレストンはなかなか寝つけなかった。

　高こう揚ようと興奮、そして隣となりで眠ねむる凜が愛いとおしくてたまらない気持ち──。

（凜を俺のものにする。絶対に）

　そのためにはどうすればいいか。

　寝返りを打って凜に背を向け、プレストンは策略を巡めぐらせることにした。










　　　　５




　──誰だれかが大声で騒さわいでいる。

（またアパートの誰かが徹てつ夜やでパーティしてるのかな）

　目を閉じたまま、凜はため息をついた。こういうときのために常備している耳みみ栓せんを取ろうと寝ね返がえりを打つ。

「……ん……」

　ナイトテーブルを探さぐろうとし、手に触ふれたざらざらした感かん触しよくにぎくりとする。

「!?」

　目を開けると、目の前に白い砂すな浜はまが広がっていた。大声で騒いでいるのは上空を舞まうカモメの群れだ。

（……そうだ……昨日船で遭そう難なんしたんだった……）

　夢だったらよかった。しかしこれが現実だ。

　起き上がろうとして、凜は自分のいる場所だけ日ひ陰かげになっていることに気づいた。

　レジャーシートのそばに、衝つい立たてのようなものが置いてある。長い枝を何本か組み合わせた上に大きな葉をかぶせたもので、それが凜を日差しから守ってくれていたのだ。

「プレストン？」

　立ち上がって、あたりを見まわす。海のほうへ視線を向けると、ちょうどプレストンが浅あさ瀬せに乗り上げたクルーザーから荷物を持って下りてくるところだった。

　身につけているのは、昨日干していた黒いボクサーブリーフのみ。逞たくましい肩にロープの束を担かついだ姿に、ついつい見とれてしまう。遠目にも頰ほおや顎あごの髭ひげが伸のびているのがわかって、乱れた髪かみと相まってやけにセクシーだ。

　はっと我に返り、凜は自分の格好を見下ろした。幸いバスローブの前ははだけていなかったが、緩んでいたベルトをきっちり結び直す。

「プレストン！」

「おはよう」

　目が合うと、プレストンが笑顔で手を振ふってくれた。遭難して無人島に漂ひよう着ちやくした人とは思えないような、明るく爽さわやかな笑顔だ。

「おはようございます。あの、日ひ除よけをどうもありがとうございました」

　下着姿の彼にどぎまぎしてしまい、衝立のほうへ視線を向ける。

「ああ、日が当たって眩まぶしそうだったから。なかなかよくできてるだろう？」

「ええ、おかげさまで寝ね過すごしちゃったみたいで」

「まだ七時を過ぎたばかりだ」

　腕うで時ど計けいを見ながら、プレストンが言う。凜の安物の腕時計は昨日壊こわれてしまったが、プレストンの高級そうな時計は無事だったらしい。

「いいニュースがふたつ、悪いニュースがひとつある」

「悪いほうからお願いします」

「きみが眠っている間に、砂浜を伝って島をぐるっと一周してきた。やはり無人島だ」

「そうですか……。まあ覚かく悟ごはしてました。一周どれくらいでした？」

「四十分くらいかな。小さな島だ」

「近くに島は見えましたか？」

「反対側の浜はま辺べからいくつか岩がん礁しようが見えたが、島は見えなかった。まだ海上が煙けむっててよく見えなかったから、午後にもう一度見に行ってみるよ」

「では、いいほうのニュースは？」

「近くで、真水が細い川になって海へ流れ出しているのを見つけた。小さな島だから、泉もすぐに見つかるだろう。あとで行ってみよう」

「それはすごく嬉うれしいニュースです」

　泉があるらしいと聞いて、凜は目を輝かがやかせた。真水があれば、飲料だけでなく髪や体を洗うことができる。海水でも洗えないことはないが、塩分でべたつくのがどうにも気持ち悪い。

「もうひとつ、俺たちの荷物は無事だった。もしかしたらちょっと濡ぬれてるかもしれないが、服は乾かわかせば着られるだろう」

「よかった！　ありがとうございます」

　服が無事なら、着き替がえることができる。少々潔けつ癖ぺき症しようのきらいがある凜にとって、同じ服──特に下着を何日も換かえられないのは大きなストレスなのだ。

　受け取ったキャリーバッグを、砂浜の上で広げる。年季の入った鞄かばんだが、幸い中は濡れていなかった。

「これはまた、お手本のようなパッキングだな」

　上から覗のぞき込んだプレストンが、整然と並んだ服や洗面道具を見て感心したように言う。

「ええ、家のクローゼットや引き出しもこんな感じです。蘭には病的な感じがするって言われますけど」

「なんと言われようと気にしなくていい。整理整せい頓とんは美徳だ」

　言いながら、プレストンもスーツケースを開ける。乱雑というほどではないが、いかにも適当に突つっ込んだ感じのパッキングだ。

「服が無事で、ちょっと残念だな。今朝日除けを作ったときに、椰や子しの葉で腰こし蓑みのも作れそうだと思ってたんだが。そのほうが無人島生活っぽいだろう？」

「僕は遠えん慮りよしたいです」

「きみの場合、ターザン的な腰蓑よりも人魚姫ひめみたいな貝かい殻がらのビキニが似合いそうだ」

　プレストンの口から飛び出した衝しよう撃げき的なセリフに、凜は目をむいた。

「な……何言って……っ」

「おっと、セクハラ発言だったかな」

　プレストンが、両手を上げておどけてみせる。しかし青灰色の瞳ひとみは奇き妙みような熱を帯びており……その視線が自分のバスローブの胸に向けられていることに気づいて、かあっと頰が熱くなる。

（……胸、見られたんだっけ）

　無意識にバスローブの前をかき合わせて、凜はくるりと背を向けた。

　薄うす桃もも色いろの乳ち首くびは、凜のコンプレックスのひとつだ。自分では意識したことがなかったのだが、高校生のときにロッカールームで同級生に「おまえの乳首、なんか妙みようにエロいな」とからかわれたことがきっかけで、コンプレックスを抱いだくようになった。

　たしかに、雄お々おしさとは無む縁えんの箇か所しよだ。かといって女性的なわけでもない。乳輪も突とつ起きも小さいし、百ひやつ歩ぽ譲ゆずって中性的と表現するにしても、自分ではまったくエロティックだとは思えなかった。

　しかし一部の男性は凜の乳首にエロスを感じるらしく……普ふ段だんはそれほどでもないのに、海やプールへ行くと男性から声をかけられることが多くなる。

　実を言うと、大学の寮りようでも風ふ呂ろ上あがりに同級生に押し倒たおされて乳首にむしゃぶりつかれたことがある。怖こわくて気持ち悪くて、渾こん身しんの力で突き飛ばして逃にげた。以来、他人──特に同性の前で迂う闊かつに晒さらさないよう、細心の注意を払はらっていたのだが……。

　バスローブの下で、いつのまにか乳首がつんと尖とがっていた。

　しかも、心臓のどきどきとは別に、尖った乳頭の部分がじんじんと疼うずいている。

（プレストンは、別にいやらしい下心があってシャツを脱ぬがせたわけじゃない。それに、いちいちそんなところ見てるわけがない）

　そう自分に言い聞かせるが、乳首の疼きは収まらなかった。

「おいおい、本気に取るなよ。冗じよう談だんだって」

　背を向けて黙だまり込んだ凜に不安になったのか、プレストンが軽い口調で混ぜっ返す。

「わかってます」

　今度はなぜか、冗談だという言葉に傷ついてしまう。自分でも、自分が何に怒おこって何に傷ついているのかよくわからなかった。

「……じゃあ朝食にしようか。今朝はコーヒーが飲めるぞ。船の中にインスタントコーヒーがあった。ケトルとマグカップ、食器類も少しあったから持ってきた」

「本当に？　まさかここでコーヒーが飲めるとは思いませんでした」

　ちらりと振り返り、もう怒っていないという意思表示のために無理やり笑えみを浮うかべる。

「ここの潮の満ち引きがどれくらいかわからないが、もしかしたらクルーザーが流されるかもしれない。碇いかりを下ろしたいんだが、故障していて動かないんだ。朝食が終わったら、使えそうなものを全部運びだそう」

「そうですね。また昨日みたいに急な嵐あらしが来るかもしれませんし……」

　雲ひとつない空を見上げて、凜は頷うなずいた。

　昨日も青空で、まさかあんな嵐が来るとは思いもしなかった。海の天気は変わりやすいし、用心したほうがいいだろう。

「下着一枚で朝食というのもなんだし、一応服を着るかな」

　言いながら、プレストンがスーツケースから引っ張り出したジーンズを穿はき始める。

　服を脱ぐのは当然エロティックだが、服を着るという行こう為いも同じくらい官能的だということを、凜は初めて知った。







　インスタントコーヒーを淹いれ、ビスケットと今朝プレストンが船の中から見つけたチョコレートを食べて、凜はプレストンとともに荷物を運び出す作業に取りかかった。

「念のために救命ボートも運び出しておきましょう」

「そうだな」

　プレストンが、甲かん板ぱんに設置された救命ボートを取り外そうと試みる。しかしボートは押しても引いてもびくともしなかった。

「変ですね。緊きん急きゆう時には簡単に外れるようになっているはずなのに……」

「船体が傾かたむいて、どこか歪ゆがんだのかもしれないな」

　屈かがんで膝ひざをつき、凜はボートの周囲を点検した。プレストンも同じように膝をつき、凜の手元を覗き込む。

「ボートはこれひとつだけですよね？」

「ああ。操そう舵だ室の船内案内図を確かめたが、これだけだ」

「この、取りつけてある台自体を外すのは？」

「いい考えだ。どっちにしても船は弁べん償しようすることになるから、この際壊しても構わない。工具箱を持ってこよう」

　プレストンが、操舵室に工具を探しに行く。

　波が高くなってきたのか、それともどこかに穴が空いて浸しん水すいし始めたのか、さっきよりも甲板の傾けい斜しやがきつくなってきた気がする。

　立ち上がって手すりに摑つかまろうとしたところで、ふいに船体が大きく揺ゆれた。

「うわ……っ！」

　甲板に尻しり餅もちをつき、思わず声が出てしまう。

「凜！　大だい丈じよう夫ぶか！」

　ひどく慌あわてた様子で、プレストンが操舵室から飛び出してきた。

「ええ……」

「いったん船から下りたほうがいいな。ゆっくりこっちに来い」

　言いながら、プレストンが手を差し伸のべる。

（え、まさか、手をつなぐの!?）

　そこまで緊急事態ではないような気がするのだが……目を白黒させながら、凜はプレストンの大きな手を見つめた。

　ここで「結構です」と断るのもおかしい気がする。かといって、自分から彼の手に触ふれるのはなんだか気き恥はずかしい。

　凜の逡しゆん巡じゆんは、長くは続かなかった。船体が更さらに大きく揺れて甲板から滑すべり落ちそうになり、摑まらざるを得なくなったのだ。

「凜！」

　凜が摑まろうとするよりも早く、大きな手が凜の手をがっちり捕とらえる。

　プレストンの手に摑まれたとたん、凜の中に安あん堵どと高こう揚ようが押し寄せてきた。

　海水浴で冷えた体を温かいバスタオルでくるまれたような、何もかも委ゆだねてしまいたくなるような温ぬくもり──。

「まずいな。浸水してるみたいだ。急ごう」

　プレストンに肩かたを抱だき寄せられ、はっと我に返る。

（今は意識してる場合じゃない！）

　ゆうべは砂すな浜はまに乗り上げるような格好だったが、潮がひたひたと満ちてきている。思っていたよりもスピードが速く、いつのまにか船はすっかり海水に浸つかっていた。

「せっかく乾かわかした服が濡ぬれるな」

「構いません。どうせ体を洗おうと思ってましたし……うわっ！」

　いきなりプレストンに担かつぎ上げられて、凜は驚おどろいて目を見開いた。

「ちょ、ちょっと、下ろしてください……っ」

「ふたりとも濡れ鼠ねずみになることはないだろう」

　軽々と凜を肩に担ぎ上げ、プレストンがざぶざぶと太ふと腿ももまで海水に浸かって歩く。　>>>♥

「そんなに深くないし、ほんともう、下ろしてください！」

「もうすぐ砂浜だ」

　必死で訴うつたえるが、結局波打ち際ぎわまで運ばれてしまった。

「……ありがとうございます」

　蚊かの鳴くような声で礼を言い、赤くなった顔を見られないよう俯うつむく。

　プレストンのジーンズはすっかり濡れて脚あしに貼はりつき……そのせいで股こ間かんのどっしりした膨ふくらみが強調されていて、慌てて凜は目をそらした。

　心臓がどきどきして、顔も耳も熱い。プレストンにとっては荷物を運ぶのと同じなのだろうが、意識があるときに突とつ然ぜん抱き上げられると気持ちが隠かくせなくなってしまう。

「船が流されそうだ。きみはここで待ってろ」

　再び海に入ろうとしたプレストンを、慌てて凜は引きとめた。

「待って！　無理に追わなくていいです。あなたまで一いつ緒しよに流されたら……っ」

　救命ボートを取り出せなかったのは残念だが、深追いしてプレストンが怪け我がでもしたら大変だ。

「俺は平気だ。泳ぎには自信がある」

「阻そ止しできたとしても、あんなに大きな船、ロープでつなごうにもつなぐ場所がないし！」

「……それもまあ、そうだな」

「遭そう難なんのことは、レンタル会社の人が気づいてるんじゃないですか？」

「どうかな。三日間先さき払ばらいで借りてるから、三日後まで動きはないんじゃないかな」

「……そんな……」

「レンタル会社はあまり当てにならないが、俺の携けい帯たいが通じないことを本社の連中が不ふ審しんに思っている頃ころだ。バイルズ島のホテルに到とう着ちやくしていないとわかれば、捜そう索さくを要よう請せいしてくれるだろう」

　それを聞いて、凜は少し気持ちが落ち着いた。

　それでもやはり……壊こわれているとはいえ、クルーザーがどんどん沖おきのほうへ流されていくのを見るのはつらい。

「まあ、ボート以外の必要なものはだいたい取り出せた。あとはゆっくり救助を待つとしよう」

「……そうするしかないですよね……」

「船も流されたことだし、ここにとどまる理由はなくなった。泉のそばへ引っ越こしだ」

　プレストンのポジティブな考え方に、凜は救われる思いだった。自分ひとりだったら、流されていく船をいつまでも見つめて落ち込んでしまいそうだ。

　キャリーバッグを手に、プレストンが見つけたという真水が流れ出ている場所へ向かう。

　流れをたどっていくと、ほどなく森の中に水源が見つかった。二メートル四方のほんの小さな泉ではあるが、ありがたくて凜には後光が差して見えた。

　マグカップですくった水を口に含ふくみ、プレストンが味を確かめるように舌で転がす。

「このまま飲んでも問題なさそうだが、念のために一応煮しや沸ふつしよう」

「さっそくですけど、僕、体を洗いたいです」

「そうだな。髪かみも体も塩でべたべただ」

　言いながらプレストンがさっそくＴシャツを脱ぬごうとしたので、凜は慌てて言い足した。

「交こう替たいで洗いましょう！　その、ふたり同時に裸はだかになったら、何かあったときに困るし……っ」

　Ｔシャツを脱ぎかけたまま、プレストンがなんとも言えない表情で固まる。

「……そうだな。いや、失礼。つい、ロッカールームと同じ感覚で」

　冗じよう談だんめかして笑い飛ばされるかと思ったが、プレストンはひどく恐きよう縮しゆくした様子だ。

（今朝、僕が過か剰じように反応してしまったから……）

　なんとも気まずい空気になってしまい、取り繕つくろおうと言葉を探す。

「ロッカールームってことは、何かスポーツやってらっしゃるんですか」

「ああ……大学までずっと水泳をやってた。今も週に三回は泳いでる」

「水泳？　ここではすごく役に立ちそうですね」

「そうだな。長距離が専門だったから、もし対岸に島が見えればきみを筏いかだに乗せて引っ張って泳ぐよ」

　頼たのもしいセリフに、思わず凜はくすくすと笑った。

「じゃあさっそく筏作りに取りかからないと」

　ぎこちなさの残る会話だったが、努めて意識しないようにした。

　泉で体を洗うときも、プレストンに見られないか冷や冷やしてしまいそうだ。

（いやいや、プレストンはわざわざ僕の裸なんか見ようと思わないって！）

　けれど、考えてみたらプレストンがどういう性的指向の持ち主か知らない。

　もしもゲイもしくはバイセクシャルだとしたら……自分にも少しはチャンスがあるのだろうか。

（……たとえプレストンが同性もＯＫだとしても、僕はまず対象外だな）

　凜の通う大学にも水泳部があるが、長身マッチョでイケメン揃ぞろいの、人気者の集団だ。長年水泳をやっていたということは、周りにはああいう体格のいい魅み力りよく的な男性がたくさんいたはずで、地味でやせっぽちな自分など論外だろう。

「先に使え。俺は荷物を取りに行ってくる。戻もどってきたら声をかける」

「ではお言葉に甘えて、お先に」

「何か危険が迫せまってきたら、裸でも迷わず逃にげるんだぞ」

「ええ、僕も命が惜おしいので、そのときは全ぜん裸らでダッシュします」

　プレストンの背中を見送り、凜は急いで服を脱いだ。

　まずは両手で水をすくい、顔を洗う。

（気持ちいい……）

　荷物の中に念のために持ってきたシャンプーとボディソープがあるが、この美しい大自然の中で使うのははばかられた。

（一応オーガニックだけど、百パーセント天然素材ってわけじゃないし……）

　プレストンの言うとおり、まもなく救助が来てくれるだろう。二、三日ならシャンプーやボディソープを使わなくても我が慢まんできそうだ。

　髪についた砂を払はらい、水をかけて地じ肌はだを丁てい寧ねいにマッサージする。全身を水で清めると、不安な気持ちも一緒に洗い流されていくようだった。







　交替で体を洗って昼食をとり、午後はプレストンは竈かまど作り、凜は洗せん濯たくと寝ね床どこ用に集めた枯かれ草を日に干す作業に精を出した。

　今朝日ひ除よけ用に作ってくれた衝つい立たてをアレンジし、プレストンはそれぞれのトイレも作ってくれた。

「昔飼ってた猫ねこを思い出すよ」

　作業の手を止めて、プレストンが呟つぶやく。

「猫、飼ってたんですか」

「飼っていたというと語ご弊へいがあるな。ホームレスをしていたとき捨てられた仔こ猫ねこを見つけて、仲間の子供たちと一いつ匹ぴきずつ持ち帰って世話をしてたんだ。こんなふうに、空き地にトイレを作ってやった」

　プレストンが自分からホームレス時代の話をしてくれたのが意外で、凜は目を瞬またたかせた。

「なんて名前だったんです？」

「メイプル……正式名はメイプルシロップ。メイプルシロップみたいなこくのある茶色の猫だった」

　昔を懐なつかしむように、プレストンが視線を宙にさまよわせる。

「たっぷり餌えさを食べさせてやりたかったんだが、自分たちが食うのに精せい一いつ杯ぱいでな。せめて居い心ごこ地ちのいい寝床やトイレを用意してやりたくて、ものがないなりにいろいろ工く夫ふうした」

「メイプルは……」

「残念ながら、仔猫たちはみんな一ヶ月も生きられなかった。自分の無力さを思い知らされたよ」

　手を払いながら立ち上がったプレストンに、凜はかけるべき言葉が見つからなかった。

「ヴァンダーウォール家に引き取られることが決まったとき、真っ先にこれで猫が飼えると思った。けど、母が猫アレルギーでね。大学は寮りよう住まいだったし、独立したら飼おうと思っていたんだが……どうして今の今まで、こんな大事なことを忘れていたんだろう」

「今はひとり暮らしなんですか？」

「ああ。マンハッタンの高層マンションの、インテリア雑誌に出てくるような優ゆう雅がで洒しや落れた部屋に住んでいる。そうか、わかったぞ。どうしてあの部屋が空くう虚きよで味気ないのか。猫がいないからだ」

　プレストンのおどけた言い方に、凜はくすくすと笑った。

「それじゃあ、ニューヨークに帰ったらまず猫を探さないといけませんね」

「そうだな。メイプルみたいな色のがいい。保健所とかボランティア団体が里親探しをしているだろう」

「ＬＡの実家で猫を飼ってるんですけど、うちの猫も保健所から引き取ったんです。猫を飼うと手もかかりますけど、家に帰るのが楽しみになりますよ」

「家に帰る楽しみか。仕事から帰って寝ねるだけという単調な生活が一変しそうだ」

「ニューヨークに帰る楽しみもできましたね」

「きみは？　この島から脱だつ出しゆつできたら、まず何がしたい？」

　プレストンの質問に、凜はしばし考え込んだ。

「うーん……まだ遭そう難なん二日目ですし、特にこれがしたいというのは……。まずは研究室の教授に電話して、今週の講義のアシスタントを誰だれか別の人に代わってもらえるように頼みます」

　真面目まじめに考えて答えると、プレストンがぷっと噴ふき出す。

「まったくきみは、本当に……」

「ええ、面おも白しろみのない人間だってことはよくわかってます」

「いやいや、きみといるとすごく楽しいよ。いろいろと、実に新しん鮮せんだ」

「……それはどうも……言葉どおりに受け取っておきます」

「言っただろう。きみとは本音で話すと」

「あなたのような人と接したのは初めてなので、何かと勝手がわからないんです」

「俺のような人というのは？」

「全米有数の大だい富ふ豪ごうの御おん曹ぞう司しで、エリートビジネスマンで……とにかく、住む世界が違ちがう人」

「ニューヨークではそうかもしれないが、ここではそういう肩かた書がきは無効だ。今の俺は、ちょっとばかりアウトドアに通じているってだけの、ただの男だ」

　プレストンの言葉に、凜は苦く笑しようした。

　ただの男のわけがない。肩書きが無効でも、プレストンは充じゆう分ぶんに魅力的だ。

　むしろ、ニューヨークのオフィスにいたときよりも野性的で頼もしくて……。

「さて、工事も終わったことだし、ちょっと海を見に行かないか」

　話しかけられて、慌あわててプレストンの魅力について考えるのを中断する。

「今朝岩場を見つけたんだが、魚がたくさんいた。うまくいけば、夕食用に捕ほ獲かくできるかもしれないぞ」

「いいですね。行ってみましょう」

　魚を捕とると聞いて、思わず凜は顔をほころばせた。







　最初に流れ着いた場所に戻り、その少し先まで歩くと、やがて浅あさ瀬せに大きな岩がいくつか突つき出ているのが見えてきた。周辺に小さな岩が点在しており、魚たちにとって棲すみ心ごこ地ちの良さそうな岩場になっている。

「足元が悪いから気をつけろ」

　軽かろやかに岩を伝って、プレストンが先導する。

「はい……うわ、なんかいっぱいいる！」

　澄すんだ海水の中、小さな魚の大群が見える。それを取り巻くように、鮮あざやかな黄色い魚も数匹ひき泳いでいた。

「すごい。近づいても全然逃げないんですね」

「人に慣れてないから、警けい戒かい心しんが薄うすいんだろう」

「綺き麗れいな魚ですけど……こういう熱帯魚みたいなのって食べられるんですか？」

「前にジャマイカに来たとき、鮮やかなブルーの魚の料理を食べたことがある」

「へえ……食べられるんですね」

「そこにいるオレンジの派手なやつは、なんとなく毒を持ってそうで怖こわいけどな」

「ああ、たしかに……あれは食べる気が起きませんね。茸きのこなんかも、見た目が派手なやつが危ないって言いますし」

「無人島生活が長引くようなら、俺たちも本ほん腰ごしを入れて食べられる魚や植物を探さないとな」

「ここに来る途と中ちゆうで見かけた椰や子しの実は食べられそうです。問題は、どうやって取るかですけど」

「俺が華か麗れいなる木登り技わざを披ひ露ろうするチャンスだな」

　しゃべりながらじっと海中を覗のぞき込んでいたプレストンが、「あれだ。あの青いの」と指を指した。

　岩の陰かげから、平たくて大きな魚がぬっと現れたところだった。口をぱくぱくさせ、目玉をぎょろつかせているところまではっきりと見える。

「結構大きいですね……」

　思わず声を潜ひそめ、水面みなもに影かげが映らないように一歩あとずさる。

　プレストンは無言で、長い枝の先を削けずっただけのシンプルな手製の銛もりを構えている。

　ごくりと唾つばを飲み込み、凜はプレストンの手元を見守った。波が岩に当たって砕くだける音、背後の木々が風に揺ゆれる音……まるでこの世にふたりきりになってしまったような錯さつ覚かくに囚とらわれる。

　プレストンを意識しているときのどきどき感とはまた違った、奇き妙みような興奮がこみ上げてくる。狩しゆ猟りようという原始的な行こう為いが、文明の中にいるときには眠ねむっていた本能を呼び覚ましたのかもしれない。

「──！」

　プレストンの逞たくましい腕うでに力がこもり、銛が海中に突き入れられる。

　銛の先せん端たんは、見事に青い魚を捕らえていた。

「うわ、す、すごい……っ」

　驚おどろいて声を上げると、プレストンがふっと詰つめていた息を吐はき出した。

「……俺もびっくりした。一発で仕留めたな」

「すごいです、うわー……今のほんとすごかった」

　興奮して、凜は「すごい」をくり返した。それ以外に言葉が出てこない。

「ビギナーズラックだな。魚たちが警けい戒かいし始めたらこうはいかない」

　プレストンが、魚が銛から外れないよう慎しん重ちように海から引き上げる。五十センチはありそうな青い魚は、抵てい抗こうするようにびちびちと跳はねて凜の顔に水みず飛沫しぶきを浴びせた。

「今夜はご馳ち走そうですね」

「ああ。ワインでもあれば最高なんだが」

　言いながら、プレストンが持ってきた袋ふくろに魚を入れ、口を閉める。

「さて、夕食の材料は確保できた。救助はまだ来ないみたいだし、夜まで何をして過ごそうか」

「島の向こう側を探たん索さくするのは？」

　凜の提案に、プレストンが軽く眉まゆ根ねを寄せた。

「今から遠出してもし迷いでもしたら、帰る頃ころには暗くなる。探索はまた今度にしよう。それより海水浴は？　せっかくバハマに来たっていうのに、まだ一度も海水浴をしていない」

「海水浴……？」

　微び妙みような表情を浮うかべて、凜はプレストンを見上げた。

「こんなときに何を吞のん気きなこと言ってるんだって顔だな。けど、こんな大変な状じよう況きようだからこそ、楽しむことも大事だ」

「……そうですね、たしかに」

　吞気なことを言っていると思ったわけではなく、海水浴となると肌はだを晒さらさなくてはならないことに躊ちゆう躇ちよしたのだが……。

「きみは綺麗好きだから、せっかく一ひと風ふ呂ろ浴びたのにまた塩でべたつくのが嫌いやなんだろう？　また水浴びすればいい」

「ええ……そうなんですけど、僕は日に焼けると肌が炎えん症しようを起こすんです。海水浴は夕食のあと、日が落ちてからにしません？」

　凜の提案に、プレストンは軽く眉まゆをそびやかした。

「まあ……それもいいかもな。夜の海水浴のほうがロマンティックだ」

　ほっとしながら、凜は頷うなずいた。炎症云うん々ぬんも決して噓うそではないのだが、コンプレックスを持つ胸を明るい日差しのもとに晒すのは避さけたい。

（念のためにＴシャツ着て泳ごう……）

　プレストンが自分の胸に欲よく情じようするとは思えないが、用心するに越こしたことはない。

（というか、むしろ僕のほうが、プレストンに胸を見られたら興奮してしまいそう……）

　青灰色の瞳ひとみに見つめられることを想像しただけで、シャツの下で乳ち首くびがきゅんと縮こまる。

「じゃあ、帰ってさっそく魚を焼いて、早めの夕食にしよう」

「ええ」

　ぎくしゃくした足取りで、岩場を伝って砂すな浜はまに戻もどる。

　いったん意識し始めると、シャツの布地が擦こすれるわずかな刺し激げきさえも官能につながってしまいそうだった。







「多分ジャマイカで食べた魚と同じだと思うが、念のためにまずは俺が毒見をする」

　焼き上がった魚を前にプレストンがそんなことを言い出したので、凜はぎょっとした。

「そんな、怖いこと言わないでください。もしあなたに何かあったら、僕はどうお詫わびしていいか……っ」

「大おお袈げ裟さだな。大だい丈じよう夫ぶだよ。ひとくち舌に載のせてみて、妙みような刺激がなければ大丈夫だ」

　凜が止める間もなく、プレストンが魚を半分に切り分け、ひょいとフォークで口に運ぶ。

「うん、大丈夫だ。あっさりした味だけど、なかなか美味うまいぞ」

「え、いきなり食べちゃったんですか？　ちょっと様子見てからのほうが……」

「ジャマイカで食べたときは香こう辛しん料りようで味つけしてあったけど、たしかこんな味だった」

　魚を咀そ嚼しやくしながら、プレストンがこともなげに言う。

　おそるおそる、凜も皿の上の焼き魚に手をつけた。

「……ほんとだ、すごく美味おいしい」

　白身の魚は、味つけしていないにもかかわらず、ほんのり塩味がして美味しかった。できれば醬しよう油ゆかレモンでもかけたいところだが、贅ぜい沢たくは言っていられない。

「明日は蒸むし焼きにしよう。大きな葉っぱに包んで焼くんだ」

「それも美味しそうですね」

　冷めないうちに食べようと、凜は夢中で魚を口に運んだ。

　水から上がっても抵抗を続けていた魚に、実は内心ちょっぴり同情してしまったのだが、だからこそ残さず全部食べたい。

　普ふ段だんは意識することがなかったが、命あるものを食べるという行為をしみじみと味わう。感謝の気持ちが、ごく自然に湧わき上がってくるのを感じた。

　ふと、視線を感じて顔を上げる。

　プレストンが食事の手を止めて、じっと凜を見つめていた。

「……どうしたんですか？」

「ああ……いや、きみが美味そうに食べているところを見てたら、なんかメイプルのことを思い出した。メイプルはきみほどお行ぎよう儀ぎがよくなかったけどな」

　感かん慨がい深そうに言われて、凜は目を白黒させた。

「……猫ねこは魚が好きですよね。自分じゃ絶対捕とらないのに」

「はは、そうだな。いや、自分が捕った魚をご馳走するってのはいいもんだな。レストランで食事をおごるのとは全然違ちがう」

「…………」

　ふいに自分たちが、野生の動物のつがいになった気がして凜はどきりとした。

　獲え物ものを狩かり、巣に持ち帰って家族に与あたえる。あるいは求愛行動の一いつ環かんとして、獲物をプレゼントする。

（な、何考えてるんだ、僕は）

　慌あわてて妙な考えを振ふり払はらい、凜は食事を再開した。しかしプレストンが見つめ続けているので、ひどくぎこちなくなってしまう。

「ケベックの別べつ荘そうの大おお叔父おじが、狩猟や魚さかな釣つりが趣しゆ味みだったと言っただろう？　大叔父は自分で鹿しかや魚をさばいて自給自足に近い暮らしをしてたんだ。なんでそんな面めん倒どうなことを、と思ってたんだが、今わかった気がする。男のロマンだ」

「……人間も動物ですから、狩猟は本能的なものなのかもしれませんね」

「ああ。今それを実感してる」

　自分を見つめる青灰色の瞳が熱を帯びているような気がして、凜は落ち着かない気分で目をそらした。

　プレストンが仕留めた魚をご馳走になる。ただそれだけのことなのに、どうしてこんなに心がざわめいてしまうのだろう……。

「いやいや、明日も魚を捕りに行こう。なんかすごくやる気が出てきた」

「じゃあ魚捕りはあなたに任せて、僕は食べられそうな木の実や野草を探しますね」

「いいね。こういうバカンスも悪くない」

　ひどく上じよう機き嫌げんで、プレストンは皿に残っていた魚を平らげた。







　夕食のあと、凜はプレストンと海水浴をするために服を着き替がえた。

「Ｔシャツを着て泳ぐのか？　もうほとんど日が暮れてるのに？」

　Ｔシャツとハーフパンツという重装備の凜に、プレストンが怪け訝げんそうな顔をする。

　プレストンは潔いさぎよく、というかそれが普ふ通つうなのだろうが、濃のう紺こんのボクサーブリーフ一枚の姿だ。

「ええ、念のために」

「あんまり着込んでると泳ぎにくくて危ないぞ。せめてハーフパンツは脱ぬげ」

「…………」

　たしかに、水を含ふくんで重くなるので危険だ。

　けれど今回の旅行に持ってきた下着は白と薄うすい水色だけで……水に濡ぬれたら透すけてしまいそうで恥はずかしい。

「そんなに脱ぎ渋しぶってるってことは、真面目まじめな優等生が実はど派手なビキニを穿はいてるとか？」

　冗じよう談だんめかしたプレストンのセリフに、凜はつい笑ってしまった。

「まさか。僕の普段の印象どおり、地味すぎる下着です」

「じゃあ問題ないだろう。脱げ」

　この状況で、これ以上脱ぎ渋るのもおかしい。プレストンに背を向けて、凜はそそくさとハーフパンツをずり下ろした。

（Ｔシャツの裾すそで隠かくれるから大丈夫かな）

　白いボクサーブリーフの前を隠すように、Ｔシャツの裾を引っ張る。

　砂浜へ下りていくと、すっかり日の暮れた海を白々とした月明かりが照らしていた。この世のものとは思えない美しさに、思わず息を吞のむ。

「月ってこんなに明るいものなんですね……なんだか空に電球がついてるみたい」

　波打ち際ぎわに足を浸ひたしながら、凜は美しい光景を目に焼きつけようと目を凝こらした。

「思っていた以上にロマンティックだな。そういや夜に海で泳ぐのは初めてだ」

　プレストンが、ざぶざぶと波をかき分けていく。

「夜の海水浴なんて、きっとこの先一生なさそうです」

　プレストンのあとに続いて、凜もそろりそろりと海へ入った。

「記念写真を撮とれなくて残念だ」

「この格好で？　遠えん慮りよします」

「遠浅だが、あまり沖おきに出ると危ないから、泳ぐというより水遊び程度にしておこう」

「賛成です。僕はせいぜい百メートルくらいしか泳げないんで」

「それだけ泳げればいいほうだ。俺はヴァンダーウォール家に来るまでまったく泳げなかった」

　腰こしあたりの深さのところまで来て、プレストンが顔を出したままゆったりと平泳ぎをする。

「どうして水泳をしようと？」

「両親に、何かスポーツを習わないかと言われたんだ。転入した私立学校の同級生は乗馬とかゴルフとかハイソなスポーツをやっている子が多かったんだが、俺は何かあったときに即そく役に立つ技術を身につけたかった。水泳か格かく闘とう技ぎをやりたいと言ったら、母がスイミングスクールに連れて行ってくれた」

「たしかに、水泳と格闘技はいざというとき役に立ちますね」

「そう。考えてみたら貧びん乏ぼう性しようだな。スポーツは本来楽しむためのものなのに」

「でも、今はこうして楽しんでる」

「本当だ。泳ぐこと自体を楽しむのは久しぶりだな……。いつもはジムに行って、ノルマをこなすように淡たん々たんと泳いでるから」

　言いながら、プレストンがくるりと体を回転させて仰あお向むけになる。

「凜、これすごくいいぞ。背泳ぎはできるか？」

「ええ、いちばん得意です」

　凜も海面に仰向けになり、ゆるゆると手足を動かしながら空を見上げた。

「うわあ……なんかすごい。現実じゃないみたい」

　夜空に満月がぽっかりと浮うかんでいる。星が無数に瞬またたき、空と海が一体になって、自分もその中に吸い込まれていきそうだった。

　波間に揺ゆられて空を見上げていると、ふいに左手に何かが当たる。

　驚おどろいて振り向くと、いつのまにかプレストンが真横に来て手を伸のばしていた。

「手、つないでおこう。流されると危ないから」

　空を見上げたまま、プレストンが言う。がっしりした首の喉のど仏ぼとけが動くさまが、やけになまめかしい。

「えっ？　ええ……」

　大きな手が、凜の華きや奢しやな手を包み込む。指を絡からめるようにしっかりとつなぎ合わせ、プレストンが満足そうに息を吐はいた。

（これって恋こい人びとつなぎってやつじゃ……いやいや、プレストンは僕がうっかり流されないように気をつけてくれてるだけだ）

　手をつないだ瞬しゆん間かんから、凜はどきどきして空を眺ながめるどころではなくなってしまった。全神経がプレストンとつながった左手に集中し、心臓は早はや鐘がねを打っている。

「きみは怒おこるかもしれないが、今俺は、心からここに来てよかったって思ってる。誰だれにも邪じや魔まされないってのは素す晴ばらしい」

「……ええ、電話もメールも来ませんしね」

「仕事が面おも白しろくて長い間休きゆう暇かを取りそびれていたが、今後は年に一回くらい、携けい帯たい電でん話わの電源をオフにしてこういう時間を過ごしたいもんだ」

　次にプレストンが休暇を取るとき、自分はそこにはいない。プレストンひとりか……あるいは本当に一いつ緒しよに過ごしたい大切な相手がそばにいるのだろう。

　ふいに胸が疼うずくような寂さびしさを覚え、涙なみだがこみ上げそうになる。慌ててそれを堰せき止めて、凜は話題を探した。

「猫はどうするんです？」

「メイプル二世か。そうだな、旅好きの猫なら連れてくるのもいいかな」

「旅好きの猫ってあんまり聞いたことないかも。犬なら旅好きもいそうですけど」

「ま、そのときはそのときだ。よく言い聞かせて、ペットホテルにでも預けるよ」

　穏おだやかな波に揺られながら、プレストンと他た愛あいのない会話をかわす。

　この瞬間を、自分は生しよう涯がい忘れないだろうという予感があった。

　忘れられるはずがない。初めての恋こい、初めて好きになった人と過ごした濃のう密みつな時間。

　この旅が終わっても、あと何回かは研究室で会えるかもしれない。けれどそれが終わってしまったら、プレストンとのつながりはなくなってしまう。万が一蘭がウェズリーと結けつ婚こんした場合、一応親しん戚せきづき合いは続くのだろうか。

（だけど……プレストンの結婚式に呼ばれたりしたら、僕はしばらく立ち直れない）

　また涙がこみ上げそうになり、凜は顔を背そむけた。

　その拍ひよう子しにバランスが崩くずれ、体が大きく海に沈しずんでしまう。

「うわ……っ」

　顔が水に浸つかり、慌あわてて体勢を立て直そうともがく。無意識にプレストンの手をふりほどこうとしたが、大きな手は力強く凜の腕うでを引っ張った。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　気がつくと、海の中でプレストンに腰を抱だき支えられていた。

「え、ええ……すみません、ちょっとバランス崩して」

　逞たくましい胸にもたれかかるような格好になっていることに気づき、慌てて離はなれようとあとずさる。しかし腰にまわされた手はびくともせず……戸と惑まどって凜はプレストンの顔を見上げた。

「もう大丈夫です。足もついてますし」

「…………」

　プレストンが、無言で食い入るように見つめてくる。

　月に照らされて、青灰色の瞳ひとみは不思議な光を湛たたえていた。

　初めて見たときはなんて冷たそうな瞳だろうと思ったが、青い炎ほのおのように密ひそやかで激しい熱を宿しており……。

「……っ!?」

　ふいに強く抱き寄せられ、凜は目を瞬またたかせた。

　同時に顎あごをすくい上げられ、何か熱いもので唇くちびるを塞ふさがれる。

（えっ？　ええ……っ!?）

　数秒後、唇を割って入ろうとしたものの正体に気づき、凜は大きく目を見開いた。

　プレストンが──プレストンの舌が、口の中に押し入ろうとしている。

（まさか、キ、キス!?）

　人工呼吸の処置をしているとは思えない。

　しかしなぜキスされているのかわからなくて、頭が混乱してハレーションを起こしている。

（誰かと間ま違ちがえてる!?　それとも僕の気持ちに気づかれた!?）

　次し第だいに息が苦しくなってきて、無意識に食いしばっていた歯列がわずかに緩ゆるむ。

　その隙すきに熱い舌が口こう腔こう内に侵しん入にゆうし、たちまち舌を搦からめ捕とられてしまう。

「ん……っ」

　キスから逃のがれたくて、凜はプレストンの厚い胸むな板いたをぐいぐいと押した。

　しかしますます強く抱き締しめられるばかりで、解放してくれそうな気配はなかった。

（なんで？　どうして!?）

　頭の中は疑ぎ問もん符ふだらけだ。

　密かに焦こがれている人にキスをされるなんて本来は嬉うれしいことのはずなのに、今は困こん惑わくと焦しよう燥そうしか感じない。

「……な、何してるんですか……っ」

　必死で顔を背けてプレストンの唇から逃れ、凜は上うわ擦ずった声を絞しぼり出した。

「キスだ」

　プレストンが、真顔でこともなげに言う。

「ななな、なんで……っ」

　真っ赤になって、凜は口をぱくぱくさせた。

「キスするのに理由が必要か？」

「必要です！」

「したいからする。それだけだ」

「や……っ、んん……っ」

　再び唇を塞がれて、凜はじたばたともがいた。

　二度目のキスは、先ほどよりも強ごう引いんだった。押し入ってきた舌が逃にげ惑まどう凜の舌を追いかけ、口腔内をくまなく舐なめまわす。

（まずい……っ）

　凜の心とは裏腹に、初うぶな体は初めての経験に素す直なおに反応していた。

　濡ぬれたＴシャツの下で乳ち首くびが硬かたく凝しこり、同じく濡れて肌はだに貼はりついたボクサーブリーフの中でペニスが硬く芯しんを持ち始め……。

（あ……）

　腹部に押しつけられたプレストンの股こ間かんが、ぐっと大きく盛り上がるのがわかった。

　その質量に、思わず目を瞠みはる。服の上からでもプレストンのそこがどっしりと重たげなのはわかっていたが、直じかに肌で感じるそれは想像以上に逞しかった。

　男性器が勃ぼつ起きする生々しい感かん触しよくに、心は悲鳴を上げ、体は興奮して熱くなる。

　先せん端たんからじわりと先走りが漏もれてしまい、凜は嗚お咽えつを漏らした。

「う……っ」

　いったん堰せきを切った涙は、次から次へと溢あふれ出す。どういう状じよう況きようかもわからないまま、興奮してしまった自分が恥はずかしい。

「……う、うう……っ」

　凜がしくしく泣き出したことに気づいて、プレストンがキスを中断して顔を覗のぞき込む。

「すまない。ちょっと強引だったな」

　優やさしく顎をすくい上げられ、泣き顔を見られてしまった凜はくしゃっと表情を歪ゆがめた。

　プレストンが眉み間けんに皺しわを寄せ、何やら口の中で悪態をつく。

「悪かった。もしかしてファーストキスだったか？」

　優しく問いかける声は、いつもよりも掠かすれていた。官能を刺し激げきする声こわ音ねに、体の芯がぶるっと震ふるえる。

「も、もう放して……っ！」

「もう少し我が慢まんしてくれ。きみをこんなふうにしてしまった責任を取る」

　大きな手で濡れたＴシャツの胸を撫なでられて、凜は悲鳴を上げた。硬い手のひらに丸い肉にく粒つぶが引っかかり、全身に衝しよう撃げきが駆かけ抜ぬける。

「いや……っ」

「このままじゃつらいだろう。痛いことはしない。触さわって出すだけだ」

「いいです！　自分で……っ、ああ……っ」

　大きな手が、胸からみぞおち、そして下腹部へと伸のびてくる。濡れた下着の上から勃起したペニスを優しく包み込まれ、初な体は限界に達した。

「あ、あ、あああ……っ」

　海水で冷えた下着の中に、熱い飛沫しぶきがほとばしる。

　──プレストンの手に包み込まれながら、射精してしまった。

　高こう揚ようと興奮、羞しゆう恥ちと後こう悔かいがないまぜになって、頭がどうにかなってしまいそうだった。

「全部出たか？　下着が汚よごれてしまったな。洗っておこう」

　プレストンの手がボクサーブリーフをずり下ろすのがわかったが、凜にはもう抵てい抗こうする力は残っていなかった。

　白々とした月明かりの下、初うい々ういしいペニスが露あらわになる。

「ん……っ」

　プレストンの手が、精液を洗い流すようにやさしく性器を上下に擦る。

　とても自力では立っていられなくて、凜はプレストンの腕を摑つかんだ。

「そうだ。倒たおれないように俺に摑まってろ」

　片方の手でペニスを揉もみしだきながら、プレストンはもう片方の手を尻しりから脚あしの間へと滑すべり込ませてきた。

「あん……っ」

　後ろからふたつの玉をまさぐられて、自分のものとは思えないような甘い喘あえぎが漏れてしまう。

　頭では、こんなことはやめさせなくてはいけないとわかっている。なのに、気持ちよすぎてストップがかけられない。

　いつのまにか凜は、自分からプレストンの逞しい体にしがみついていた。

（プレストンの……すごくおっきい）

　腹部に当たる牡おすの象しよう徴ちようが、どくどくと脈打っている。硬い屹きつ立りつに触ふれてみたい欲よつ求きゆうを、凜は必死で抑おさえつけた。

「凜……このままだと、俺もやばい」

　耳元で、プレストンが掠れた声で囁ささやく。

　素直に触りたいと言えなくて、凜は俯うつむいて唇を嚙かんだ。

「…………僕だけ恥ずかしい思いをするのはフェアじゃないです」

「そうだな。ちょっと波が出てきたし、続きは砂すな浜はまに戻もどってからしよう」

「あ……っ」

　軽々と横よこ抱だきに抱き上げられて、凜はプレストンにしがみついた。
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　ざぶざぶと大おお股またで波をかき分けて、プレストンは砂浜に急いだ。

　いきり立った男根が、痛いほどにずきずきと疼うずいている。

（やばい、本当に発射寸前だ……！）

　腕うでの中で、凜がもじもじと恥ずかしそうに体をよじる。

　この期ごに及およんで、Ｔシャツの裾すそを引っ張って下着から露ろ出しゆつしたままのペニスを覆おおい隠かくそうとするなんて、どこまで奥ゆかしいのか。

　──海水浴に誘さそってエロティックな方向へ持って行くという作戦は大成功だった。大成功すぎて、プレストンが焦あせってしまうほどに。

（こんなに初々しいのに壮そう絶ぜつに色っぽいとか、反則だろう！）

　乾かわいた砂地に、そっと凜の体を横たえる。

　凜が何か言う前に、プレストンは華きや奢しやな体の上に猛もう然ぜんと覆い被かぶさった。首筋にむしゃぶりつきながら、濡れたＴシャツを捲まくり上げる。

「プレストン……っ」

　凜が抗こう議ぎの声を上げるが、プレストンの耳には甘く誘われているようにしか聞こえなかった。

　まったく凜ときたら、自分がどれほど男を煽あおっているのかわかっていないらしい。

　思わせぶりに潤うるんだ瞳ひとみで見つめてきたり、濡れたＴシャツの下で乳首をつんつん尖とがらせたり、白いボクサーブリーフの中で可か愛わいらしいペニスを勃起させたり……自覚がないのだろうが、だからこそ余計にたちが悪い。

　露わになった乳首を、プレストンは食い入るように見つめた。

　初めて目にしたときも思ったが、汚れを知らない無む垢くな花のようだ。しかし雄お蕊しべが凝り始めると、とたんに淫みだらな芳ほう香こうを放つ淫いん靡びな花になる。

　月の光に照らされ、雄蕊が小さな丸い肉粒となって、一丁前に影かげを作っていた。愛あい撫ぶをねだるようにふるふると震えるそこに、まずはねっとりと舌を這はわせる。

「ひあ……っ」

　細い体が、プレストンの逞たくましい体たい軀くの下でびくびくと痙けい攣れんする。

　これ以上持ちそうになくて、プレストンは乱暴な手つきで己おのれのボクサーブリーフの前をずり下げた。

　巨きよ根こんと呼ぶにふさわしい見事な一物が、ぶるんと大きく揺ゆれて露わになる。太くて長い茎くきには血管が浮うき出し、大きく張り出した亀き頭とうは先走りでぬらぬらと光っていた。

　凜に見せつけてその反応を愉たのしみたかったが、それどころではなかった。

「凜……！」

「ああ……っ」

　ずり下がった下着からはみ出している凜のペニスに、己の性器を重ねる。

　ごりごりした裏筋を擦こすりつけると、たちまち凜の頰ほおが上気して呼吸が乱れるのがわかった。

「あ、あっ、プレストン……っ」

　柔やわらかかった凜のペニスが、次し第だいに硬くなっていく。

「凜、凜……っ！」　>>>♥

　凜を抱き締しめ、夢中で性器を擦り合わせる。大きさの違ちがうふたつの性器が、ぬちゃぬちゃと音を立てながら絡からみ合う。

　やがて精液がせり上がってくる感覚が訪おとずれ……凜を強く抱き締めて、プレストンは濃のう厚こうな白はく濁だくをほとばしらせた。
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　──早朝の砂浜に佇たたずみ、凜はため息をついた。

　ゆうべ、プレストンとの関係が思わぬ方向へ大きく進展してしまった。

　あれを進展といっていいのかどうかわからないが、人生を揺るがせるほどの大事件だったことは間ま違ちがいない──少なくとも、凜にとっては。

（つき合ってもいない人と、あんな……あんなことをするなんて……！）

　心の中で叫さけび、顔を覆う。祖母のいささか古めかしい価値観を刷り込まれてきた凜にとって、ゆうべの一件はあってはならないことだ。

　祖母の教えどおり、自分は結けつ婚こんまで貞てい節せつを守るだろうと思っていた。同性愛者であることを自覚していたので、結婚という形で結ばれるかどうかはわからないが……形式はどうであれ、一生をともにする伴はん侶りよとしか親密な行こう為いはしないと決めていた。

　最後まではしていないとはいえ、凜にとって裸はだかで肌はだを合わせる行為はセックスと同じ重みを持っている。

（……キスだって、あんなすごいの初めてだったし）

　何度か同性に迫せまられ、キスを奪うばわれたことはある。しかし舌を入れられたのは、ゆうべが初めてだった。

　そしてここが重要なところだが……好きな相手とのキスは初めてだし、キスで感じてしまったのも初めてだ。

（僕はプレストンに惹ひかれてるけど、プレストンのほうはいったい何を思ってあんなことを……っ）

　ぐるぐると、頭の中で疑問と後こう悔かいが渦うず巻まいている。

　凜にとって、ああいう行為は愛する者同士が行うことだ。しかし、世の中には愛情抜ぬきでああいうことができる人たちもいる。

　なぜキスをするのか尋たずねたが、プレストンにはぐらかされてしまった。

（はぐらかすってことは、別に僕のことを好きだからじゃなく、ほんの戯たわむれだってことだよな……。無人島にふたりきりで他ほかにそういうことする相手がいないから、誰だれかの代用とか？）

　遊びなら、まだよかったかもしれない。性的な行為の相手に凜を選んでくれたということだ。

　けど、無人島で他に選せん択たく肢しがなかったから仕方なく……というほうが当たっている気がする。

　性せい欲よくの処理、という嫌いやな言葉が頭をよぎる。

　ゆうべ砂浜で抱き合って射精したあとも、プレストンは凜を離はなしたがらなかった。せっかく別々に寝ね床どこを作ったのに、交こう替たいで水浴びをしたあと当然のように凜の寝床に入ってきた。

『プレストン！』

　後ろから抱きつかれて、凜は抗議の声を上げた。

『きみが俺と一いつ緒しよに寝ねるのが嫌なのは、何かのはずみで勃ぼつ起きした場合、俺に知られたくないからだろう？　俺たちの間にはもう隠しごとはない。隠れてこそこそ処理するより、さっきみたいにふたりで一緒にしたほうが気持ちいいし効率的だ』

『いいえ！　やっぱり節度を保つべきです！　さっきのあれは、アクシデントとしてなかったことに……っ』

『わかった。じゃあ単に肌はだ寒ざむいから一緒に寝るということにしよう』

　耳元で囁ささやかれると、それ以上抵てい抗こうできなかった。たしかに夜は少し肌寒いし、プレストンの温ぬくもりはあまりに心ここ地ちよすぎて……。

『そうそう、先に断っておくが、俺が朝あさ勃だちしてても気にしないでくれ。きみもそうなっていても恥はずかしがることはない』

『……っ』

『おやすみ』

　そう言って、プレストンは凜のうなじに顔を埋うずめた。

　暗くら闇やみの中、背後にぴったりと密着するプレストンを意識して、凜はなかなか寝つくことができなかった。うなじに当たる温かな寝ね息いき、肌を刺し激げきするちくちくした髭ひげの感かん触しよく──ぞくぞくと全身が粟あわ立だつような感覚がよみがえり、ぶるっと背中を震ふるわせる。

（どうしよう……これからどんな顔して会えばいいのか……）

「凜！」

　名前を呼ばれ、凜はびくりとした。

　砂浜の向こうから、プレストンがひどく焦った様子でこちらに向かって走ってくる。

「おっ、おはようございます」

　プレストンは、バスローブを羽織っただけの格好だった。慌あわてていたらしく、前がはだけて逞しい胸むな板いたが露あらわになっている。

「目が覚めたらいないから、すごく心配した」

「すみません……メモでも残していけばよかったんですけど」

　言いながら、さりげなく視線をそらす。

「どうしたんだ、こんなに朝早く」

「ゆうべ思いついたんです。砂すな浜はまに大きくＳＯＳと書いておけば、上空を通りかかった飛行機やヘリコプターが気づいてくれるんじゃないかと」

　今朝の成果を、凜は手で指し示した。棒を使って、砂浜いっぱいにＳＯＳの文字を掘ほったのだ。

「……なるほど。それはすごくいい考えだ」

　砂浜を眺ながめながら、プレストンがさりげなく間合いを詰つめてくる。

　気づかないふりをして、凜はそそくさとその場を離れた。しかし肌に残っていた快感の余よ韻いんが、プレストンの声でスイッチが入ったかのようにちりちりと疼うずき始めている。

「じゃあ朝食にしようか」

「……ええ」

　数歩歩いたところで、いきなり左手を握にぎられてぎょっとする。

「な……っ」

　慌ててふりほどくと、プレストンがさも心外だというように両手を広げた。

「何を驚おどろいてるんだ。ゆうべもつないだだろう」

「あ、あれは海の中だったから……っ」

「陸でも心配だ」

「もうあなたに黙だまってひとりで行動しません」

「ああ、約束だ。目が覚めてきみがいないと知ったとき、本当に心臓が止まるかと思った」

　大おお袈げ裟さな物言いは聞き流し、凜はまた手を握られないよう、早足で泉を目指した。







　コーヒーとビスケットで朝食をとったあと、プレストンは魚を捕とりに出かけた。

　一緒に行こうと誘さそわれたのだが、凜は「洗せん濯たくをしたい」と言って断った。

（プレストンが魚を捕るところを見ると、いろいろ妙みような考えが浮かんでしまうし）

　なるべく一緒に過ごす時間を減らしたほうがいい。一緒にいると、ますますプレストンのことを好きになってしまう。

　浜はま辺べに作った物干し台に洗濯物を運び、丁てい寧ねいに広げて干していく。真っ青な空を見上げるが、飛行機もヘリコプターも見当たらなかった。

　こんな生活が、あと何日続くのだろう。すぐに救助が来ると思っていたが、もう三日目だ。

（いやいや、こういうときこそネガティブな考え方はしないほうがいい）

　プレストンは、ここでの生活を楽しんでいるようだ。内心どう思っているかまではわからないが……少なくとも表面上は、無人島でのバカンスを満まん喫きつしているように見える。

　プレストンと一緒でよかった。

　なのにプレストンと一緒にいるのがつらいだなんて、皮肉なことだ。

（今夜は一緒に寝ようって言われても断る。絶対に）

　強く決意し、凜はくるりと踵きびすを返した。
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　凜がひどくよそよそしい。

　焚たき火を挟はさんだ向こう側で食事をする凜を見つめながら、プレストンはどうしたものかと内心ため息をついた。

　ゆうべ、少々強ごう引いんに迫ってしまった。

　本気で嫌がったらそこでやめようと思っていたのだが、凜の素す直なおな体はプレストンの愛あい撫ぶに悦よろこんで応こたえ──そうなるように仕向けたところもあるが──とにかく、ゆうべの時点では嫌がっていなかったのはたしかだ。

（多分、照れてるんだろうな）

　凜が性的な行為に不慣れなのは、反応でわかる。今朝になって我に返り、猛もう烈れつに恥ずかしくなったのだろう。

　そういうところも可か愛わいいが、なんせこんなに初うぶな相手とつき合うのは初めてで、プレストンも勝手がわからず戸と惑まどっていた。

（つき合ってるんだよな？　俺たち）

　凜の横顔を盗ぬすみ見ながら、プレストンは自問自答した。

　真しん剣けんな交際をしたことがないので、プレストンは恋れん愛あいに関する常識が欠けている。

　思い返してみると、積極的にアプローチしたことさえないのだ。言い寄ってくる女性の中から、都合のいい相手を選んで適当に遊んでいた。

　必要な情報は、寝るか寝ないか。寝るなら一度きりの関係か、それともある程度継けい続ぞくするものなのか。

『最初に断っておくが、俺は恋愛も結けつ婚こんもしない主義だ』

　傲ごう慢まんにもそう言い放ち、反論する相手はばっさり切り捨ててきた。

　今、そのつけが来ている。普ふ通つうは十代のうちに身につけているであろう正しい交際の始め方が、プレストンにはまったくわからない。

（……いや、つき合ってるのはたしかだ。だからこそ、凜はこんなに照れてるんじゃないか）

　この島にいる間に、関係を深めておかなくてはならない。いっときの関係ではなく、生しよう涯がいのパートナーになって欲しいとアピールするのだ。

（ニューヨークに帰ってからが大変だな。凜はヘブンポートに住んでるから、週末しか会えそうにない。凜が学生の間はそれも仕方ないが……それともいっそ、俺がヘブンポートに引っ越こすとか？）

　ふたりの将来を思い描えがき、プレストンは顔がにやけてしまうのを止められなかった。







　──しかしその晩、プレストンは自分の考えが間ま違ちがっていたことに気づかされることとなった。

「……凜」

　水浴びを終え、先に寝ねていた凜の褥しとねに入ろうとすると、ふいに凜が起き上がった。

「あっ、あなたの寝ね床どこはあっちです！」

「わかってる。間ま違ちがえたわけじゃない」

　言いながら凜を抱だき締しめようとすると、思いがけず強い力で胸を押し返されてしまった。

「別々に寝ましょう」

「なぜ別々に寝なくてはいけないんだ」

　どうして凜がそんなことを言うのかわからなくて、プレストンは心底訝いぶかしげな声を出した。

「もう……ゆうべみたいなことをしたくないからです」

　薄うす闇やみの中、凜がしきりに瞬まばたきをくり返しながら口にする。

　凜から告げられた拒きよ絶ぜつの言葉は、鋭するどい刃やいばとなってプレストンの心に深々と突つき刺ささった。

（もうしたくないって、どういうことだ!?）

　凜と恋こい仲なかになったと浮うかれていた気持ちが、音を立てて萎しぼんでいく。ゆうべはあんなに気持ちよさそうにしていたのに、どうして拒絶するのか。

「きみも愉たのしんでいただろう」

　しばし考えたのち、恋愛に不慣れな男の口から飛び出したのは、デリカシーに欠ける言葉だった。それがデリカシーに欠けることすら、そのときのプレストンにはわかっていなかった。

　凜の表情が、くしゃっと歪ゆがむ。

「……ああいうのは、本来恋こい人びと同士がする行こう為いです」

「じゃあ、俺たちも恋人同士だな」

　深刻な空気になるのが嫌いやで、敢あえて軽く受け流すことにする。

　しかしそれは、逆効果だった。

「適当なこと言わないでください！」

　まなじりを決し、凜がぴしゃりと撥はねつける。

　凜がひどく怒おこっていることは伝わってきたが、プレストンはその理由がわからなかった。

「適当なことを言ってるわけじゃない。俺は……」

「とにかく別々に寝ましょう」

　珍めずらしく強い口調で遮さえぎられ、プレストンはすごすごと自分の寝床へ引き上げる羽目になった。
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　無人島での、四日目の朝。

　救助はいっこうにやってくる気配がなく、凜は焦しよう燥そうを募つのらせていた。

　船から運び出した食料と水はまだあるし、真水の湧わき出る泉もある。プレストンが魚を捕ってきてくれるし、昨日は食べられる木の実も見つけた。

　暮らしに困っているわけではないが……先行きがまったく見えないのが不安だった。

　砂すな浜はまに佇たたずみ、朝日を浴びてきらめく海を見つめる。

（そういえば、あれから海水浴してないな……）

　ひとりで海に入るなと言われているので、海水浴をしたければプレストンを誘うしかない。

　しかしあのような顚てん末まつになったことを考えると、どうしても誘う気にはなれなかった。

「凜」

　名前を呼ばれ、ゆっくりと振ふり返る。プレストンが、乱れた髪かみをかき上げながらこちらに向かってくるところだった。

「……おはようございます」

　ゆうべ寝る前に少し言い争いをしてしまったので、顔を合わせづらい。今朝もプレストンより早く起きて、伝言用に砂で作ったホワイトボード──要するに小さな砂場だ──に、浜辺まで散歩に行くと書き残してきた。

「今日もいい天気だな」

　対照的に、プレストンは何ごともなかったかのようにあっけらかんとしている。

（けど、そのほうがいいかも。ふたりきりのこの状じよう況きようで、お互たがいぎくしゃくするのは嫌だし）

　プレストンが忘れたふりをしてくれていることに感謝し、凜も笑えみを浮かべた。

「ええ、洗濯物がよく乾かわくので助かります」

　意を決し、プレストンの顔を見上げる。

　プレストンは日に焼けた上に髭ひげが伸のびており、男くさい魅み力りよくが増していた。

「髭が伸びてて、むさ苦しいだろう？」

　凜の視線に気づいたのか、プレストンが顎あごに生えた髭を撫なでまわす。プレストンの荷物に入っていたシェーバーは、電気がないと使えないのだ。

「いえ、それはそれでいいんじゃないですか」

　わざと素っ気なく言って、凜は視線をそらした。

「このまま島にいたら、髪も髭も伸び放題でロビンソン・クルーソーみたいになりそうだ。きみは全然髭が生えないんだな」

　すべすべした頰ほおを見下ろして、プレストンが不思議そうに目を細める。

「うちは体毛が薄うすい家系なんです」

「ああ……たしかに」

　プレストンが何を思い浮かべているのかわかって、凜は頰を火ほ照てらせた。

　凜が赤面したことに気づいたプレストンが、少々ばつが悪そうに咳せき払ばらいをする。

「凜……ゆうべのことだが」

　改まった調子で切り出され、凜は体を硬かたくした。

「……はい」

「どうやら俺は、きみを怒らせてしまったようだ。それについては本当に悪かったと思ってる。ただ、理由がわからない」

　プレストンの言葉に、凜は苦く笑しようした。この人は本当にわかっていないのだ。

　少し考えて、凜はプレストンに尋たずねた。

「あなたはゲイなんですか？」

「いや、違ちがう」

　即そく答とうだった。少しは考える素そ振ぶりでもするかと思ったが、それすらもしなかった。

「じゃあ僕とのことは、島にいる間だけの代だい替たい行為ですね」

「ええ？　いや、違う。ちょっと待ってくれ。俺はゲイじゃないけど……少なくとも今まではそうだった。でも、きみと出会って同性も対象になると気づいた。だから正確にはバイセクシャルだ」

「どっちでもいいです。とにかく僕は、島にいる間だけ都合よく遊ばれるのは……」

「違う！　そんなふうに思ってない！」

　プレストンが、焦あせったように凜の言葉を遮る。

　思いがけず強い力で両りよう肩かたをがっちりと摑つかまれ、凜はぐらりとよろめいた。

「すまない。俺の言い方が悪くて伝わってなかったみたいだな。正直に言うと、こういうのは初めてで勝手がわからないんだ。とにかく、ええと……俺と、つき合って欲しい」

「…………」

　プレストンの言葉が、頭の中でこだまする。

　俺とつき合って欲しい──。そう聞こえた気がするが、気のせいだろうか。

（これは何？　僕は夢を見てるんだろうか）

　目の前のプレストンも、朝の美しい浜はま辺べの光景も、すべてが非現実的だった。夢か、あるいは妄もう想そうか……。

「恋人として、という意味だ」

　黙だまり込んだ凜に不安になったのか、プレストンが言い添そえる。

　恋人という単語に、混乱していた頭はついにショートしてしまった。

「……ちょっと考えさせてください」

　それだけ言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。現実だとしても、今の凜には受けとめきれない。

「もちろんだ。幸いここでは考える時間は腐くさるほどある」

　プレストンが、いつもの調子に戻もどって笑みを浮かべる。

　朝日を浴びて砂浜に佇むプレストンは、くらくらするほど魅力的だ。決して好みのタイプではなかったはずなのに、否いや応おうなしに凜を惹ひきつける。

　おまけに、彼は全米有数の大だい富ふ豪ごうの御おん曹ぞう司しだ。プレストンによるとヴァンダーウォール・ホールディングスはウェズリーが継つぐらしいが、それでも要職にあることには違いない。

　蘭とウェズリーのときにも立ちはだかった壁かべ──家いえ柄がらの違い、住む世界の違いに加えて、自分たちには男同士という大きな問題がある。

　果たしてそれを乗り越こえる覚かく悟ごが、プレストンにあるのだろうか。

（僕も……まだプレストンとつき合う自信がない）

　つき合ってくれとは言われたが、好きだとか愛しているとは言われていないことが引っかかっていた。

　凜にとって、交際の申し込みは愛の告白とイコールだ。けれど皆みなが皆、そうとは限らない。

「さて、今日の日課に取りかかるかな。朝食はコーヒーとビスケットでいいか？　デザートは木の実だ」

「ええ。あの木の実、今日また採ってきます」

　その前に、砂浜に書いたＳＯＳの文字がところどころ崩くずれてきているので補修しなくては。

　いちばんやらなくてはならないことはプレストンになんと返事をするか考えることだが、凜は敢えてそれをあとまわしにした。
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　──無人島生活五日目。

　砂浜に照りつける太陽を見上げ、凜は顔をしかめた。

（おかしい……レンタル会社の人も、もう気づいてるはずなのに）

　ここに来た当初は、絶海の孤こ島とうじゃあるまいし、などと思っていたが、ひょっとしてここはバハマ諸島から遠く離はなれた孤島なのではないか。

　あれからプレストンが魚を捕とりに行ったついでに何度か島の周囲を点検してくれたが、海の向こうに島が見えたという報告はない。

　今朝、ビスケットが尽つきた。缶かん詰づめもあと二缶かんだ。ペットボトルの水は温存し、泉の水を煮しや沸ふつして飲料水にしているが、泉だっていつかは涸かれてしまうかもしれない。

　プレストンの魚捕りの腕うではかなり上達したようで、昨日は蛸たこも捕ってきてくれた。しかし魚たちが人間を警けい戒かいするようになれば、今までのようにはいかなくなるだろう。

（僕たちが遭そう難なんしたこと、そろそろ蘭や両親も気づいてるかな）

　プレストンの言うとおり、駆かけ落ちしたカップルなど最初から放ほうっておけばよかったのかもしれない。自分が深追いしたせいで、プレストンまで巻き込んで大変なことになってしまった……。

「またネガティブな思考に陥おちいってるな」

　ぽんと肩かたを叩たたかれて、凜は驚おどろいて振り返った。

「びっくりした……波の音で、あなたが近づいてきたことに気づきませんでした」

「今日はちょっと波が高いからな。サーファーだったら絶好のサーフィン日和びよりって言いそうだ」

　プレストンが、手をかざしながら沖おきを眺ながめる。

「サーフィン、したことあるんですか？」

「一度やってみて懲こりた。俺は泳ぐほうがいい。きみは？　ＬＡ育ちなら経験あるだろう？」

　プレストンの顔を見上げて、凜は苦笑した。

　目が合うと、プレストンが「ははあ」と心得たように頷うなずく。

「お祖母ばあさんが許してくれなかった」

「祖母が許してくれませんでした」

　ふたりの声が重なり、目を見合わせて笑う。

「てことは、スケートボードやスノーボードもだめ？」

「そのとおりです」

「お祖母さんのお眼鏡に適かなうスポーツって何かあったか？」

「それが……祖母は社交ダンスを習っていて、幼い頃ころ僕と蘭も連れて行かれました。僕はすぐやめちゃったんですけど、蘭は結構長く続けて競技会にも出てたんですよ」

「社交ダンスか！　なるほど、エレガントで華はなやかで、きみのお祖母さんが好みそうな感じだな。どれ、お手並み拝見」

「ええっ？」

　恭うやうやしげに右手を差し出され、凜は目をぱちくりさせた。

「実は俺も、ヴァンダーウォール家に来てから今後は必要だからと習わされたんだ」

「そうなんですか。そうですよね、上流社会の人たちってパーティとかで……うわっ」

　無む駄だ口ぐちを叩いてばかりでいっこうに応じようとしない凜にしびれを切らしたのか、プレストンが紳しん士しらしからぬ強ごう引いんさで凜の左手を握にぎる。

「まずは基本のワルツだ」

「え、ちょ、ちょっと！」

　プレストンにリードされて、自然と足が動き始める。すっかり忘れたと思っていたが、体はリズムを覚えていた。

「なかなか上手うまいじゃないか」

「これって端はたから見たら変ですよね。音楽もなしに砂すな浜はまでワルツなんて」

　腰こしにまわされたプレストンの手を意識し、照れ隠かくしに早口でまくし立てる。

「誰だれも見てないから気にしなくていい。ほら、ターン」

　くるくると踊おどらされて、凜は笑い声を上げた。

　しかし上手く踊れていたのも束つかの間、砂に足を取られ、よろめいてしまう。

「おっと。大だい丈じよう夫ぶか？」

「ええ……やっぱり砂浜でワルツは無理です」

「じゃあ続きはニューヨークに帰ってからにしよう」

　凜の表情が曇くもったのを、プレストンは見み逃のがさなかった。

「大丈夫。助けは必ず来る」

「……そう信じたいです」

　青灰色の瞳ひとみと、視線が絡からみ合う。魅み入いられたようにその色に見とれていると、腰にまわされた手に抱だき寄せられるのがわかった。

　──キスされる。

　わかっていたけれど、体が動かなかった。

　プレストンの唇くちびるが近づいてきて……。

「……っ!?」

　ふいに頭上から降ってきた水すい滴てきに、凜はキスしようとするプレストンを押しとどめた。

「雨です！」

　そう叫さけんだとたん、いきなりバケツをひっくり返したような大雨が叩きつけてきた。

「スコールだな。泉まで戻ろう」

　プレストンが凜の手を握ったまま、駆け出す。

「手をつないだままじゃ走りにくいです！」

「じゃあ歩こう。どうせびしょ濡ぬれだ」

「いえあの、手を離して走りましょう！」

「やれやれ、せっかくのデートが台なしだ」

　土ど砂しや降ぶりの中を、プレストンと大声で言葉をかわしながら走る。大変な目に遭あっているというのに、凜の心は軽かろやかに弾はずんでいた。

　プレストンと一いつ緒しよだと、何をするのも楽しい。プレストンと一緒だと、不安な気持ちも吹ふき飛んでいく。

（やっぱり僕は、この人が好きだ……）

　返事を考えさせてくれと言ったが、ノーと言えるわけがない。

　プレストンの気持ちが凜と同じ熱量を持っていなくても、自分はきっと彼を受け入れてしまうだろう。

　大おお騒さわぎしながら泉まで戻もどり、大きな木の陰かげにたどり着く。しかし雨宿りの態勢を整えたとたん、雨はぴたりとやんでしまった。

「え……やんじゃいました？」

　はあはあと息を乱しながら、凜はがっくりと膝ひざに手をついた。

「ああ。スコールってそういうもんだよな」

　濡れた前まえ髪がみをかき上げて、プレストンが空を仰あおぎ見る。

「凜、見てごらん。虹にじが出てる」

「ほんとだ！」

　顔を上げて、凜は歓かん声せいを上げた。

　雨上がりの澄すんだ空に、くっきりと七色の虹が架かかっている。木立の隙すき間まから海を見下ろすと、虹が海上に大きなアーチを描えがいているのが見えた。

「すごく綺き麗れい……」

「ああ、こんなに虹らしい虹は初めて見た」

　言いながら、プレストンがごく自然に凜の肩を抱き寄せる。

　凜も抗あらがわず、ほんの少しだけプレストンの肩に寄りかかった。

　虹は、見ている間にどんどんぼやけていく。海上に架かっていた部分が消え、空に浮うかんでいる部分も色が薄うすくなっていき……やがて何ごともなかったかのようにかき消えた。

「消えちまったか」

「ええ……でも、しっかり目に焼きつけました」

「一生のうち、こんなすごい虹を見ることは何度もないだろうな」

「そうですね……」

　その貴重な瞬しゆん間かんを、プレストンと共有できた。その喜びを嚙かみ締しめていると、大きな手が頰ほおに触ふれてきた。

「さっきの続き、してもいいか？」

「えっ？　ええと…………」

　何度か瞬まばたきしたあと、凜は小さく「はい」と答えた。







　──泉のそばの褥しとねで、密ひそやかな息づかいが空気を震ふるわせる。

「あ……っ、プレストン……っ」

「ん？　ここが気持ちいいのか？」

「ひあっ！　だ、だめ……っ！」

「なんでだめなんだ」

「だって僕たち、……ああっ！」

　息づかいは次し第だいに艶つやめいた喘あえぎへと変わり、褥に敷しき詰つめた枯かれ草ががさがさと大きな音を立て始める。

　はあはあと息を乱しながら、凜は自分の上にのしかかっている男を睨にらみつけた。

「キスだけって言ったのに……っ」

「キスだけで我が慢まんするつもりだった」

　しかし、いったん火のついた欲よく望ぼうはブレーキがきかないようだ。

　それは凜も同じで……キスで感じてしまった体は、プレストンの愛あい撫ぶを求めて疼うずいている。

「あ、あん……っ」

　硬かたい手のひらが、執しつ拗ように乳ち首くびを撫なでまわす。つんと尖とがった乳首をつままれて、思わず凜は薄い胸むな板いたを反らした。

「撫でるよりつまむほうが気持ちいいのか？」

「ち、ちが……っ、痛いからやめて……っ」

　噓うそだ。プレストンは、痛くないようにやさしくつまんでくれた。

　本当は、もっと強くつまんで欲しい。自分で自分を慰なぐさめるときのように、強くつまんで、引っ張って、捏こねまわして──。

「痛かったのか。じゃあ慰めてやらないとな」

「あ、あ……ん」

　舌先でつつかれて、凜は両手で顔を覆おおった。顔を見られていると、気持ちよくなっていることがばれてしまう。

　自分では指でいじることしかできないが、パートナーがいればこんなふうに舐なめたり吸ったり嚙んだりしてもらえることを知って、凜は激しく動どう揺ようした。

（気持ちよすぎて、癖くせになっちゃう……！）

　こんな快感を知ってしまったら、もう後戻りはできない。心だけでなく、体までプレストンの虜とりこになってしまう。

「もうほんとにだめです、……で、出ちゃう……っ」

　恥はじを忍しのんで、凜は射精が近いことを訴うつたえた。シャツはプレストンに引き剝はがされたが、下半身は着衣のままだ。早く脱ぬがないと、下着を汚よごしてしまう。

「出していいぞ」

「あああ……っ！」

　悲鳴に近い喘ぎを漏もらし、凜は下着の中に白はく濁だくをほとばしらせた。

　乳首への愛撫だけで、達してしまった。堪こらえ性しようのない体が恥はずかしくてたまらない。精通を迎むかえたばかりの少年ならともかく、二十三にもなって下着を汚してしまうなんて、きっとプレストンも呆あきれているだろう。

「洗せん濯たく物ものが増えたな」

「や……っ、触さわらないで……っ」

　ズボンのファスナーを下ろされそうになり、慌あわててプレストンの手を振ふり払はらう。

「お互たがい隠かくしごとはなしだ」

「それとは事情が違ちがいます！」

「どうして？　俺の愛撫で気持ちよくなって漏らしたんだろう？　俺には見る権利があると思うが」

「な、何言って……、あ、ちょっと！」

　抵てい抗こう虚むなしくファスナーを引きずり下ろされて、慌てて凜はそこを両手で覆った。

「言っておくが、きみが恥ずかしがって隠そうとすればするほど、俺は興奮する」

「ええっ!?」

「だから大人しく見せたほうがいい。ほら、手をどけろ」

　言いながら、プレストンはズボンをするすると取り払った。

　それでも自分から見せる気にはなれなくて躊ちゆう躇ちよしていると、やや強ごう引いんに手を引き剝がされる。

　露あらわになった水色のボクサーブリーフに、プレストンが低い呻うめき声を漏らした。中心の部分に白濁が染しみ込んで、ピンク色のペニスがほんのりと透すけて見えている。

「まいったな……こんなに扇せん情じよう的な光景を見てしまうと、俺も抑おさえが利きかない」

「あ、だめ、ああ……っ」

　下着の上から濡れた部分をまさぐられ、凜は身み悶もだえた。

　ペニスには、まだ射精の余よ韻いんが残っている。それだけでなく、恥ずかしい粗そ相そうをプレストンに見られたことで、奇き妙みような興奮がこみ上げていた。

「きみが気持ちよくなるところを、もっと見たい」

　身を屈かがめ、プレストンが耳元で囁ささやく。　>>>♥

　大きな手が根元の玉をやわやわと揉もみしだき……下着の上から蟻ありの門と渡わたりをたどっていく。

「あ……っ！」

　プレストンの指がどこに向かっているのか理解して、凜はぶるっと体を震わせた。

　──体の奥の、秘ひめられた場所。男同士のセックスでそこを使うことは知っているし、プレストンを受け入れる妄もう想そうもしてきた。

　けれど、心の準備がまだできていなくて……。

「プレストン！」

　布越ごしに蕾つぼみをつつかれて、慌てて凜は不ふ埒らちな手を摑つかんだ。

「ここは嫌いやか？」

　手を止めて、プレストンが凜の瞳ひとみを覗のぞき込む。

「……嫌ではないんですが……ええとその、そこはちょっと待ってください。いろいろと準備が必要なんです」

「準備なら手伝うよ。いきなり入れたりしない。時間をかけて慣らそう」

　プレストンの申し出に、凜はふるふると首を横に振った。

「だめです……その……恥を忍んで打ち明けますが、僕は経験がないんです。だから……体だけじゃなく、心の準備も必要なんです」

「ああ、きみがバージンなのはわかっていたよ」

　優やさしく言われて、緊きん張ちようの糸がぷつりと切れてしまった。涙なみだがぽろりと零こぼれ落ち、次から次へと溢あふれ出る。

「悪かった。俺は急ぎすぎたようだ。きみの心と体の準備が整うまで待つよ」

「…………っ」

　泣きじゃくる凜を、プレストンは温かく抱だき締めた。







　その晩、凜は熱を出した。

　無人島生活での疲ひ労ろうが蓄ちく積せきしていたところに、スコールで濡ぬれたことがとどめになったらしい。

「凜、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ん……」

　プレストンが何度も水を飲ませてくれて、甲斐かい甲斐がいしく世話を焼いてくれた。

　しかし熱にうかされ、意識が朦もう朧ろうとしてくる。

「凜、すまない。夜が明けたら必ず……に連れて行く」

　プレストンが、手を握にぎって励はげましてくれた。しかし言葉の端はし々ばしが聞き取れない。

（僕を、どこに連れて行くって……？）

　ぼんやりとした意識の中で、凜はプレストンとニューヨークに戻もどる夢を見ていた──。
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「凜……凜！」

　誰だれかが枕まくら元もとで名前を呼んでいる。

（プレストン……？）

　いや、違う。女性の声だ。

　不思議に思って眉まゆ根ねを寄せると、もう一度「凜！」と呼ばれて肩かたを揺ゆらされた。

　目を開けると、よく見知った顔が自分を覗き込んでいた。

「……蘭？　どうしてここに……？」

　最後に会ったのは、たしか半年ほど前だ。そのときは茶色く染めていた髪かみが、もとの黒くろ髪かみに戻っている。

「どうしてここにって、こっちが訊ききたいわよ」

　口調は怒おこっているが、蘭は今にも泣き出しそうな表情だった。

「え……ここ、どこ？」

「とぼけないで。プレストンと一いつ緒しよに、私たちのこと見張ってたんでしょう？　わざわざ野外キャンプまでしてこそこそ隠れて……アウトドアなんて向いてないのに無理するから！」

　蘭の言葉がまったく理解できなくて、凜は目をぱちくりさせた。

　誰かがドアをノックする音がして──そのとき凜は初めて、自分が見覚えのない綺き麗れいな部屋の大きなベッドに横たわっていることに気がついた。

「凜は？　目が覚めたか？」

　心配そうに言いながら入ってきたのは、プレストンだ。続いて見知らぬ男も部屋に入ってくる。

（……もしかしてウェズリー？）

　目が合うと、写真でしか見たことのなかったウェズリーが親しげな笑えみを浮うかべてみせる。

「凜！　目が覚めたんだな。気分はどうだ？」

　蘭を押しのけるようにして、プレストンが凜の手を取る。両手でしっかりと包み込んだ手に頰ほおずりせんばかりの勢いに、いったい何ごとかと面めん食くらう。

「ひどいじゃない、凜に風邪かぜを引かせるなんて！　あなたと違って凜は繊せん細さいなの。アウトドアなんて慣れてないのよ！」

　蘭がプレストンを睨にらみつけ、猛もう然ぜんと突つっかかる。

「違うよ……蘭。プレストンのせいじゃないよ。プレストンはすごく良くしてくれたんだ。無人島で生き延びることができたのも、プレストンのおかげなんだよ」

「無人島？　何言ってるの？」

　怪け訝げんそうに問い返されて、凜は助けを求めるようにプレストンに視線を向けた。遭そう難なんして無人島に流されたことを、蘭に説明して欲しい。頭がぼうっとしており、しゃべるのも億おつ劫くうだ。

　しかしプレストンは、凜と目が合うとなぜか居い心ごこ地ち悪そうに視線をさまよわせた。

「まさかと思うけど……凜はずっと無人島にいると思ってたの？」

「違うの？」

　きょとんとして尋たずねると、蘭の顔がみるみるうちに憤ふん怒ぬを漲みなぎらせていった。

（あ……まずい）

　爆ばく発はつする寸前の、般はん若にやを思わせる表情だ。感情の起き伏ふくが激しい蘭は、一度怒り出すとなかなか鎮ちん火かしない。

「ちょっとあなた、凜を手て籠ごめにするために騙だましたの!?」

「手籠めだなんて人聞きが悪いな。まあたしかに、戦略の一部であったことは認めるが」

「何が戦略よ！　無人島にいるふりをするなんて、非常識にもほどがあるわ！」

「お言葉だが、非常識はどっちかな。そもそもの発ほつ端たんはきみたちの無む謀ぼうな駆かけ落ちだ。凜がどれだけ心配していたか、知ってるのか？」

「それとこれとは話が別よ！」

　言い争うふたりを見ているうちに、だんだん凜にも状じよう況きようが理解できてきた。

　信じがたいことだが……ふたりの会話から導き出された答えはひとつしかない。

「……もしかして……僕が無人島だと思っていたあの島は、蘭たちが泊とまってるリゾートホテルのあるバイルズ島……？」

「そのとおり。ここがそのホテル、バイルズ・リゾートよ」

　そう言われても、まだぴんと来なかった。なぜ同じ島にいながら、ホテルに気づかなかったのだろう。

　プレストンがぐしゃぐしゃと前まえ髪がみをかき上げ、長いため息を漏もらす。

「……全部俺が悪い。蘭の言うとおり、俺は噓うそをついたんだ。漂ひよう着ちやくしたその日は、俺も自分がどこに流れ着いたのか知らなかった。翌朝きみが寝ねている間に島を探たん索さくして……反対側の浜はま辺べにバイルズ・リゾートがあることに気づいた」

　プレストンの言葉は、理解するのに少し時間がかかってしまった。

　いや、頭では理解できているのだが、プレストンが自分に噓をついていたという事実を認めたくなかったのかもしれない。

　不思議と怒いかりは湧わいてこなかった。それよりも、プレストンが噓をついていた理由を知りたかった。

「……どうして黙だまってたんです？」

「きみを手に入れたかったんだ」

　凜が言い終わらないうちに、プレストンが苦しげな表情で告げる。

「すぐに言うつもりだった。けど、ふたりきりで過ごすチャンスだと思って……。俺が竈かまどを作ったり火をおこしたりするたびにきみの中で俺の評価が上がっていくのがわかったし、魚を捕とったときなんて、今にも抱だきついてキスしてくれそうだったし」

「そ、それは誤解です！」

　蘭の前で妙みようなことを言われて、慌あわてて凜は遮さえぎった。

「とにかく、ふたりきりで過ごしているときみがどんどん心を開いてくれるのがわかって、あと一日、あと一日と先延ばしにしてしまった」

「じゃあ救助が来なかったのも、無事だとわかっていたから……？」

「ああ。ホテルからまずはレンタル会社に電話して、弁べん償しようの手配を済ませた。その後本社に電話して、しばらくこのホテルに滞たい在ざいしているように見せかけることにした。地元の海上警備隊にも手をまわして、狼煙のろしやＳＯＳの表示は無視するように頼たのんだ」

「……うわあ」

　心底驚おどろいて、凜は呟つぶやいた。

　プレストンの隣となりで、蘭が「信じられない」とか「なんて自分勝手なの」などと憤いきどおっている。

　しかしそれらの言葉は凜の耳に届くことなく……蘭がいることも忘れて、凜は青灰色の瞳ひとみをじっと見つめた。

　この五日間の出来事が、次々に浮かび上がっては消えていく。

　かけがえのない日々だったのはたしかだ。そして、プレストンとの絆きずなも──。

「怒ってるか？」

　ひどく不安そうなプレストンの問いかけに、凜は小さく首を横に振ふった。

「びっくりしたばっかりでなんとも……。あと、頭もちょっとぼんやりしてるので、今はまだ怒りの感情はないですけど、あとからふつふつとこみ上げてくるかもしれません」

　凜の返事に、傍ぼう観かんを決め込んでいたウェズリーがぷっと噴ふき出す。

「いやはや、蘭から聞いてはいたけど、ほんとに真面目まじめというか、こんなときでも国語教師みたいな正しい文法で丁てい寧ねいにしゃべるんだな」

「それが凜のいいところなの」

　茶々を入れたウェズリーを、蘭が睨みつける。

「ああ、真面目で礼れい儀ぎ正しくて素す直なおで、一緒にいると楽しいし癒いやされる。こんなに可か愛わいい人は他ほかにはいない」

　プレストンの言葉に、凜は真っ赤になった。

　プレストンは案外不器用なところがある。一緒に過ごしてみてわかったが、決して口説き上手ではない。今のセリフもロマンス映画のような甘い囁ささやきではなく、まるでビジネスの場で自社製品のプレゼンテーションをするような口ぶりだったが、プレストンの熱意は充じゆう分ぶんに伝わってきた。

「まさか、プレストンの口からそんなセリフを聞く日が来るとはね」

　ウェズリーが、にやにやしながらプレストンの肩に手を置く。

　ひととおり怒って気が済んだのか、それともプレストンのストレートな言葉に感かん銘めいを受けたのか、蘭も諦あきらめたような表情でため息をつく。

「まさか凜のほうがヴァンダーウォール家に嫁とつぐことになるなんて……」

「えっ、いや、そういうわけじゃ……っ」

　蘭の先走った表現に、慌てて凜は訂てい正せいしようと言葉を探した。自分たちは、まだそういう段階ではない。つき合い始めたばかりで、今後のことはまったく決まってないのだ。

　プレストンがふっと微ほほ笑えみ、凜の手を取る。

「ふたりには話したんだが、肝かん心じんのきみにまだ伝えてなかったな。つき合って欲しいと言ったが、あのとき言いそびれたことがある。結けつ婚こんを前提に、という言葉をつけ加えさせてくれ」

「……え？　ええ……」

　反応が遅おくれて、我ながら間の抜ぬけた返事になってしまった。

　結婚を前提に……つまり、生しよう涯がいのパートナーとして考えてくれているということだ。

　交際のあり方は人それぞれで、異性間でも同性間でも敢あえて結婚を選せん択たくしないカップルもいる。けれど凜は、心から愛せる人と一生添そい遂とげたいと願っていた。

　プレストンも同じ気持ちでいるらしいと知って、じんと胸が熱くなる。

「凜のお相手は、もっとこう、地味な中年男だろうと思ってたわ。天文オタクとか、恐きよう竜りゆうの骨を発はつ掘くつしてるような、浮うき世よ離ばなれした感じの」

　腕うでを組んで、蘭がしみじみと呟く。

　そのセリフに、同性愛者であることがばれていたらしいのを知って、冷や汗あせが噴ふき出した。

「そういう男がタイプなのか？」

　やや気色ばんだ様子で、プレストンが凜と蘭を交こう互ごに見やりながら問いただす。

「違ちがう違う、私がそう思ってただけ。まさかこういうタイプを選ぶとはね」

「こういうタイプってどういう意味だ」

「どういう意味かはご自分がいちばんわかってるでしょう？」

「まあまあふたりとも、落ち着いて。ふたりは義兄あにと義妹いもうとになるんだから、仲良くしないと」

　ウェズリーが、笑いを堪こらえながら仲ちゆう裁さいする。プレストンと蘭の険悪なやりとりを、ウェズリーは面おも白しろがっているらしい。

　ふいに蘭が神しん妙みような面持ちになり、ウェズリーと視線をかわす。

「退散する前にひとつだけ。私たち、よく話し合って婚こん約やくを解消することにしたの」

　蘭の報告に、凜は目をぱちくりさせた。

「……ええっ？」

「何よ。それを望んでたんでしょう？　説得するためにわざわざケベック経由でバハマまで来たんだし」

「そうだけど……どうしたの？　何かあったの？」

　妹のことが心配になり、凜は表情を曇くもらせた。

「特に何かがあったわけじゃないの。数日間一いつ緒しよに過ごしてみて、お互たがい相手の嫌いやな面が見えちゃった感じ？」

　蘭の隣で、ウェズリーが同意するように肩かたをすくめてみせる。

「とりあえず、友達に戻もどってやり直すことにしたんだ。俺たちはそのほうがうまくいきそうだし」

「そうなんだ……」

　情熱的な駆かけ落ちのあっけない幕切れに、凜はただ茫ぼう然ぜんとするしかなかった。あんなにいろいろ気を揉もんで、あちこち奔ほん走そうした自分が滑こつ稽けいに思えてくる。

「じゃあ、またあとでね。今夜はみんなでディナーよ」

「凜は病やみ上がりだ。無理はさせたくない」

　蘭の提案に、プレストンがさっそく保護者ぶりを発揮する。

「凜は寝たままでいいわよ。みんなでベッドを囲んで、ルームサービスを頼みましょう」

　ひらひらと手を振って、蘭がウェズリーとともに部屋を出て行く。

　残された凜は、プレストンと顔を見合わせた。

「聞きました？　婚約解消だって。信じられない、あれだけ人のことを振りまわしておいて」

　なんとなく照れくさくて、わざと芝しば居いがかったセリフでおどけてみせる。

「ああ、まったくふざけた話だ」

　プレストンも、しかめ面つらを作ってみせた。

　ふたりでひとしきり笑ったあと、プレストンは凜の手をしっかりと握にぎり締しめた。

「俺たちは最初はお互い反発してたけど、一緒に過ごすうちにどんどん惹ひかれていった。これぞ本物の愛だな」

　プレストンの口から初めて〝愛〟という言葉が飛び出し、どきりとする。

　凜の動どう揺ようが伝わったらしく、プレストンが「ああ、すまない。まだきちんと言ってなかったな」と言いながらベッドのそばに跪ひざまずいた。

　青灰色の瞳に見上げられ、心臓がやかましいほどに鳴り響ひびく。

「凜、きみのことをどうしようもないくらい愛してる。ほんとに、自分でもびっくりしてるんだ。ほんの一週間前まで、自分がこれほどコントロール不能に陥おちいるとは思いもしなかった」

「……っ」

　呼吸が苦しくて、息が止まりそうだ。しかしここで気を失うわけにはいかない。

「俺にはもう、きみのいない人生は考えられない。俺と結婚してくれるか？」

　返事をしたいのに、喉のどがくっついたかのように声が出なかった。

　ただただ、首を縦に振り続けることしかできなかった。

　唇くちびるに降ってきた優やさしいキスに、凜はうっとりと目を閉じた──。
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「……ああ。ああ、そうしてくれ。あとは俺がそっちに戻ってからだ。お疲つかれさま」

　電話を切って、プレストンがソファの背にもたれかかる。

「ニューヨークに戻るのが怖こわい。仕事が山積みだ」

　プレストンの呟きに、隣で本を読んでいた凜はちらりと顔を上げた。

「無人島生活をもうちょっと早く切り上げていたら、帰ってからのことを心配しなくて済んだかもしれませんね」

　嫌いや味みではなく、ごく真面目な感想だ。凜には嫌味や皮肉といった高度な機能はついていない。

「その点は全然後こう悔かいしてないんだ。五日目に見た虹にじ、あれを見ることができた代だい償しようとして、今後三ヶ月休みなしで働いてもいい」

「ええ、あれは本当に素す晴ばらしかったです……」

　美しい光景を思い出して、凜はうっとりと目を細めた。

「そのあとの、あれもな」

　耳元で囁かれ、くすぐったさに首をすくめる。囁いたついでにプレストンが耳を甘あま嚙がみしようとしたので、慌あわてて位置をずらして逃のがれた。

「……僕が熱を出したこと？」

　照れくさくて、わざと答えをはぐらかす。せめてもの反はん撃げきだ。

「違うよ。……もしかして、そろそろ怒いかりがふつふつとこみ上げてきてる？」

　間合いを詰つめながら、プレストンが心配そうに凜の顔を覗のぞき込む。

「怒おこってませんよ。どちらかというと呆あきれました。そこまでする？　という驚おどろきと、ある種の感心というか」

「俺は健けな気げな努力家だからな」

　ポジティブな姿勢に、凜はくすくすと笑った。

　プレストンのこういうところは嫌きらいではない。どちらかというとネガティブに考えがちな凜にとって、数あるプレストンの美点のひとつだ。

「さて、今日の仕事はすべて終しゆう了りようだ。携けい帯たいの電源を切って、完全オフにする。なんでもきみの望みどおりにするよ」

「すごく楽しみです」

　──凜がホテルで目覚めて二日後。

　蘭とウェズリーは一足先にアメリカに戻り、凜とプレストンはホテルに残ることにした。大事を取って昨日は一日寝ねていたので、体も回復してすっかり元どおりだ。

　明日の朝、ここを発たつことになっている。島での最後の一日を、有意義なものにしたい。

「どこか行きたいところはあるか？」

　プレストンの問いかけに、しばしもの思いに耽ふけっていた凜は顔を上げた。

「ええ……歩いて泉のところまで行ってみませんか？」

「いいな。俺たちの思い出の場所だ」

　こくりと頷うなずいて、凜は長い睫まつ毛げを伏ふせた。







「ホテルからこんなに近かったんですね……全然気づかなかった」

　最初にたどり着いた砂すな浜はまから海を眺ながめ、凜はしみじみと呟つぶやいた。

「そういえば、クルーザーはどうなったんです？」

「漂ひよう流りゆうしていたのを、レンタル会社が無事回収したらしい。修理すればまた使えるそうだ」

「よかった……全額弁べん償しようじゃなくて修理代だけで済みますね」

　話しながら、プレストンと手をつないで砂浜を歩く。

　やがて、泉から湧わき出た水が細い川になって流れている場所へとたどり着いた。

「あの泉には本当にお世話になりました。あれがなかったら、五日も滞たい在ざいできなかったですよね」

「ああ、買い取って名前をつけたいくらいだ。俺たちの名前を組み合わせて、〝プレストリンの泉〟とか」

「……そういう発想はありませんでした」

　目を瞬またたかせながら、凜はプレストンを見上げた。

「プレストリン？　よくカップルがふたりの名前を組み合わせてるの、知らないか？　ウェズリーと蘭はウェズランにするかランズリーにするかで揉もめてたらしいが」

「それは知ってます。買い取るって発想にびっくりしたんです。ああ……この先、あなたとの金銭感覚との違ちがいにいちいち驚いてしまいそう」

「ちょっと成金ぽかったかな。気をつけよう」

　くすくす笑いながら、プレストンが砂浜からすっかりお馴な染じみになった泉への道を上っていく。

　泉が近づくにつれ、凜は緊きん張ちようして口数が少なくなっていった。

　同時に、体は期待と興奮で次し第だいに熱く火ほ照てってくる。

「俺たちの寝ね床どこ、まだ残ってる。まあ、まだ三日しか経たってないしな」

　泉のそばにつくった寝床を見下ろし、プレストンが感かん慨がい深げに呟く。

　荷物はプレストンが運んでくれたのだが、運びきれなかった道具類が少し残っていた。

「ええ……竈かまども残ってますね。ケトルとマグカップは、あとで持って帰りましょう」

「どうした？　なんか緊張してる？」

　ぎこちない口調は、プレストンにも伝わったらしい。

　大きく肩かたで息をついて、凜は意を決して口を開いた。

「あの……今日ここに来たかったのは、こないだの続きをしたかったからです」

「こないだって？」

「……五日目の、虹を見たあとの一件です」

「…………えええ!?」

　プレストンが、驚いたように目を見開く。まさか凜のほうから続きを申し出るとは思っていなかったのだろう。

「ちゃ、ちゃんと準備してきました！　これとか……っ」

　ショルダーバッグの中から、ホテル内のショップで買ったアロマオイルを出してみせる。今朝はいつも以上に念入りに体を洗ったし、下着も新品だ。

　恥はずかしかったが、プレストンに断られたくなくて必死だった。

「ものすごく嬉うれしいけど……本当にいいのか？　無理しなくていいんだぞ。俺としては、結けつ婚こんするまで待つのもいいかなと思ってたし」

　プレストンが、心配そうに凜の頰ほおを撫なでる。

「無理なんてしてません！　えっとですね、ご存じのとおり僕は祖母の価値観を刷り込まれて育ってきました。けど、そろそろ卒業したいんです。自分の殻からを破りたい。今までの行動規き範はんを捨てて、こ……婚こん前ぜん交こう渉しようという、不道徳な行いを……っ」

　緊張しすぎて、自分でも何を言っているのかわからなくなってくる。

　プレストンに告げた〝心の準備〟には、ふたつの意味があった。

　ひとつは、初めてのセックスに対する不安の克こく服ふく。そしてもうひとつが、祖母の教えからの脱だつ却きやく。

　凜にとっては後者のほうが比重が大きくて……虹を見た日、プレストンを受け入れる準備はほとんどできていたにもかかわらず、直前で怖おじ気づいたのはこれが理由だ。

（ついに言ってしまった！）

　口にしてみると、どうして今まで雁がん字じ搦がらめに縛しばられていたのだろうと不思議な気もしてくる。

　なんの後悔もなく、心は晴れ渡わたっていた。

　しかし、先ほどからプレストンが表情を歪ゆがめて苦しげに歯を食いしばっているのは、いったいどういうわけか。

「あ……っ」

　いきなり強く抱だき締しめられて、甘い喘あえぎが漏もれてしまう。

「すごいな……婚前交渉という言葉だけで俺を勃ぼつ起きさせるなんて、世界中探してもきみだけだ」

「ええ？　あ、んん……っ」

　キスも、強ごう引いんで激しかった。

　あっというまに口の中を舌で犯おかされる。今までのキスと違い、セックスの前ぜん哨しよう戦せんといった風ふ情ぜいの、ひどく官能的な口づけだった。

（あ……ほんとに勃起してる……っ）

　腹部に当たった硬かたい感かん触しよくに、凜は呼吸を乱した。

　口づけをくり返しながら、プレストンが乱暴な手つきで凜の服を引き剝はがしていく。しかしズボンを引きずり下ろしたとたん、奇き妙みような表情で固まってしまった。

「こんな下着持ってたのか……」

「いえあの、今日のために新しいのを買いたかったんですけど、ホテルのショップにサイズが合うのはこれしかなくて……っ」

　凜が身につけているのは、光こう沢たくのある白い布地のビキニだ。伸しん縮しゆく性があるので、ペニスの形がくっきりと浮うき出してしまうのが恥ずかしい。

「きみは本当に……ああもう、興奮しすぎてやばい」

「あ……っ」

　草の褥しとねに押し倒たおされて、凜は身み悶もだえた。

　覆おおい被かぶさってきたプレストンが、下着を脱ぬがせようと手をかける。

「は、恥ずかしいからあんまり見ないで……っ」

「そんなこと言われたら見るに決まってるだろう！」

　プレストンに凝ぎよう視しされて、下着の中でペニスが硬くなっていくのがわかった。

　布越ごしとはいえ、形を変えるさまを見られるのは恥ずかしい。なのに、興奮はいつもよりも早く訪おとずれ……プレストンに見つめられながら、凜は下着に先走りの染みをにじませた。

　前回は海水で下着全体が濡ぬれていたが、今回は乾かわいているので染みが丸わかりだ。薄うすい布地から、ピンク色の亀き頭とうがはっきりと透すけてしまう。

　プレストンが呻うめき、猛もう然ぜんと服を脱ぎ始める。

　逞たくましい胸むな板いたが露あらわになり、紺こん色いろのボクサーブリーフが露わになり……布地を突つき上げている膨ふくらみに、思わず凜は目を瞠みはった。

　ローライズの下着のウエストから、逞しい男性器が半分ほどはみ出している。プレストンが下着をずり下げると、牡おすの象しよう徴ちようはぶるりと力強く揺ゆれて全ぜん貌ぼうを露わにした。

　太くて長い茎くき、その先せん端たんの、更さらに大きく張り出した堂々たる亀頭……根元の玉も、凜の小ぶりなものとは比べものにならないほどどっしりと大きい。

（こんなすごいのが……僕の中に入るんだろうか）

　今いま更さらながら、その大きさに怖じ気づいてしまう。しかし凜の心とは裏腹に、プレストンに触ふれられたことのある蕾つぼみは挿そう入にゆうをねだるように淫みだらに疼うずき始めていた。

「本当にいいのか？」

　プレストンが、掠かすれた声で問いかける。

「はい。ここで、この場所で、あなたと結ばれたいんです」

　プレストンの目を見つめ、凜は頷うなずいた。不安はあるが、この機会を逃のがしたくない。

「わかった。なるべく痛くしないように努力する。けど、ちょっと抑おさえが利きかないかもしれないから、痛かったりやめて欲しかったりしたら遠えん慮りよなく言ってくれ」

「了りよう解かいです」

　生き真面目まじめに頷き、震ふるえる手で下着をずり下ろす。

　凜のペニスも、ぷるんと揺れて露わになった。小ぶりで初うい々ういしい形をしており、プレストンのものに比べるといかにも未熟で恥ずかしい。

「すごく綺き麗れいだ……」

　つややかなピンク色のペニスをそっと手で包み込み、プレストンが感かん嘆たんの吐と息いきを漏らす。

「あ……っ、あなたも、すごく素す敵てきです……っ」

　プレストンのものを目まの当たりにした感動を伝えたくて、凜もびくびくと身悶えながら口にした。

「……ちょっと待ってくれ。その素敵ってのは、こいつのことか？」

　プレストンが己おのれの勃起を握にぎり、亀頭を凜のほうへ突きつける。

「はい……大きくて素敵です……ああっ」

　言い終わらないうちに、プレストンが覆い被さってきた。ペニスをぱっくりと口に咥くわえられ、驚おどろいてプレストンの頭を押しのけようとするが、とろけるような快感に襲おそわれて力が入らない。

「ひあっ、あ、ああんっ」

　舌での愛あい撫ぶは、めくるめく官かん能のうをもたらした。

　プレストンの舌が、小ぶりな玉から蟻ありの門渡りへと這はわされ……舌がたどり着く先を予感して、背筋がぶるっと震える。

「そ、そこはいいです！　アロマオイルがあります！」

「俺が舐なめたいから舐めるんだ」

「あああ……っ」

　蕾に熱い舌を入れられて、一いつ瞬しゆん気が遠くなりかける。はっと気づくと、初々しい果実のような亀頭から失禁したように精液が漏れていた。

「ああ……っ、だめ、気持ちよすぎて変になりそう……っ」

　くちゅくちゅと音を立てて粘ねん膜まくを濡らされ、凜は首を左右に振ふった。

　舌だけでこんなに気持ちいいなんて、プレストンのものが入ってきたら、自分はいったいどうなってしまうのだろう。

「すまない、本当はもっとゆっくり時間をかけたいんだが」

　アロマオイルを指にすくい、プレストンがやや性急に中に塗ぬり込める。

「あ、あっ、いや……っ」

　指での愛撫も、強きよう烈れつな快感をもたらした。敏びん感かんな粘膜が、もっと硬くて太いものを要求するように淫らにうねり始める。

「もう充じゆう分ぶんです……っ、だめ、そこ、またいっちゃう……っ」

　このままではプレストンを受け入れる前に果ててしまいそうで、焦あせって凜は指から逃れようともがいた。

　獣けもののように呻いて、プレストンが凜の両りよう脚あしを抱かかえて交合の体勢を取る。

　視線が絡からみ合うと、青灰色の瞳ひとみが一段と熱を帯びるのがわかった。

「凜、愛してる、本当に……」

「僕も、あなたのこと、愛してます……！」

　ぬるついた亀頭が、濡れた蕾に押し当てられる。

　そして、じわじわと粘膜を押し広げるように中へ……。

（あ……プレストンが、入ってくる……っ）

　先走りとオイルのぬめりを借りて、先せん端たんの張り出した部分が狭せまい肛こう道どうをかき分けて押し入ってきた。小さな蕾には大きすぎて苦しかったが、愛する人とひとつになりたくて歯を食いしばる。

「ああ……っ！」　>>>♥

　蕾に収まった質量に、凜は目を見開いた。痛みもあるが、プレストンとひとつになれた悦よろこびが心を熱く満たす。

「痛くないか？」

　動きを止めて、プレストンが気き遣づかわしげに凜を見下ろす。

「ちょっとだけ……でも大だい丈じよう夫ぶです」

　額に落ちかかった前まえ髪がみを優やさしくかき上げられ、そのわずかな刺し激げきにさえ、全身が敏感に反応するのがわかった。

「もう少し奥まで入っても大丈夫か？」

「え……もう全部入ってるんじゃ……」

「いや、まだ先っぽだけだ」

「え、でも、もういっぱい……っ」

「もう少しだけ我が慢まんしてくれ」

　言いながら、プレストンが慎しん重ちように腰こしを突き入れる。

　大きく張り出した雁かりの部分が、ずるりと敏感な粘膜を擦こする。肉厚な雁が粘膜のある場所を引っかいたとたん、全身を雷かみなりに打たれたような衝しよう撃げきが走った。

「ひああああっ！」

　あまりに激しすぎて、それが快感かどうかもわからないほどだった。

　未知の感覚は、凜の心と体を急速に追い上げていく。

「ここが気持ちよかった？」

　快楽のスポットを探さぐり当てたプレストンが、小刻みに体を動かしながら攻せめ立てる。

　くり返し前ぜん立りつ腺せんを突かれ、初うぶな体はひとたまりもなかった。

「あっ、だめ、そこ、あ、あああ……っ！」

　──結果的に、初めてのセックスはやや不完全な形で終わってしまったらしい。

　気がつくと、ペニスは二度目の射精に濡れ、体の中にはプレストンの濃のう厚こうな精液がたっぷりとそそがれていた。

「……もしかして……僕、気を失ってました？」

　草の褥に寝ねそべり、凜のうなじに顔を埋うずめていたプレストンがくすりと笑う。

「ほんの五分ほどだ」

「……すみません。途と中ちゆうでなんだかわけがわからなくなって」

「いいんだ。きみには無理をさせてしまったが、実に素す晴ばらしい経験だった」

「僕もです……」

　最後はよく覚えていないが、気持ちよくてどうにかなりそうだったのは覚えている。

　初心者の凜にとって、まずはプレストンとセックスしたという事実だけで充分に満足だった。

「急がなくても、これから時間はたっぷりある。慣れてきたら、これが全部入るようになるさ」

「あ……っ」

　後ろから体を抱だき締しめられて、凜はびくりと震えた。

　プレストンの牡おすが、再び力を漲みなぎらせてどくどくと脈打っている。

　あの逞たくましい亀き頭とうで最さい奥おうを突つかれることを想像しただけで、快楽を知ったばかりの蕾が淫らに疼いてしまう。

　新たな官能の予感に、凜は艶つやめいた吐息を漏もらした──。
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　──ヘブンポートに、秋が訪おとずれようとしている。

　凜の通うイエーガー大学のキャンパスでも、楓かえでの並木がほんのりと色づき始めていた。

（ええと……図書館に本を返して、学務課に書類を提出。来週の講義用のスライド作り……）

　楓を眺ながめつつ、頭の中でやらなくてはならないことを列挙していく。大学院生としての勉学だけでなく、教授のアシスタントもしているので、仕事は目白押しだ。

　図書館に本を返へん却きやくした凜は、出入り口にある掲けい示じ板ばんの前を通りすぎようとしてふと足を止めた。

　学生と教員用の、アルバイト募ぼ集しゆうや不用物の交こう換かんなどの情報を貼はり出してある掲示板だ。

　今アパートで使っている家具も、ほとんどがここを見て安く譲ゆずってもらった。学生向けの安全で実入りのいいアルバイトが紹しよう介かいされていることも多く、ネット全盛のご時世にもなかなか有効に活用されている。

　凜が目をとめたのは、大きな赤いフォントで印字された一枚のチラシだ。『仔こ猫ねこもらってください！』という文字の下に、キャンパス内で野の良ら猫ねこが出産し、もらい手を探していることが書かれている。

　添そえられた写真には、色とりどりの五匹ひきの仔猫が写っていた。その中の一いつ匹ぴきに、凜は視線を吸い寄せられた。

　濃こいめの茶色……メイプルシロップのような色合いの仔猫だ。

（プレストンが飼ってた仔猫、こんな色だったんじゃないかな……）

　凜の婚こん約やく者であるプレストンは、茶色の仔猫を飼いたがっている。バハマから戻もどってすぐにニューヨークの里親紹介所に登録したのだが、ひとり暮らしの多た忙ぼうなビジネスマンという条件がネックになり、仔猫の譲じよう渡とを断られたらしい。

『仔猫のうちは、何時間かおきに世話をしなくちゃならんからな。日中は俺も世話ができないし、かといってペットホテルに預けっぱなしにするのも本ほん末まつ転てん倒とうだし』

　プレストンのがっかりした様子を思い出し、掲示板の前で腕うでを組む。

　──バハマから帰国して三ヶ月、プレストンとの交際は順調だ。

　といっても、プレストンはニューヨーク、凜はヘブンポートにいるので、会えるのはほぼ週末のみ。たいていはプレストンが金曜の夜にヘブンポートにやってきて、月曜日の朝にニューヨークに戻る。何度か凜がニューヨークへ行ったこともあったが、ふたりともヘブンポートのほうが落ち着くという結論に至った。

　ニューヨークの経済界の有名人であるプレストンは、ときにはパパラッチに追いかけられることもある。プレストンは凜の存在を隠かくす気はないようだが、凜としては、自分とつき合うことでプレストンが外野にあれこれ噂うわさされるのはつらい。それに、食事に行くだけでカメラを向けられるなんて、凜の繊せん細さいな神経には耐たえ難がたかった。

（蘭とウェズリーの交際を心配してたのは、まさにこういう点なんだよな……住む世界が違ちがうってことを思い知らされるというか）

　最大の難関はプレストンの両親だろうと思っていたのだが、ふたりは拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりと婚約を認めてくれた。

　歓かん迎げいしているふりをしているだけで、内心は快く思っていないのでは……などと心配していたのだが、ウェズリー経由で蘭から聞いた話によると、そうではないらしい。

『凜は礼れい儀ぎ正しくて真面目まじめで、いかにも品行方正なお嬢じようさまタイプだから気に入られたの。私は正反対のタイプだったからね。特にお母さまは、凜のことすごく気に入ってるって』

　まだ半信半疑だが、凜はふたりの祝福を言葉どおりに受け取ることにした。

　そして凜の両親はというと、蘭同様ふたりとも凜の恋れん愛あい対象が同性だということには薄うす々うす気づいていたようで、さほど驚おどろくこともなく淡たん々たんと受け入れてくれた。

『石橋を叩たたいてもなかなか渡わたろうとしない慎重な性格のおまえが、よくよく考えた上でのことだろう。ならば私たちも反対する理由はない』

　少々複雑そうな表情ではあったが、そう言って父はぎこちなくハグしてくれた。

　母は『うわー、お祖母ばあさまがお墓から抜ぬけ出してきて卒そつ倒とうしそう』などと冗じよう談だんめかして言っていたが、しばらくすると『凜がお嫁よめに行ってしまうなんて』とさめざめ泣き出した。まだまだ子供だと思っていたのに……という意味合いの他ほかに、息むす子こが同性と結けつ婚こんすることへの葛かつ藤とうも多少はあったのだろう。

　掲示板の前でしばしもの思いに耽ふけっていた凜は、講義終しゆう了りようのチャイムの音に、はっと我に返った。

　とりあえず仔猫のチラシから連れん絡らく先の番号を一枚切り取り、ポケットに入れる。

（僕が飼うというのもありかな……）

　プレストンよりは時間に余よ裕ゆうがあるし、アパートは大学のすぐそばなので、授業の合間に様子を見に帰ることもできる。

　金曜日にプレストンが来ることになっているので、そのときに相談しよう。

　週末に思いを馳はせて、凜は軽かろやかに足を踏ふみ出した。







　──いや……っ。

　──嫌いやじゃないだろう？

　執しつ拗ように胸をまさぐられ、凜は息も絶え絶えに喘あえいだ。

　プレストンの指が、左右の乳ち首くびをそれぞれ押したりつまんだりして弄もてあそんでいる。

　──凜はここをつままれるのが好きだよな。

　──ああん……っ、ん……好き……。

　──でも最近気づいたんだ。つまんだときより、こうやって吸ったときのほうが感じてるって。

　言いながら、プレストンが覆おおい被かぶさってくる。乳首に吸いつかれて、凜は髪かみを振ふり乱した。

　──ひああ……っ、あ、んっ、もっと吸って……っ！




　はっと目が覚めて、凜は大きく息を吐はいた。

（……エッチな夢を見てしまった）

　プレストンと恋こい人びと同士になってから、正確にはセックスをするようになってから、凜の夢はエロティックな内容が増えている。

　先日など、プレストンのガラス張りのオフィスで人目もはばからずに睦むつみ合うという破は廉れん恥ちな夢を見ながら夢精してしまった。

（あ、あのときは、お互たがい忙いそがしくて二週間以上会えなかったから……っ）

　また下着を汚よごしてしまったかもしれない。おそるおそるパジャマのズボンに手を伸のばそうとして、凜は自分の隣となりで誰だれかが寝ね息いきを立てていることに気づいた。

「うわあっ！」

　驚いて、ベッドの上に飛び起きる。

　うーんと唸うなって寝ね返がえりを打ったのは、プレストンだった。

「プレストン!?　どうしてここに!?　来るのは金曜日じゃなかった!?」

　眠ねむたげにあくびをしてから、プレストンが狭せまいシングルベッドに両手両りよう脚あしを伸ばす。

「ああ……その予定だったが、どうしてもきみに会いたくなって。合あい鍵かぎで入ったらきみはもう寝ねてたから、起こさないようにそっとベッドに潜もぐり込んだんだ」

　体にブランケットを巻きつけて、凜は顔を真っ赤にして口をぱくぱくさせた。

　いつからここにいたのだろう。さっきの夢は、ひょっとして現実の出来事も混ざっているのだろうか。

「……び、びっくりするじゃないですか。ひとこと声をかけてくれたらいいのに……」

　凜のうろたえぶりを、青灰色の瞳ひとみが面おも白しろそうに観察している。のっそりと体を起こしたプレストンは、ぴったりしたボクサーブリーフしか身につけていなかった。

「怒おこられる前に白状するけど、ちょっとばかり悪戯いたずらをしてしまった」

「悪戯って!?」

　プレストンが、真面目くさった表情で凜のパジャマの胸を指さす。

　シャツのボタンがいくつか外れ、白い胸むな板いたが覗のぞいていた。

「……っ！」

「ちょっと触さわるだけにしようと思ったんだが、凜があんまり可か愛わいい声でねだるから、ついつい吸ってしまった」

　プレストンは、まったく悪びれていない様子だ。

　先ほどのエロティックな夢が現実だったことを知り、思わず凜は両手で顔を覆った。

「…………そうですか。僕ちょっと、シャワー浴びてきます」

　そそくさとベッドを離はなれようとすると、後ろから腕を摑つかまれた。

「隠さなくていい。きみの下着が濡ぬれてるのは知ってる。俺が乳首を吸ったら悦よろこんで身み悶もだえて、ズボンの上から触ったとたんに射精した」

　……恥はずかしすぎて、プレストンの顔を見られそうにない。

　ふるふると震ふるえながら立ち尽つくしていると、プレストンに優やさしく腕を引き寄せられて、ベッドに連れ戻された。

「悪い。ちょっと調子に乗ってしまった。きみにすごく嬉うれしい知らせがあって、浮うかれてたみたいだ」

「……嬉しい知らせって……？」

　濡れた下着が気になり、もじもじと膝ひざを摺すり合わせながら尋たずねる。

「近々ヘブンポートに引っ越こすことにしたんだ。広い庭のあるプールつきの家を借りた。大学にも近いし、きっと凜も気に入るよ」

「本当に……？」

　前々から、プレストンはヘブンポートへの移住願望を口にしていた。

　凜としては週末だけの逢おう瀬せだけでも充じゆう分ぶん幸せだったが、プレストンはどうしても一いつ緒しよに住みたいらしく、バハマから帰って以来、あちこちの物件を見てまわっていた。

「嬉しいですけど……通勤が大変ですよ」

「その点も手を打った。俺の部署は、会社ごとヘブンポートに移転する。別にニューヨークでなければならない理由はないし、イエーガー大学との共同プロジェクトを進めるにはこっちにいたほうが便利だしな」

「……サプラーイズ……」

　まさか、会社の移転まで画策していたとは知らなかった。どうりでこのところ、連日夜遅おそくまで残業していたわけだ。

「なんだ、喜んでくれないのか？」

　ぎくりとして、慌あわててぎこちない笑え顔がおを作る。

「もちろん嬉しいです」

「いいや、百パーセント喜んでる顔じゃない。何か隠してるな」

「ええっ？　隠してなんかいません」

「じゃあこっちの凜に訊きいてみよう」

　パジャマのズボンの中に大きな手が潜り込んできて、凜は悲鳴を上げた。射精で汚したペニスを触られそうになり、慌てて無ぶ遠えん慮りよな手を振り払はらう。

「わかりました！　言います！」

「聞こうじゃないか」

　凜を抱だき寄せて、プレストンが正面から顔を覗き込む。

「その、一緒に住むのは本当にすごく嬉しいです。会社の移転にも大賛成です。あなたがニューヨークから車を飛ばしてくるたびに、無む茶ちやな運転で事故に遭あったりしないか心配しなくて済みますし……」

「うん」

「そうそう、猫ねこも飼えますしね。今日大学の掲けい示じ板ばんで、仔こ猫ねこのもらい手募ぼ集しゆうのチラシを見つけたんです。メイプルシロップみたいな茶色い猫もいました」

「いいね。さっそく連絡して、一緒に見に行こう。それで？」

　促うながされて、凜はおずおずと申し出た。

「あの……セッ……クスは、これまでどおりの頻ひん度どにしませんか。その、週末だけに……」

　凜が言い終わらないうちに、プレストンの顔色がさっと変わるのがわかった。

「理由を言ってくれ。何か気に障さわるようなこととか、不快に思うことがあったなら謝る」

「いえ、そうじゃありません」

「じゃあどうしてだ」

　非常に言いづらいが、理由を告げないのはフェアでない。セックスは大事なコミュニケーションのひとつだし、プレストンに隠かくしごとをしたくなかった。

　青灰色の瞳に食い入るように見つめられ、意を決して口を開く。

「その……気持ちよすぎて怖こわいっていうか、あなたとすると、次の日そのことばかり考えてしまったり、そのせいで勉強に身が入らなく……うわあっ！」

　突とつ然ぜん骨が軋きしむほど強く抱き締しめられて、驚おどろいて凜はじたばたともがいた。

「あんまり煽あおらないでくれ……！」

「いえ、煽ったわけではなく、本当にそうして欲しいんです！」

「きみの頼たのみごとはなんでも聞いてやりたいが、こればっかりは無理だ」

　はあはあと息を荒あらげながら、プレストンが凜のパジャマを毟むしり取っていく。

「あ、だめ、汚れてるから……っ」

　慌ててボクサーブリーフの前を手で覆うと、プレストンが獣けもののように咆ほう哮こうを上げた。

「あんな色っぽくお漏もらしして誘さそっておいて……！」

「誘ってません！」

　ふうっと大きく息を吐いて、プレストンが苦く悶もんの表情を浮かべる。

「……わかった。これからはなるべく、週末以外は最後までしないように努力する」

「……はい」

「けど、ときどきはたがが外れることもあるかもしれない。そのときは遠えん慮りよなく拒きよ絶ぜつしてくれ」

「そうさせていただきます」

　真面目まじめな顔で頷うなずくと、プレストンの表情が少しやわらいだ。

「まったくきみは……。それで、今この続きをしたいって言ったら怒るか？」

　言いながら、プレストンが下着の前を覆おおった凜の手の甲こうに、己おのれの高ぶりを擦こすりつけてくる。

（あ……っ）

　体の奥が、ずくりと疼うずく。硬かたくて太いもので貫つらぬかれる快感を覚えた蕾つぼみが、はしたなくひくつき始めるのがわかった。

　──早く入れて欲しい。

　恥ずかしくて口にできない欲よく望ぼうがこみ上げてくる。

「凜？」

　返事を促すように、プレストンが角度を変えて擦りつけてきた。ごりごりした裏筋が当たる感かん触しよくに、抑おさえようとした欲望が溢あふれ出してしまう。

「…………怒りません」

　下着を覆っていた手をそっと外し……凜はおずおずと婚こん約やく者を誘った。










　　　あとがき




　こんにちは、神じん香かうららです。

　お手にとってくださってどうもありがとうございます。




　今回の主人公・凜は、真面目な大学院生です。そして恋のお相手プレストンは、ニューヨークの傲慢紳士！　アメリカ人セレブと日本人美青年という、私の大好物のカップルです。

　舞台はニューヨークからカナダ、そしてバハマへ。書いている最中、〝受け攻め珍道中〟という言葉が何度も頭をよぎりました。

　珍道中と言ってしまうとロマンス感ゼロですが、ロマンティック成分はいつもより多めだと思います。特に後半、バハマの無人島での日々には力を入れました。

　が、結果的にはプレストンが凜のバスローブ姿や下着姿にはあはあしているだけのような……？　ロマンティックかどうかはともかく、ラブラブ濃度は高いはずです……多分。




　無人島で愛を育んだふたりは、このあと万年ラブラブバカップル一直線でしょうね。

　プレストンは結婚十周年とか二十周年の記念に、思い出の島を買って凜にプレゼントしちゃいそうです。もちろん島の名前はプレストリン島に変更。リゾートホテルを貸し切りにして、思う存分いちゃいちゃすればよろしい。

　残念ながらウェズリーと蘭は婚約を解消しましたが、今後も親戚づき合いが続いていくことになりました。毎年ヴァンダーウォール家のクリスマスパーティなどで顔を合わせ、十年後くらいに焼け木ぼつ杭くいに火がつくような気もします。




　イラストを描いてくださったこうじま奈な月づき先生、どうもありがとうございました。

　ラフを見せていただいたのですが、凜がすごく可愛いです……！　プレストンのめろめろぶりが伝わってきて、ラフを見ながら顔がにやけてしまいました。

　今回もなかなか原稿が上がらなくて、こうじま先生と編集部の皆さまには大変ご迷惑をおかけしました。私がもたもたしていたせいで、複数の担当さんのお手を煩わせることに……本当に申し訳ありません。皆さまのお力添えに感謝しております。

　最後になりましたが、読んでくださった皆さま、どうもありがとうございました。

　よかったらご感想などお聞かせください。

　またお目にかかれることを祈りつつ、このへんで失礼いたします。





神香うらら　　
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カバー・口絵・本文イラスト／こうじま奈月

デザイン／齊藤陽子（CoCo.Design）










傲ごう慢まん紳しん士しと蜜みつ愛あいバカンス
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